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１９６８年




第107回那覇市議会会議録




＝定例会＝









１９６８年１２月１８日　開会

１９６８年１２月２１日　閉会































那覇市議会





会議録目次

〇　招集告示

〇　会期及び日程

〇　上程案件

議案第８６号　助役の選任同意について

議案第８７号　議決内容の一部変更について

議案第８８号　議決内容の一部変更について

議案第８９号　議決内容の一部変更について

議案第９０号　１９６８年度那覇市水道事業会計

議案第９１号　専決処分した事件の承認について

議案第９２号　専決処分した事件の承認について

議案第９３号　専決処分した事件の承認について

議案第９４号　那覇市議会会議規則制定について

議案第９５号　那覇市議会委員会条例制定について

決議案第４号　Ｂ５２機と核基地の即時撤去、原潜寄港の即時取り止めを要求する決議

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




〇　処理結果

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～







１２月１８日（初日）

〇　出欠議員氏名

〇　説明員

〇　事務局出席者

〇　議事日程

〇　会議に付した事件

〇　開会・開議

〇　諸般の報告

〇　会議録署名議員の指名

〇　会期の決定

〇　議案上程・提案理由の説明

議案第８６号　助役の選任同意について

金城重正議員（動議）

○表決

〇　議案上程・提案理由の説明

議案第８７号　議決内容の一部変更について

議案第８８号　議決内容の一部変更について

議案第８９号　議決内容の一部変更について

○　委員会付託

〇　議案上程・提案理由の説明

議案第９０号　１９６８年度那覇市水道事業決算

議案第９１号　専決処分した事件の承認について

○　委員会付託

〇　議案上程・提案理由の説明

議案第９４号　那覇市議会会議規則制定について

議案第９５号　那覇市議会委員会条例制定について

○　委員会付託

○　散会

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～







１９月１９日（２日目）

〇　出欠議員氏名

〇　説明員

〇　事務局出席者

〇　議事日程

〇　会議に付した事件

〇　開議

〇　諸般の報告

○　会議録署名議員の指名

〇　決議案上程・提案理由の説明

決議案第４号　Ｂ５２機と核基地の即時撤去、原潜寄港の即時取り止めを要求する決議

○表決

〇　一般質問

○又吉久正議員

市長

主計課長

○金城重正議員

市長

○赤嶺保三郎議員

市長

○友利栄吉議員

下水道課長

市長

○喜舎場盛一議員

市長

○宮良永昌議員

市長

○瀬長フミ議員

市長

○久高友敏議員

市長

○黒潮隆議員

市長

○金城圧瑞議員

市長

○仲宗根昌弘議員

市長

○喜久山朝重議員

市長

下水道課長

○大山盛幸議員

市長

○散会

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




１２月２１日（３日目）

〇出欠議員氏名

○説明員

○事務局出席者

○議事日程

○会議に付した事件

○　各常任委員会の委員会審査報告書並びに閉会中継続審査申出書

○　開議

〇　諸般の報告

〇　会議録署名議員の指名

○　委員会審査報告

建設委員長（議案第８７号　議決内容の一部変更について）

（議案第８８号　議決内容の一部変更にっいて）

（議案第８９号　議決内容の一部変更について）

○　表決

〇　委員会審査報告

建設委員長（議案第９１号　専決処分した事件の承認について）

（議案第９２号　専決処分した事件の承認について）

○　質疑

金城吾郎議員

建設委員長

水道局総務課長

○　表決

○　委員会審査報告

経済民生教育委員長（議案第９３号　専決処分した事件の承認について）

○　表決

〇　委員会審査報告

経済民生教育委員長（若松市場移転料の請求について）

○　表決

〇　日程第９～日程第６０まで継続審査

○　閉会








那覇市告示第１０２号

１９６８年１２月１４日







第１０７回　那覇市議会（定例会）を次のとおり招集する。







那覇市長　　平良良松













記




１．　日時　　　　　　１９６８年１２月１８日（水）　午前１０時




２．　場所　　　　　　那覇市議会議場







第１０７回那覇市議会定例会会期日程










	自　１９６８年１２月１８日

	　４日間




	至　１９６８年１２月２１日


















	月

	日

	曜

	種別

	日程

	備考




	１２

	１８

	水

	本会議

	議案上程、説明聴取、質疑、委員会付託

	





	〃

	１９

	木

	〃

	一般質問

	





	〃

	２０

	金

	委員会

	付託事件の審査

	





	〃

	２１

	土

	本会議

	議案、陳情上程、委員会審査報告

質疑、討論、評決

	















	本会議　　　３日

	４日間




	委員会　　　１日


















第107回那覇市議会会議録




定例会




上程案件







議案第８６号




助役の選任同意について




　次の者を助役に選任したいので同意を求める。




１９６８年１２月１８日提出




那覇市長　　平良良松







那覇市字寄宮３１４番地

稲嶺成珍




那覇市字識名１０２０番地

前田武行




（提案理由）

　上記の者を助役に選任したいので、この案を提出する。




履歴書




本籍地　　　沖繩県那覇市首里儀保町４丁目６３番地

現住所　　　那覇市字寄宮３１４番地

稲嶺成珍

明治４２年３月１３日生

学歴

１９２８年　３月　　日　　沖繩県立第一中学校卒業

職歴

１９３５年　４月　１日　　沖繩県庁に就職

１９３８年　６月３０日　　任沖繩県属学務部学務課勤務を命ぜらる。

１９３９年　６月３０日　　総務部地方課勤務を命ぜらる

１９４４年　２月　７日　　沖繩県国頭地方事務所総務課長を命ぜらる

１９４４年　２月　７日　　国頭郡本部町長職務管掌を命ぜらる

１９４４年　４月　５日　　国頭郡本部町長職務管掌を免ぜらる

（同日国頭地方事務所総務課長に復す）

１９４６年　４月２４日　　沖繩民政府事務官に任ぜらる

同総務部総務課勤務を命ぜらる

１９４６年１２月　１日　　同社会事業部庶務課長を命ぜらる

１９４８年　３月１５日　　首里市助役に任ぜらる

１９５０年１０月３０日　　願に依り助役を免ぜらる

１９５０年１１月　４日　　群島政府副部長に任じ総務部勤務を命ぜらる

１９５２年　４月　１日　　琉球政府総務部行政課長を命ぜらる

１９５４年　３月３１日　　行政主席官房次長を命ぜらる

１９５５年１０月１２日　　駐日代表を命ぜらる

１９５７年　８月　１日　　工務交通局次長を命ぜらる

１９５８年　６月　１日　　立法院事務局長に任命される

１９６０年１０月　３日　　琉球生命総務部長兼秘書室長を命ぜらる

１９６１年　５月１７日　　同取締役に選任され、総務部長に委嘱される。

１９６１年　５月　１日　　琉球生命済生会理事に選任される

１９６２年　２月２８日　　琉球生命保険相互会社常務取締役に選任される

１９６３年　８月２７日　　職業安定審議会委員に命ぜらる

１９６５年１０月２０日　　中央選挙管理委員会委員を命ぜらる

１９６５年１２月２９日　　琉球生命保険相互会社専務取締役に選任される

１９６６年　４月　１日　　財団法人嘉数女子学園監事を命ぜらる

１９６６年　８月　１日　　中央選挙管理委員会委員に選任される

１９６７年　３月　２日　　株式会社沖繩信託取締役に選任される

１９６７年　８月　９日　　財団法人嘉数女子学園理事に選任される

現在に至る




上記の通り相違ありません




１９６８年１２月１８日







稲嶺成珍




履歴書




本籍　　　　沖繩県国頭郡大宜味村字喜如嘉１５８番地

現住所　　　那覇市字識名１０２０番地

前田武行

大正１１年２月１４日生




学歴




１９３５年　３月　　日　　大宜味村喜如嘉尋常高等小学校尋常科卒業

１９４１年　３月　３日　　沖繩県立第二中学校卒業

１９４９年　３月２８日　　法政大学法学部卒業




職歴




１９５３年　６月１５日　　商業高等学校教諭に任命される

１９５４年　３月１４日　　裁判所に転任

１９５４年　３月１５日　　裁判所調査官に任命される

１９５４年　９月　１日　　治安裁判所判事に任命される

１９５９年　９月１０日　　巡回裁判所判事に任命される

１９６６年１０月　１日　　同依願退職

１９６６年１１月　１日　　弁護士開業　　現在に至る




　上記のとおり相違ありません




１９６８年１２月１８日






議案第　８７　号




議決内容の一部変更について




　次のとおり議決内容の一部を変更する。




１９６８年１２月１８日提出




那覇市長　平良良松




１　議決事件名　　　　工事請負契約を結ぶことについて

（１９６７年９月３０日同意）

２　変更する事項　　　工期

既決工期　　　　議決の日から４５０日

変更する工期　　議決の日から１９６９年５月２２日




（提案理由）

　那覇市牧志公設市場建築工事の工期は１９６８年１２月２３日までとなつているが、既定工期内に完成する見込みがなく、工期を変更する必要があるので、この案を提出する。









議案第　８８　号




議決内容の一部変更について




　次のとおり議決内容の一部を変更する。




１９６８年１２月１８日提出




那覇市長　　平良良松




１　議決事件名　　　　工事請負契約を結ぶことについて

（１９６７年９月３０日同意）

２　変更する事項　　　工期

既決工期　　　　議決の日から４５０日

変更する工期　　議決の日から１９６９年５月２２日




（提案理由）

　那覇市牧志公設市場電気設備工事の工期は１９６８年１２月２３日までとなつているが、既定工期内に完成する見込みがなく、工期を変更する必要があるので、この案を提出する。









議案第　８９　号




議決内容の一部変更について




　次のとおり議決内容の一部を変更する。




１９６８年１２月１８日提出




那覇市長　　平良良松




１　議決事件名　　　　工事請負契約を結ぶことについて

（１９６７年９月３０日同意）

２　変更する事項　　　工期

既決工期　　　　議決の日から４５０日

変更する工期　　議決の日から１９６９年５月２２日




（提案理由）

　那覇市牧志公設市場設備工事の工期は１９６８年１２月２３日までとなつているが、既定工期内に完成する見込みがなく、工期を変更する必要があるので、この案を提出する。


















議案第　９０　号







１９６８年度那覇市水道事業会計の決算にっいて







　市町村公営企業法第２９条２項の規定により、１９６８年度那覇市水道事業会計の決算を監査委員の審査意見をつけて議会の認定に付する。







１９６８年１２月１８日提出







那覇市長　　平良良松




１９６８年度那覇市水道事業決算報告書

（1）収益的収入及び支出

　　　　　　収入　　　　　　　　　　　　　支出

[image: 画像]

（2）資本的収入及び支出　　

　　収入　　　　　　　　　　　　　　支出

[image: 画像]

１９６８年度那覇市水道事業損益計算書

（１９６７年７月１日から１９６８年６月３０日まで）



	１　営業収益

	


	


	（単位ドル）




	　(1)　給水収益

	１，６４３，６８４．９５

	


	





	　(2)　受託給水工事収益

	１５，２７４．７５

	


	





	　(3)　その他営業収益

	　　　６９８．３４

	１．６５９，６５８．０４

	





	２　営業費用

	


	


	





	　(1)　原水及び浄水費

	７１５，９７７．３１

	


	





	　(2)　配水費

	１３３，５１１．７０

	


	





	　(3)　給水費

	４４，４７３．９９

	


	





	　(4)　漏水防止費

	４７，４０７．３０

	


	





	　(5)　受託工事費

	１５，８４０．６９

	


	





	　(6)　業務費

	１９９，７２４．００

	


	





	　(7)　総係費

	１１４，２４２．７９

	


	





	　(8)　水源調査費

	７，９９８．８０

	


	





	　(9)　減価償却費

	１５７，４７０．２１

	


	





	　(10)　資産減耗費

	　１６，５６８．９５

	１，４５３，２１５．７４

	





	　　　営業利益

	


	


	２０６，４４２．３０




	３　営業外収益

	


	


	





	　(1)　受取利息

	１．１７７．５７

	


	





	　(2)　他会計繰入金

	７８８．８７

	


	





	　(3)　受託工事収益

	１５，４５８．１２

	


	





	　(4)　土地物件収益

	２，２５７．３０

	


	





	　(5)　雑収益

	　１２，６９３．８１

	３２，３７５．６７

	





	　　　当年度総利益

	


	


	２３８，８１７．９７




	４　営業外費用

	


	


	





	　(1)　支払利息

	６２，３８９．５０

	


	





	　(2)　受託工事費

	１４，８０１．０５

	


	





	　(3)　雑支出

	　５，７２８．７８

	８２，９１９．３３

	





	　　　当年度純利益

	


	


	１５５，８９８．６４








１９６８年度那覇市水道事業剰余金計算書

（１９６７年７月１日から１９６８年６月３０日まで）

（単位ドル）



	利益剰余金の部




	１　未処分利益剰余金

	


	





	　１　当年度純利益

	


	１５５，８９８．６４




	　　　当年度未処分利益剰余金

	１５５，８９８．６４




	資本金剰余金の部




	１　受贈財産評価額

	


	





	　１　開始年度額

	３５７，０５７．４４

	





	　２　当年度末残高

	３５７，０５７．４４

	３５７，０５７．４４




	２　補助金

	


	





	　１　当年度発生高

	８５，８４３．００

	





	　２　当年度末残高

	８５，８４３．００

	８５，８４３．００




	　　　次年度繰越資本剰余金

	４４２，９００．４４

















１９６８年度那覇市水道事業剰余金処分計算書（案）

（単位ドル）



	１　当年度未処分利益剰余金

	


	


	１５５，８９８．６４




	２　利益剰余金処分額

	


	


	





	　(1)　減債積立金

	８，０００．００

	


	





	　(2)　建設改良積立金

	１３９，０１７．００

	１４７，０１７．００

	





	　　（予算計上議決済）

	


	


	





	３　翌年度繰越利益剰余金

	


	


	８，８８１．６４











１９６８年度那覇市水道事業貸借対照表

（１９６８年６月３０日）

（単位ドル）






	資産の部




	１　固定資産

	


	


	





	　(1)　有形固定資産

	


	


	





	　　イ　土地

	


	３３，５０４．４５

	





	　　ロ　建物

	１４７，１３８．３９

	


	





	　　　　減価償却引当金

	　　３，２２７．７０

	１４３，９１０．６９

	





	　　ハ　構築物

	３，６２９，６９９．５２

	


	





	　　　　減価償却引当金

	　　９５，８４６．０５

	３，５３３，８５３．４７

	





	　　ニ　機械及び装置

	４２２，７１３．１９

	


	





	　　　　減価償却引当金

	　　５１，７９５．０３

	３７０，９１８．１６

	





	　　ホ　車輌運搬具

	１９，０９４．１５

	


	





	　　　　減価償却引当金

	　　２，３４９．０５

	１６，７４５．１０

	





	　　へ　工具器具及び備品

	３７，７５９．５２

	


	





	　　　　減価償却引当金

	　　４，２５２．３８

	３３，５０７．１４

	





	　　ト　建設仮勘定

	


	１６３，８９４．２５

	





	　　　　有形固定資産合計

	


	


	４，２９６，３３３．２６




	２　流動資産

	


	


	





	　(1)　現金預金

	


	６８，０４９．３０

	





	　(2)　未収金

	


	２７２，７９１．６５

	





	　(3)　貯蔵品

	


	　１７２，０７７．３７

	





	　　　流動資産合計

	


	


	５１２，９１８．３２




	　　　　資産合計

	


	


	４，８０９，２５１．５８










	負債の部




	３　流動負債

	


	


	





	　(1)　未払金

	


	１３８，８７９．５８

	





	　(2)　未払費用

	


	2６，８９７．９７

	





	　(3)　前受金

	


	1，１８１．２０

	





	　(4)　預り金

	


	　1４，９９７．２３

	





	　　　流動負債合計

	


	


	1８１，９５５．９８




	資本の部




	４　資本金

	


	


	





	　(1)　自己資本金

	


	２，３６４，７９７．５６

	





	　(2)　借入資本金

	


	


	





	　　イ　企業債

	


	１，６６３，６９８．９６

	





	　　　資本金合計

	


	


	４，０２８，４９６．５２




	５　剰余金

	


	


	





	　(1)　資本剰余金

	


	


	





	　　イ　受贈財産評価額

	３５７，０５７．４４

	


	





	　　ロ　補助金

	　８５，８４３．００

	


	





	　　　資本剰余金合計

	


	４４２，９００．４４

	





	　(2)　利益剰余金

	


	


	





	　　イ　当年度未処分利益剰余金

	


	


	





	　　　　繰越利益剰余金年度末残高

	


	


	





	　　　当年度純利益

	１５５，８９８．６４

	


	





	　　　利益剰余金合計

	


	１５５，８９８．６４

	





	　　　剰余金合計

	


	


	　　５９８，７９９．０８




	　　　資本金合計

	


	


	４，６２７．２９５．６０




	　　　負債資本金合計

	


	


	４，８０９，２５１．５８








那監第　６１　号

１９６８年１０月１４日




那覇市長　西銘順治　　殿







那覇市監査委員　中山興忠

同　　　　　上地安昭

同　　　　　喜久山朝重

同　　　　　金城重正










１９６８年度那覇市水道事業会計決算審査意見書の提出について







　市町村公営企業法第２９条第２項の規定にもとづき審査に付された１９６８年度那覇市水道事業会計決算報告書および財務諸表等証拠書類を審査した結果、別紙のとおり審査意見書を提出します。







イ　資本的収支の状況

　資本的収入の決算額は、２９６，８８１ドル１５セントで、予算額４６５，５９５ドルに対し、６３．７パーセントの収入率で、１６８，７１３ドル８５セントの減となつている。　これは企業債の未借入によるものであ資本的支出の決算額は６３０，２４８ドル５６セントで、予算額９７５，２６８ドルに対し６４．６パーセントの執行率である。継続費逓次繰越額２９６，８０９ドルは、庁舎建設費である。

不用額は、４８，２１０ドル４４セントであるが、その主なる理由は、たな卸資産が予算見積価格以下に出庫されたことによる。

資本的収入が資本的支出に不足する額３３３，３６７ドル４１セントは、引継金９２，７０４ドル１セント、引継貯蔵品８５，６９８ドル、当年度分損益勘定留保資金１５４，９６５ドル４０セントで補てんされている。

ウ　業務量の状況

総配水量は、１６，０８７，４５４立方メートルで、前年度１３，３７５，０３０立方メートルに比べ２０．２パーセント増加している。一日平均配水量は、４３，９５５立方メートルで、前年度３６，６４０立方メートルに比べ１９９パーセント増加している。

給水人口は、２４１，１４２人で、前年度２１６，２１３人に比べ１１．５パーセント増加している。

給水世帯数は５３，９５３世帯で、前年度４１．８５１世帯に比べ２８．９パーセント増加している。

給水栓数は、４２，０２０栓で、前年度３７，３９９栓に比べ１２．３パーセント増加している。

有収水量は、１１，０５０，９３４立方メートルで、前年度９，４６７，８８６立方メートルに比べ、１６．７パーセント増加している。

有収率は、６８．７パーセントで、前年度７０．７パーセントに比べ２パーセント減少している。

自己水源量は、３，８５２，９１０立方メートルで、前年度４，４５５，１８９立方メートルに比べ１３．５パーセント減少している。

(3)　財政状況について

ア　資産について

　資産は、４，８０９，２５１ドル５８セントで、開始年度の４，３７９，４７９ドル８９セントに比べ４２９，７７１ドル６９セント（９．８パーセント）の増加であり、その構成比率は、固定資産８９．３パーセント、流動資産１０．７パーセントとなつている。

固定資産は、４，２９６，３３３ドル２６セントで、開始年度の３，７９６，１６５ドル６０セントに比べ１３．１パーセントの増加となつている。

土地は、３３，５０４ドル４５セントで、開始年度の３５，０４７ドル６０セントに比べ４．４パーセントの減少となつている。

建物は、１４３，９１０ドル６９セントで、開始年度の８４，２４３ドル８５セントに比べ７０８パーセントの増加となつている。

構築物は、３，５３３，８５３ドル４７セントで、開始年度の３，２２４，２９６ドル１セントに比べ９．６パーセントの増加となつている。

機械及び装置は、３７０，９１８ドル１６セントで、開始年度の３７２，１９３ドル３１セントに比べ０．３パーセントの減少となつている。

車輌運搬具は、１６，７４５ドル１０セントで、開始年度の１１．２６２ドル５４セントに比べ４８．７パーセントの増加となつている。

工具器具および備品は、３３，５０７ドル１４セントで、開始年度の３５，０２８ドル４セントに比べ４．３パーセントの減少となつている。

建設仮勘定は、１６３，８9４ドル２５セントで、開始年度の３４，０９４ドル２５セントに比べ３８０．７パーセントの増加となつている。

減価償却引当金の合計額は、１５７，４７０ドル２１セントとなつている。流動資産は、５１２，９１８ドル３２セントで、開始年度の５８３，３１４ドル２９セントに比べ、１２パーセント減少している。

現金および預金は、６８，０４９ドル３０セントで、開始年度の１４８，８２２ドル８７セントに比べ５４．２パーセント減少している。

未収金は、２７２，７９１ドル６５セントで、開始年度の２６３，２８９ドル５４セントに比べ３．６パーセントの増加となつている。

貯蔵品は、１７２，０７７ドル３７セントで、開始年度の１７１，２０１ドル８８セントに比べ、０．５パーセントの増加である。

イ　負債について

　流動負債は、１８１，９５５ドル９８セントで、開始年度の１３７，７９４ドル７１セントに比べ３２パーセント増加している。

未払金は、１３８，８７９ドル５８セントで、開始年度の１０６，１７６ドル６０セントに比べ３０．８パーセント増加している。

未払費用は、２６，８９７ドル９７セントで、開始年度の１２，２５６ドル９３セントに比べ１１９．４パーセント増加している。

預り金は、１４，９９７ドル２３セントで、開始年度の１９，３６１ドル１８セントに比べ、２２．５パーセント減少している。

ウ　資本について

　資本金は、４，０２８，４９６ドル５２セントで、開始年度の３，８８４，６２７ドル７４セントに比べ３．７パーセント増加している。その構成比率は、自己資本金５８．７パーセント、企業債４１．３パーセントとなつている。

自己資本金は、２，３６４，７９７ドル５６セントで、開始年度の２，３４７，８９７ドル５６セントに比べ０．７パーセント増加している。

企業債は、１，６６３，６９８ドル９６セントで、開始年度の１，５３６，７３０ドル１８セントに比べ８．２パーセント増加している。

(4)　経営分析からみた安全性について

　固定資産対自己資本が１００パーセントを越え、また流動資産対固定資産の比率と固定資産回転率が低い。これは、公営企業としての性格上資本の固定化が大きい。従って活動性比率はあまりよくない。

企業収益力もあまり良好とはいえない。これも公益性事業の建前から料金をあげる訳にはいかない。結局水道改良と水道拡張によりもつと豊富に水の使用ができるようにすれば、一段と利益があがり従つて料金の引下げが可能になるものと思料する。

なお、財務の分析表は別表２のとおりである。




財務分析表

[image: 画像]
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(5)　その他事項

　水道料金の徴収事務については、特飲街その他集金時間に制限を受ける地域に対しては、業者と契約委託しているが、これは年々増加の一途をたどる需要費に対処して経営の合理化をはかつたものであり、適切なる処置と認められる。要は業者に徴収事務を委託代行せしめるものであるから、常に指導監督を厳重にして過誤なきを期するとともに、なお一層需要者へのサービスに努力するよう要望する。




　現金および現金出納簿の検査は、７月の例月出納検査において実施した結果、琉球銀行外４店に６８，０４９ドル３０セント確実に預金されてあることを預金通帳と照合し、確認した。




　当年度は、公営企業移行の初年度にあたり、水道局庁舎の建設、機構組織の強化、水道料金集金事務の委任制、給水装置の修理委託、需要者へのサービス、需要水量の確保等その経営努力は、業務能率を改善し、企業の経済性を発揮し、市民公共の福祉を増進されつつあることが認められた。






議案第９１号




専決処分した事件の承認について




　市町村自治法第１１４条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定によりこれを報告し承認を求めます。







１９６８年１２月１８日提出







那覇市長　　平良良松













（提案理由）

　本件の専決処分は保管中のコンクリートシリンダーパイプおよびその附属品を早急に購入したい旨、琉球水道公社からの申入れにより同公社と売買契約を締結したものであり急を要し議会を招集する暇がなく専決処分したのでこの案を提出する。




専決処分書




市町村自治法第１１４条第１項の規定により次のとおり専決処分する。







１９６８年１１月１５日










那覇市長職務代理者

那覇市第一助役　　古堅　宗徳













１．件名　　　　　　　　　　コンクリートシリンダーパイプおよび附属品の売買契約を締結することについて　

２　契約の方法　　　　　　　随意契約

３　契約金額　　　　　　　　＄２５，７００ドル２０セント

４　契約期日　　　　　　　　１９６８年１１月１５日

５　契約の相手方　　　　　　琉球水道公社

　　総裁　　大浜博貞









議案第９２号

専決処分した事件の承認について




　市町村自治法第１１４条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定によりこれを報告し、承認を求める。







１９６８年　　　月　　　日提出







那覇市長　　平良良松










（提案理由）

　本件の専決処分は、１９６９年度政府補助、起債および自己資金による配管工事に使用する資材の購入についてであるが、発注から入荷までに相当の期間を要するので早急に契約を締結しなければ事業の執行に支障をきたすため、急を要し議会を招集する暇がなく専決処分したので、この案を提出する。







専決処分書




　市町村自治法第１１４条第１項の規定により次のとおり専決処分する。







１９６８年１０月２日







那覇市長　　西銘順治







１　件名　　　　　　　　　　ダクタイル鋳鉄管および附属品の購入契約を締結することについて

２　契約の方法　　　　　　　指名競争入札

３　契約金額　　　　　　　　＄１１７，７９８ドル６５セント

４　納入期限　　　　　　　　１９６８年１０月２日から

１９６９年　１月２９日まで

５　契約の相手方　　　　　　那覇市牧志町１丁目３４４番地の４

福山商事株式会社

代表者　　福山　　朝計






議案第９３号







専決処分した事件の承認について




　市町村自治法第１１４条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定によりこれを報告し、承認を求める。




１９６８年１２月１８日提出




那覇市長　　平良良松




（提案理由）

　松山町に建設（１９６８年度）した保育所については、営造物の設置議決を得る必要があるが、１９６８年１１月２０日完成、１２月３日に検査を終了し、１２月９日開所することになり、議会を招集する暇がなく専決処分したので、この案を提出する。




専決処分書







　市町村自治法第１１４条第１項の規定により、次のとおり専決処分する。







１９６８年１２月７日







那覇市長職務代理者

那覇市市長公室長　　城田清才










那覇市保育所設置および管理条例の一部を改正する条例




　那覇市保育所設置および管理条例（１９６４年那覇市条例第８号）の一部を次のように改正する。




別表中　那覇市与儀保育所の項の次に次のように加える。




　　　　那覇市若松保育所　那覇市松山町１丁目４６番地　　９０人







附則




　この条例は、公布の日から施行する。






議案第９４号




那覇市議会会議規則制定について




　那覇市議会会議規則を別紙のとおり制定するものとする。




１９６８年１２月１８日　提出




那覇市議会議員




喜舎場盛一

宮良永昌

賛成者

那覇市議会議員

高良一

黒潮隆

金城吾郎

又吉久正

真栄城嘉園

大浜長弘

大山盛幸

金城重正

比嘉佑直







（提案理由）

　標準会議規則の全文改正に伴い新たに制定する必要があるので、この案を提出する。




那覇市議会会議規則




　　　　第１章　会議

　　　　　第１節　総則

　（参集）

第１条　議員は、招集の当日開議定刻前に議事堂に参集し、その旨を議長に通告しなければならない。

　（欠席の届出）

第２条　議員は、事故のため出席出来ないときは、その理由を附け、当日の開議時刻までに議長に届け出なければならない。

　（宿所又は連絡所の届出）

第３条　議員は、別に宿所又は連絡所を定めたときは、議長に届け出なければならない。　　　　　これを変更したときもまた同様とする。

　（議席）

第４条　議員の議席は、一般選挙後最初の会議において、議長が定める。

２　一般選挙後新たに選挙された議員の議席は、議長が定める。

３　議長は、必要があると認めるときは、討論を用いないで会議にはかつて議席を変更することができる。

４　議席には、番号及び氏名標を附ける。

　（会期）

第５条　会期は、毎会期の初めに議会の議決で定める。

２　会期は、招集された日から起算する。

　（会期の延長）

第６条　会期は、議会の議決で延長することができる。

　（会期中の閉会）

第７条　会議に付された事件をすべて議了したときは、会期中でも議会の議決で閉会することができる。

　（議会の開閉）

第８条　議会の開閉は、議長が宣告する。

　（会議時間）

第９条　会議時間は、午前１０時から午後４時までとする。

２　議長は、必要があると認めるときは、会議時間を変更することができる。ただし、出席議員３人以上から異議があるときは、討論を用いないで会議にはかつて決める。

３　会議の開始は、号鈴で報ずる。

　（休会）

第１０条　日曜日及び休日は、休会とする。

２　議事の都合その他必要があるときは、議会は、議決で休会とすることができる。

３　議長が特に必要があると認めるときは、休会の日でも会議を開くことができる。

４　市町村自治法（１９５３年１月１２日立法第１号。以下「法」という。）第５４条第１項の規定による請求があつた場合のほか、議会の議決があつたときは、議長は、休会の日でも会議を開かなければならない。

　（会議の開閉）

第１１条　開議、散会、延会、中止又は休憩は、議長が宣告する。

２　議長が開議を宣告する前又は散会、延会、中止若しくは休憩を宣告した後は、何人も議事について発言することができない。

　（定足数に関する措置）

第１２条　開議時刻後相当の時間を経ても、なお出席議員が定足数に達しないときは、議長は、延会を宣告することができる。

２　会議中定足数を欠くに至るおそれがあると認めるときは、議長は、議員の退席を制止し、又は議場外の議員に出席を求めることができる。

３　会議中定足数を欠くに至ったときは、議長は、休憩又は延会を宣告する。

　（出席催告）

第１３条　法第５３条の規定による出席催告の方法は、議事堂に現在する議員又は議員の住所（別に宿所又は連絡所の届出をした者については、当該届出の宿所又は連絡所）に、文書又は口頭をもつて行なう。

　　　　　第２節　議案及び動議

　（議案の提出）

第１４条　議員が議案を提出しようとするときは、その案をそなえ、理由を附け、法第５２条第２項の規定によるもの及びその他のものについては賛成者とともに連署して、議長に提出しなければならない。

　（一事不再議）

第１５条　議会で議決された事件については、同一会期中は再び提出することができない。

　（動議成立に必要な賛成者の数）

第１６条　動議は、法又はこの規則において特別の規定がある場合を除くほか、他に賛成者がなければ議題とすることができない。

　（修正の動議）

第１７条　修正の動議は、その案をそなえ、法第５５条の２の規定によるもの及びその他のものについては賛成者とともに連署して、議長に提出しなければならない。

　（先決動議の表決の順序）

第１８条　他の事件に先立って表決に付さなければならない動議が競合したときは、議長が表決の順序を決める。ただし、出席議員３人以上から異議があるときは、討論を用いないで会議にはかつて決める。

　（事件の撤回又は訂正及び動議の撤回）

第１９条　会議の議題となつた事件を撤回し、又は訂正しようとするとき及び会議の議題となつた動議を撤回しようとするときは、議会の承認を要する。

２　議員が提出した事件及び動議につき前項の承認を求めようとするときは、提出者から請求しなければならない。

　　　　　第３節　議事日程

　（日程の作成及び配布）

第２０条　議長は、開議の日時、会議に付する事件及びその順序等を記載した議事日程を定め、あらかじめ議員に配布する。ただし、やむを得ないときは議長がこれを報告して配布にかえることができる。

　（日程の順序変更及び追加）

第２１条　議長が必要があると認めるとき又は議員から動議が提出されたときは、議長は、討論を用いないで会議にはかつて、議事日程の順序を変更し、又は他の事件を追加することができる。

　（議事日程のない会議の通知）

第２２条　議長は、必要があると認めるときは、開議の日時のみを議員に通知して会議を開くことができる。

２　前項の場合、議長は、その開議までに議事日程を定めなければならない。

　（延会の場合の議事日程）

第２３条　議事日程に記載した事件の議事を開くに至らなかつたとき、又はその議事が終らなかつたときは、議長は、更にその日程を定めなければならない。

　（日程の終了及び延会）

第２４条　議事日程に記載した事件の議事を終ったときは、議長は、散会を宣告する。

２　議事日程に記載した事件の議事が終らない場合でも、議長が必要があると認めるとき又は議員から動議が提出されたときは、議長は、討論を用いないで会議にはかつて延会することができる。

　　　第４節　選挙

　（選挙の宣告）

第２５条　議会において選挙を行なうときは、議長は、その旨を宣告する。

　（不在議員）

　第２６条　選挙を行なう際議場にいない議員は、選挙に加わることができない。

　（議場の出入口閉鎖）

第２７条　投票による選挙を行なうときは、議長は、第２５条（選挙の宣告）の規定による宣告の後、議場の出入口を閉鎖し、出席議員数を報告する。

　（投票用紙の配布及び投票箱の点検）

第２８条　投票を行なうときは、議長は、職員をして議員に所定の投票用紙を配布させた後、配布漏れの有無を確かめなければならない。

２　議長は、職員をして投票箱を改めさせなければならない。

　（投票）

第２９条　議員は、職員の点呼に応じて順次、投票を備え附けの投票箱に投入する。

　（投票の終了）

第３０条　議長は、投票が終ったと認めるときは、投票漏れの有無を確かめ、投票の終了を宣告する。その宣告があつた後は、投票することができない。

　（開票及び投票の効力）

第３１条　議長は、開票を宣告した後、２人以上の立会人とともに投票を点検しなければならない。

２　前項の立会人は、議長が、議員の中から指名する。

３　投票の効力は、立会人の意見をきいて議長が決定する。

　（選挙結果の報告）

第３２条　議長は、選挙の結果を直ちに議場において報告する。

２　議長は、当選人に当選の旨を告知しなければならない。

　（選挙関係書類の保存）

第３３条　議長は、投票の有効無効を区別し、当該当選人の任期間、関係書類とともにこれを保存しなければならない。

　　　　　第５節　議事

　（議題の宣告）

第３４条　会議に付する事件を議題とするときは、議長は、その旨を宣告する。

　（一括議題）

第３５条　議長は、必要があると認めるときは、２件以上の事件を一括して議題とすることができる。ただし、出席議員３人以上から異議があるときは、討論を用いないで会議にはかつて決める。

　（議案等の朗読）

第３６条　議長は、必要があると認めるときは、議題になつた事件を職員をして朗読させる。

　（議案等の説明、質疑及び委員会付託）

第３７条　会議に付する事件は、第１３７条（請願の委員会付託）に規定する場合を除き、会議において提出者の説明をきき、議員の質疑があるときは質疑の後、議長が所管の常任委員会に付託し、又は議会の議決で特別委員会に付託する。

２　提出者の説明又は委員会への付託は、討論を用いないで会議にはかつて省略することができる。

　（委員会に付託した事件の審議順序）

第３８条　委員会に付託した事件は、その審査終了をまつて議題とし、委員長及び少数意見者の報告、修正案の説明、第４１条（委員長報告等に対する質疑）の規定による質疑、討論、表決の順序によつて審議する。

　（委員会の付託を省略した事件の審議順序）

第３９条　委員会の付託を省略した事件の審議は、提出者の説明及び議員の質疑の後、修正案の説明及びこれに関する質疑討論、表決の順序によつて行なう。

　（委員長及び少数意見者の報告）

第４０条　委員会が審査又は調査をした事件が議題となつたときは、まず委員長がその経過及び結果を報告し、次いで少数意見者が少数意見の報告をする。

２　少数意見が２個以上あるときの報告の順序は、議長が決める。

３　委員長の報告は、討論を用いないで会議にはかつて省略することができる。

４　委員長の報告及び少数意見者の報告には、自己の意見を加えてはならない。

　（委員長報告等に対する質疑）

第４１条　議員は、委員長及び少数意見を報告した者に対し、質疑をすることができる。修正案に関しては、事件又は修正案の提出者及び説明のための出席者に対しても、また同様とする。

　（議決事件の字句及び数字等の整理）

第４２条　議会は、議決の結果、条項、字句、数字その他の整理を必要とするときは、これを議長に委任することができる。

　（委員会の審査又は調査期限）

第４３条　議会は、必要があると認めるときは、委員会に付託した事件の審査又は調査につき期限を付けることができる。

　ただし、委員会は、期限の延期を議会に求めることができる。

２　前項の期限までに審査を終らなかつたときは、その事件は、第３８条（委員会に付託した事件の審議順序）の規定にかかわらず、会議において審議することができる。

　（委員会の中間報告）

第４４条　議会は、委員会の審査又は調査中の事件について、特に必要があると認めるときは、中間報告を求めることができる。

２　委員会は、その審査又は調査中の事件について、特に必要があると認めるときは、中間報告をすることができる。

　（再付託）

第４５条　委員会の審査又は調査を経て報告された事件について、なお審査又は調査の必要があると認めるときは、議会は、更にその事件を同一の委員会又は他の委員会に付託することができる。

　（議事の継続）

第４６条　延会、中止又は休憩のため事件の議事が中断された場合において、再びその事件が議題となつたときは、前の議事を継続する。

　　　　　第６節　秘密会

　（指定者以外の者の退場）

第４７条　秘密会を開く議決があつたときは、議長は、傍聴人及び議長の指定する者以外の者を議場の外に退去させなければならない。

　（秘密の保持）

第４８条　秘密会の議事の記録は公表しない。

２　秘密会の議事は、何人も秘密性の継続する限り、他に漏らしてはならない。

　　　　　第７節　発言

　（発言の許可等）

第４９条　発言は、すべて議長の許可を得た後、登壇しなければならない。ただし、簡易な事項については、議席で発言することができる。

２　議長は、議席で発言する議員を登壇させることができる。

　（発言の方法）

第５０条　会議において発言しようとする者は、起立して議長と呼び、自己の番号を告げ議長の許可を求めなければならない。

２　２人以上起立して発言を求めたときは、議長は、先起立者から指名して発言させる。

　（討論の方法）

第５１条　討論については、議長は、最初に反対者を発言させ、次に賛成者と反対者をなるべく交互に指名して発言させなければならない。

　（議長の発言討論）

第５２条　議長が議員として発言しようとするときは、議席に着き発言し、発言が終った後、議長席に復さなければならない。ただし、討論をしたときは、その議題の表決が終るまでは、議長席に復することができない。

　（発言内容の制限）

第５３条　発言は、すべて簡明にするものとし、議題外にわたり又はその範囲をこえてはならない。

２　議長は、発言が前項の規定に反すると認めるときは、注意し、なお従わない場合は発言を禁止することができる。

３　議員は、質疑に当たっては、自己の意見を述べることができない。

　（質疑の回数）

第５４条　質疑は、同一議題について３回をこえることができない。ただし、特に議長の許可を得たときは、この限りでない。

　（発言時間の制限）

第５５条　議長は、必要があると認めるときは、あらかじめ発言時間を制限することができる。

２　議長の定めた時間の制限について、出席議員３人以上から異議があるときは、議長は、討論を用いないで会議にはかつて決める。

　（議事進行に関する発言）

第５６条　議事進行に関する発言は、議題に直接関係のあるもの又は直ちに処理する必要があるものでなければならない。

２　議事進行に関する発言がその趣旨に反すると認めるときは、議長は、直ちに制止しなければならない。

　（発言の継続）

第５７条　延会、中止又は休憩のため発言が終らなかつた議員は、更にその議事を始めたときは、前の発言を続けることができる。

　（質疑又は討論の終結）

第５８条　質疑又は討論が終ったときは、議長は、その終結を宣告する。

２　質疑又は討論が続出して容易に終結しないときは、議員は、質疑又は討論終結の動議を提出することができる。

３　質疑又は討論終結の動議については、議長は、討論を用いないで会議にはかつて決める。

　（選挙及び表決時の発言制限）

第５９条　選挙及び表決の宣告後は、何人も発言を求めることができない。ただし、選挙及び表決の方法についての発言は、この限りでない。

　（一般質問）

第６０条　議員は、市の一般事務について、議長の許可を得て質問することができる。

２　質問者は、議長の定めた期間内に、議長にその要旨を文書で通告しなければならない。

　（緊急質問等）

第６１条　質問が緊急を要するときその他真にやむを得ないと認められるときは、前条の規定にかかわらず、議会の同意を得て質問することができる。

２　前項の同意については、議長は、討論を用いないで会議にはからなければならない。

３　第１項の質問がその趣旨に反すると認めるときは、議長は、直ちに制止しなければならない。

　（準用規定）

第６２条　質問については、第５４条（質疑の回数）及び第５８条（質疑又は討論の終結）の規定を準用する。

　（発言の取消し又は訂正）

第６３条　発言した議員は、その会期中に限り、議会の許可を得て発言を取り消し又は議長の許可を得て発言の訂正をすることができる。

　ただし、発言の訂正は、字句に限るものとし、発言の趣旨を変更することはできない。

　（答弁書の配布）

第６４条　市長その他の関係機関が、質疑及び質問に対し、直ちに答弁しがたい場合において答弁書を提出したときは、議長は、その写を議員に配布する。ただし、やむを得ないときは、朗読をもつて配布にかえることができる。

　　　　　第８節　表決

　（表決問題の宣告）

第６５条　議長は、表決をとろうとするときは、表決に付する問題を宣告する。

　（不在議員）

第６６条　表決の際議場にいない議員は、表決に加わることができない。

　（条件の禁止）

第６７条　表決には、条件を附けることができない。

　（起立による表決）

第６８条　議長が表決をとろうとするときは、問題を可とする者を起立させ、起立者の多少を認定して可否の結果を宣告する。

２　議長が起立者の多少を認定しがたいとき、又は議長の宣告に対して出席議員３人以上から異議があるときは、議長は、記名又は無記名の投票で表決をとらなければならない。

　（投票による表決）

第６９条　議長が必要があると認めるとき、又は出席議員３人以上から要求があるときは、記名又は無記名の投票で表決をとる。

２　同時に前項の記名投票と無記名投票の要求があるときは、議長は、いずれの方法によるかを無記名投票で決める。

　（記名投票）

第７０条　記名投票を行なう場合には、問題を可とする者は所定の白票を、問題を否とする者は所定の青票を投票箱に投入しなければならない。

　（無記名投票）

第７１条　無記名投票を行なう場合には、問題を可とする者は賛成と、問題を否とする者は反対と所定の投票用紙に記載し、投票箱に投入しなければならない。

２　無記名投票による表決において、賛否を表明しない投票及び賛否が明らかでない投票は、否とみなす。

　（選挙規定の凖用）

第７２条　記名投票又は無記名投票を行なう場合には、第２７条（議場の出入口閉鎖）、第２８条（投票用紙の配布及び投票箱の点検）、第２９条（投票）第３０条（投票の終了）、第３１条（開票及び投票の効力）、第３２条（選挙結果の報告）第１項及び第３３条（選挙関係書類の保存）の規定を準用する。

　（表決の訂正）

第７３条　議員は、自己の表決の訂正を求めることができるい。

　（簡易表決）

第７４条　議長は、問題について異議の有無を会議にはかることができる。異議がないと認めるときは、議長は、可決の旨を宣告する。

　ただし、議長の宣告に対して、出席議員３人以上から異議があるときは、議長は、起立の方法で表決をとらなければならない。

　（表決の順序）

第７５条　議員の提出した修正案は、委員会の修正案より先に表決をとらなければならない。

２　同一の議題について、議員から数個の修正案が提出されたときは、議長が表決の順序を決める。その順序は、原案に最も遠いものから先に表決をとる。ただし、表決の順序について出席議員３人以上から異議があるときは、議長は、討論を用いないで会議にはかつて決める。

３　修正案がすべて否決されたときは、原案について表決をとる。

　　　　　第９節　会議録

　（会議録の記載事項）

第７６条　会議録に記載する事項は、次のとおりとする。

(1)　開会及び閉会に関する事項並びにその年月日時

(2)　開議、散会、延会、中止及び休憩の日時

(3)　出席及び欠席議員の氏名

(4)　職務のために議場に出席した事務局職員の職氏名

(5)　説明のため出席した者の職氏名

(6)　議事日程

(7)　議長の諸報告

(8)　議員の異動並びに議席の指定及び変更

(9)　委員会報告書及び少数意見報告書

(10)　会議に付した事件

(11)　議案の提出、撤回及び訂正に関する事項

(12)　選挙の経過

(13)　議事の経過

(14)　記名投票における賛否の氏名

(15)　その他議長又は議会において必要と認めた事項

２　議事は、速記法によつて速記する。

　（会議録の配布）

第７７条　会議録は印刷して、議員及び関係者に配布する。

　（会議録に掲載しない事項）

第７８条　前条の会議録には、秘密会の議事並びに議長が取消しを命じた発言及び第６３条（発言の取消し又は訂正）の規定により取り消した発言は、掲載しない。

　（会議録署名議員）

第７９条　会議録に署名する議員は、２人とし、議長が会議において指名する。

　（会議録の保存年限）

第８０条　会議録の保存年限は、永年とする。




　　　　第２章　委員会

　　　　　第１節　総則

　（議長への通知）

第８１条　委員会を招集しようとするときは、委員長は、開会式の日時、場所、事件等をあらかじめ議長に通知しなければならない。

　（欠席の届出）

第８２条　委員は、事故のため出席できないときは、その理由を附け、当日の開議時刻までに委員長に届け出なければならない。

　（会議中の委員会の禁止）

第８３条　委員会は、議会の会議中は、開くことができない。

　（会議の開閉）

第８４条　開議、散会、中止又は休憩は、委員長が宣告する。

２　委員長が開議を宣告する前又は散会、中止若しくは休憩を宣告した後は、何人も、議事について発言することができない。

　（定足数に関する措置）

第８５条　開議時刻後相当の時間を経ても、なお出席委員が定足数に達しないときは、委員長は散会を宣告することができる。

２　会議中定足数を欠くに至るおそれがあると認めるときは、委員長は委員の退席を制止し、又は会議室外の委員に出席を求めることができる。

３　会議中定足数を欠くに至ったときは、委員長は、休憩又は散会を宣告する。

　　　　　第２節　審査

　（議題の宣告）

第８６条　会議に付する事件を議題とするときは、委員長は、その旨を宣告する。

　（一括議題）

第８７条　委員長は、必要があると認めるときは、二件以上の事件を一括して議題とすることができる。ただし、出席委員から異議があるときは、討論を用いないで会議にはかつて決める。

　（議案等の朗読）

第８８条　委員長は、必要があると認めるときは、議題になつた事件を職員をして朗読させる。

　（審査順序）

第８９条　委員会における事件の審査は、提出者の説明及び委員の質疑後、修正案の説明及びこれに対する質疑、討論、表決の順序によつて行なうを例とする。

　（先決動議の表決順序）

第９０条　他の事件に先立つて表決に付さなければならない動議が競合したときは、委員長が表決の順序を決める。ただし、出席委員から異議があるときは、討論を用いないで会議にはかつて決める。

　（動議の撤回）

第９１条　提出者が会議の議題となつた動議を撤回しようとするときは、委員会の承認を要する。

　（委員の議案修正）

第９２条　委員が修正案を発議しようとするときは、その案をあらかじめ委員長に提出しなければならない。

　（分科会又は小委員会）

第９３条　委員会は、審査又は調査のため必要があると認めるときは、分科会又は小委員会を設けることができる。

　（連合審査会）

第９４条　委員会は、審査又は調査のため必要があると認めるときは、他の委員会と協議して、連合審査会を開くことができる。

　（証人出頭又は記録提出の要求）

第９５条　委員会は、法第４０条の規定による調査を委託された場合において、証人の出頭又は記録の提出を求めようとするときは、議長に申し出なければならない。

　（所管事務の調査）

第９６条　常任委員会は、その所管に属する事務について調査しようとするときは、その事項、目的、方法及び期間等をあらかじめ議長に通知しなければならない。

　（委員の派遣）

第９７条　委員会は、審査又は調査のため委員を派遣しようとするときは、その日時、場所、目的及び経費等を記載した派遣承認要求書を議長に提出し、あらかじめ承認を得なければならない。

　（議事の継続）

第９８条　会議が中止又は休憩のため事件の議事が中断された場合において、再びその事件が議題となつたときは、前の議事を継続する。

　（少数意見の保留）

第９９条　委員は、委員会において少数で廃棄された意見で他に出席委員一人以上の賛成があるものは、これを少数意見として保留することができる。

２　前項の規定により少数意見を留保した者がその意見を議会に報告しようとする場合においては、簡明な少数意見報告書を作り、委員会の報告書が提出されるまでに委員長を経て議長に提出しなければならない。

　（議決事件の字句及び数字等の整理）

第１００条　委員会は、議決の結果、条項、字句、数字その他の整理を必要とするときは、これを委員長に委任することができる。

　（委員会報告書）

第１０１条　委員会は、事件の審査又は調査を終つたときは、報告書を作り、委員長から議長に提出しなければならない。

　（閉会中の継続審査）

第１０２条　委員会は、閉会中もなお審査又は調査を継続する必要があると認めるときは、その理由を附け、委員長から議長に申し出なければならない。

　　　　　第３節　秘密会

　（指定者以外の者の退場）

第１０３条　秘密会を開く議決があつたときは、委員長は、傍聴人及び委員長の指定する者以外の者を会議室の外に退去させなければならない。

　（秘密の保持）

第１０４条　秘密会の議事の記録は、公表しない。

２　秘密会の議事は、何人も秘密性の継続する限り、他に漏らしてはならない。

　　　　　第４節　発言

　（発言の許可）

第１０５条　委員は、すべて委員長の許可を得た後でなければ発言することができない。

　（委員の発言）

第１０６条　委員は、議題について自由に質疑し及び意見を述べることができる。ただし、委員会において別に発言の方法を決めたときは、この限りでない。

　（発言内容の制限）

第１０７条　発言はすべて、簡明にするものにして、議題外にわたり又はその範囲をこえてはならない。

２　委員長は、発言が前項の規定に反すると認めるときは注意し、なお従わない場合は発言を禁止することができる。

　（委員外議員の発言）

第１０８条　委員会は、審査又は調査中の事件について、必要があると認めるときは、委員でない議員に対し、その出席を求めて説明又は意見を聴くことができる。

２　委員会は、委員でない議員から発言の申し出があつたときは、その可否を決める。

　（委員長の発言）

第１０９条　委員長が、委員として発言しようとするときは、委員席に着き発言し、発言が終つた後、委員長席に復さなければならない。

　ただし、討論をしたときは、その議題の表決が終わるまでは、委員長席に復することができない。

　（発言時間の制限）

第１１０条　委員長は、必要があると認めるときは、あらかじめ発言時間を制限することができる。

２　委員長の定めた時間の制限について、出席委員から異議があるときは、委員長は、討論を用いないで会議にはかつて決める。

　（議事進行に関する発言）

第１１１条　議事進行に関する発言は、議題に直接関係のあるもの又は直ちに処理する必要があるものでなければならない。

２　議事進行に関する発言がその趣旨に反すると認めるときは、委員長は、直ちに制止しなければならない。

　（発言の継続）

第１１２条　会議の中止又は休憩のため発言が終らなかつた委員は、更にその議事を始めたときは、前の発言を続けることができる。

　（質疑又は討論の終結）

第１１３条　質疑又は討論が終つたときは、委員長は、その終結を宣告する。

２　質疑又は討論が続出して容易に終結しないときは、委員は、質疑又は討論終結の動議を提出することができる。

３　質疑又は討論終結の動議については、委員長は、討論を用いないで会議にはかつて決める。

　（選挙及び表決時の発言制限）

第１１４条　選挙及び表決の宣告後は、何人も発言を求めることができない。ただし、選挙及び表決の方法についての発言は、この限りでない。

　（発言の取消し又は訂正）

第１１５条　発言した委員は、委員会の許可を得て発言を取り消し又は委員長の許可を得て発言の訂正をすることができる。

　　　　　第５節　委員長及び副委員長の互選

　（互選の方法）

第１１６条　委員長及び副委員長の互選は、それぞれ単記無記名投票で行なう。

２　有効投票の最多数を得た者を当選人とする。ただし、得票数が同じときはくじで定める。

３　第１項の投票を行なう場合には、委員長の職務を行なつている者も、投票することができる。

４　委員会は、委員のうちに異議を有する者がないときは、第１項の互選につき、指名推選の方法を用いることができる。

５　指名推選の方法を用いる場合においては、被指名人をもつて、当選人と定めるべきかどうかを委員会にはかり委員の全員の同意があつた者をもつて、当選人とする。

　（選挙規定の準用）

第１１７条　前条に定めるもののほか、委員長及び副委員長の互選の方法については第１章、第４節の規定を準用する。

　　　　　第６節　表決

　（表決問題の宣告）

第１１８条　委員長は、表決をとろうとするときは、表決に付する問題を宣告する。

　（不在委員）

第１１９条　表決の際会議室にいない委員は、表決に加わることができない。

　（条件の禁止）

第１２０条　表決には、条件を附けることができない。

　（起立による表決）

第１２１条　委員長が表決をとろうとするときは、問題を可とするものを起立させ、起立者の多少を認定して可否の結果を宣告する。

２　委員長が起立者の多少を認定しがたいとき、又は委員長の宣告に対して出席委員から異議があるときは、委員長は、記名又は無記名の投票で表決をとらなければならない。

　（投票による表決）

第１２２条　委員長が必要があると認めるとき、又は出席委員から要求があるときは、記名又は無記名の投票で表決をとる。

２　同時に前項の記名投票と無記名投票の要求があるときは、委員長は、いずれの方法によるかを無記名投票で決める。

　（記名投票）

第１２３条　記名投票を行なう場合には、問題を可とする者は所定の白票を、問題を否とする者は所定の青票を投票箱に投入しなければならない。

　（無記名投票）

第１２４条　無記名投票を行なう場合には、問題を可とする者は賛成と、問題を否とする者は反対と所定の投票用紙に記載し、投票箱に投入しなければならない。

２　無記名投票による表決において、賛否を表明しない投票及び賛否が明らかでない投票は、否とみなす。

　（選挙規定の準用）

第１２５条　記名投票、又は無記名投票を行なう場合には、第２８条（投票用紙の配布及び投票箱の点検）、第２９条（投票）、第３０条（投票の終了）、第３１条（開票及び投票の効力）、及び第３２条（選挙結果の報告）第１項の規定を準用する。

　（表決の訂正）

第１２６条　委員は自己の表決の訂正を求めることができない。

　（簡易表決）

第１２７条　委員長は、問題について異議の有無を会議にはかることができる。異議がないと認めるときは、委員長は、可決の旨を宣告する。ただし、委員長の宣告に対して、出席委員から異議があるときは、委員長は、起立の方法で表決をとらなければならない。

　（表決の順序）

第１２８条　同一の議題について、委員から数個の修正案が提出されたときは委員長が表決の順序を決める。その順序は、原案に最も遠いものから先に表決をとる。ただし、表決の順序について出席委員から異議があるときは、委員長は、討論を用いないで会議にはかつて決める。

２　修正案がすべて否決されたときは、原案について表決をとる。

　　　　　第７節　公聴会

　（公述人の決定）

第１２９条　公聴会において意見をきこうとする利害関係者及び学識経験者等（以下「公述人」という。）は、あらかじめ文書で申し出た者及びその他の者の中から、委員会において定め、議長を経て、本人にその旨を通知する。

２　あらかじめ申し出た者の中に、その案件に対して、賛成者及び反対者があるときは、一方にかたよらないように公述人を選ばなければならない。

　（公述人の発言）

第１３０条　公述人が発言しようとするときは、委員長の許可を得なければならない。

２　公述人の発言は、その意見をきこうとする案件の範囲をこえてはならない。

３　公述人の発言がその範囲をこえ、又は公述人に不穏当な言動があるときは、委員長は、発言を制止し、又は退席させることができる。

　（委員と公述人の質疑）

第１３１条　委員は、公述人に対して質疑をすることができる。

２　公述人は、委員に対して質疑をすることができない。

　（代理人又は文書による意見の陳述）

第１３２条　公述人は、代理人に意見を述べさせ、又は文書で意見を提示することができない。ただし委員会が特に許可した場合は、この限りでない。




　　　　第３章　請願

　（請願書の記載事項等）

第１３３条　請願書には、邦文を用いて、請願の趣旨、提出年月日、請願者の住所及び氏名（法人の場合にはその名称及び代表者の氏名）を記載し、請願者が押印をしなければならない。

２　請願を紹介する議員は、請願書の表紙に署名又は記名押印をしなければならない。

３　請願書の提出は、平穏になされなければならない。

　（請願文書表の作成及び配布）

第１３４条　議長は、請願文書表を作成し、議員に配布する。

２　請願文書表には、請願書の受理番号、請願者の住所及び氏名、請願の要旨、紹介議員の氏名並びに受理年月日を記載する。

３　請願者数人連署のものは請願者某ほか何人と記載し、同一議員の紹介による数件の内容同一のものは請願者某ほか何人と記載するほかその件数を記載する。

　（請願の委員会付託）

第１３５条　議長は、請願文書表の配付とともに、請願を所管の常任委員会に付託する。ただし、議長において常任委員会に付託する必要がないと認めるときは、この限りでない。

２　前項の規定にかかわらず、議長が特に必要があると認める請願は、議会の議決で、特別委員会に付託することができる。

３　請願の内容が２以上の委員会の所管に属する場合は、２以上の請願が提出されたものとみなす。

　（紹介議員の委員会出席）

第１３６条　委員会は、審査のため必要があると認めるときは、紹介議員の説明を求めることができる。

２　紹介議員は、前項の要求があつたときは、これに応じなければならない。

　（請願の審査報告）

第１３７条　委員会は請願について審査の結果を次の区分により意見を附け、議長に報告しなければならない。

(1)　採択すべきもの

(2)　不採択とすべきもの

２　採択すべきものと決定した請願で、市長その他の関係機関に送付することを適当と認めるもの並びにその処理の経過及び結果の報告を請求することを適当と認めるものについては、その旨を附記しなければならない。

　（請願の送付並びに処理の経過及び結果報告の請求）

第１３８条　議長は、議会の採択した請願で、市長その他の関係機関に送付しなければならないものはこれを送付し、その処理の経過及び結果の報告を請求することに決したものについてはこれを請求しなければならない。

　（陳情書の処理）

第１３９条　議長は、陳情書又はこれに類するもので、その内容が請願に適合するものは、請願書の例により処理するものとする。




　　　　第４章　辞職及び資格の決定

　（議長及び副議長の辞職）

第１４０条　議長が辞職しようとするときは副議長に、副議長が辞職しようとするときは議長に、辞表を提出しなければならない。

２　前項の辞表は、議会に報告し、討論を用いないで会議にはかつてその許否を決定する。

３　閉会中に副議長の辞職を許可した場合は、議長は、その旨を次の議会に報告しなければならない。

　（議員の辞職）

第１４１条　議員が辞職しようとするときは、議長に辞表を提出しなければならない。

２　前条第２項及び第３項の規定は、議員の辞職について、準用する。

　（資格決定の要求）

第１４２条　法第６７条第１項の規定による議員の被選挙権の有無又は法第３４条の２の規定に該当するかどうかについて議会の決定を求めようとする議員は、要求の理由を記載した要求書を、証拠書類とともに、議長に提出しなければならない。

　（資格決定の審査）

第１４３条　前条の要求については、議長は、第３７条（議案等の説明、質疑及び委員会付託）第２項の規定にかかわらず、委員会の付託を省略して決定することができない。

　（決定書の交付）

第１４４条　議会が議員の被選挙権の有無又は法第３４条の２の規定に該当するかどうかについての法第６７条第１項の規定による決定をしたときは、議長は、その決定書を決定を求めた議員及び決定を求められた議員に交付しなければならない。




　　　　第５章　規律

　（品位の尊重）

第１４５条　議員は、議会の品位を重んじなければならない。

　（携帯品）

第１４６条　議場又は委員会の会議室に入る者は、帽子、外とう、えり巻、つえ、かさの類を着用し、又は携帯してはならない。ただし、病気その他の理由により議長の許可を得たときは、この限りでない。

　（議事妨害の禁止）

第１４７条　何人も、会議中は、みだりに発言し、騒ぎ、その他議事の妨害となる言動をしてはならない。

　（離席）

第１４８条　議員は、会議中は、みだりにその席を離れてはならない。

　（禁煙）

第１４９条　何人も、議場において喫煙してはならない。

　（新聞紙等の閲読禁止）

第１５０条　何人も、会議中は、参考のためにするもののほか、新聞紙又は書籍の類を閲読してはならない。

　（資料等印刷物の配布許可）

第１５１条　議場又は委員会の会議室において、資料、新聞紙、文書等の印刷物を配布するときは、議長又は委員長の許可を得なければならない。

　（許可のない登壇の禁止）

第１５２条　何人も、議長の許可がなければ演壇に登つてはならない。

　（議長の秩序保持権）

第１５３条　すべて規律に関する問題は、議長が定める。ただし、議長は、必要があると認めるときは、討論を用いないで会議にはかつて定める。




　　　　第６章　懲罰

　（懲罰動議の提出）

第１５４条　懲罰の動議は、文書をもつて発議者が賛成者とともに連署して議長に提出しなければならない。

２　前項の動議は、懲罰事犯があつた日から起算して３日以内に提出しなければならない。ただし第４８条（秘密の保持）第２項又は第１０４条（秘密の保持）第２項の規定の違反に係るものについては、この限りでない。

　（懲罰動議の審査）

第１５５条　懲罰については、議会は、第３７条（議案等の説明、質疑及び委員会付託）第２項の規定にかかわらず、委員会の付託を省略して議決することはできない。

　（戒告又は陳謝の方法）

第１５６条　戒告又は陳謝は、議会の決めた戒告文又は陳謝文によつて行なうものとする。

　（出席停止の期間）

第１５７条　出席停止は、５日をこえることができない。

　ただし、数個の懲罰事犯が併発した場合又は既に出席を停止された者についてその停止期間内に更に懲罰事犯が生じた場合は、この限りでない。

　（出席停止期間中出席したときの処置）

第１５８条　出席を停止された者がその期間内に議会の会議又は委員会に出席したときは、議長又は委員長は、直ちに退去を命じなければならない。

　（懲罰の宣告）

第１５９条　議会が懲罰の議決をしたときは、議長は、公開の議場において宣告する。




　　　　第７章　補則

　（会議規則の疑義に対する措置）

第１６０条　この規則の疑義は、議長が決定する。ただし、議員から異議があるときは、会議にはかつて決定する。




　　　　付則

　この規則は、公布の日から施行する。




　那覇市議会会議規則（１９６３年１月１１日議会規則第１号）は、廃止する。






議案第９５号




那覇市議会委員会条例制定について




　那覇市議会委員会条例を別紙のとおり制定するものとする。




　　　　　１９６８年１２月１８日　提出




那覇市議会議員

喜舎場盛一

宮良永昌




賛成者　那覇市議会議員

高良一

黒潮隆

金城吾郎

又吉久正

真栄城嘉園

大浜長弘

大山盛幸

金城重正

比嘉佑直




（提案理由）




準則の大巾改正に伴い新たに制定する必要があるので、この案を提出する。




那覇市議会委員会条例




　（常任委員会の設置）

第１条　議会に常任委員会を置く。

　（常任委員会の名称、委員定数及びその所管）

第２条　常任委員会の名称、委員の定数及びその所管は、次のとおりとする。

(1)　総務委員会　　　１０人

市長公室、総務部、財政部、会計課、消防本部、選挙管理委員会、監査委員、議員の懲罰及び他の委員会に所属しない事項

(2)　建設委員会　　　１０人

建設部、土木部、水道局に関する事項

(3)　経済民生教育委員会　　　１０人

経済民生部、　教育区に関する事項

　（常任委員の任期）

第３条　常任委員の任期は、２年とする。ただし、後任者が選任されるまで在任する。

２　補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

　（特別委員会の設置）

第４条　特別委員会は、必要がある場合において議会の議決で置く。

２　特別委員の定数は、議会の議決で定める。

　（委員の選任）

第５条　常任委員および特別委員（以下「委員」という。）は、議長が会議にはかつて指名する。

２　議長は、常任委員の申出があるときは、会議にはかつて当該委員の委員会の所属を変更することができる。

３　前項の規定により所属を変更した常任委員の任期は、第３条（常任委員の任期）第２項の例による。

　（委員長及び副委員長）

第６条　常任委員会及び特別委員会（以下「委員会」という。）に委員長及び副委員長１人を置く。

２　委員長及び副委員長は、委員会において互選する。

３　委員長及び副委員長の任期は、委員の任期による。

　（委員長及び副委員長がともにないときの互選）

第７条　委員長及び副委員長がともにないときは、議長が委員会の招集日時及び場所を定めて、委員長の互選を行なわせる。

２　前項の互選の場合には、年長の委員が委員長の職務を行なう。

　（委員長の議事整理権、秩序保持権）

第８条　委員長は、委員会の議事を整理し、秩序を保持する。

　（委員長の職務代行）

第９条　委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、副委員長が委員長の職務を行なう。

２　委員長及び副委員長ともに事故があるときは、年長の委員が委員長の職務を行なう。

　（委員長、副委員長の辞任）

第１０条　委員長及び副委員長が辞任しようとするときは、委員会の許可を得なければならない。

　（特別委員の辞任）

第１１条　特別委員が辞任しようとするときは、議会の許可を得なければならない。

　（招集）

第１２条　委員会は、委員長が招集する。

２　委員の定数の半数以上の者から審査又は調査すべき事件を示して招集の請求があつたときは、委員長は、委員会を招集しなければならない。

　（定足数）

第１３条　委員会は、委員の定数の半数以上の委員が出席しなければ会議を開くことができない。ただし、第１５条（委員長及び委員の除斥）の規定による除斥のための半数に達しないときは、この限りでない。

　（表決）

第１４条　委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の決するところによる。

２　前項の場合において、委員長は、委員として議決に加わることができない。

　（委員長及び委員の除斥）

第１５条　委員長及び委員は、自己若しくは父母、祖父母、配偶者、子、孫若しくは兄弟姉妹の一身上に関する事件又は自己若しくはこれらの者の従事する業務に直接の利害関係のある事件については、その議事に参与することができない。ただし、委員会の同意があつたときは、会議に出席し、発言することができる。

　（傍聴の取扱）

第１６条　委員会は、議員のほか、委員長の許可を得た者が傍聴することができる。

２　委員長は、必要があると認めるときは、傍聴人の退場を命ずることができる。

　（秘密会）

第１７条　委員会は、その議決で秘密会とすることができる。

２　委員会を秘密会とする委員長又は委員の発議については、討論を用いないで委員会にはかつて決める。

　（出席説明の要求）

第１８条　委員会は、審査又は調査のため、市長、教育区教育委員会の教育長選挙管理委員会の委員長及び監査委員その他法令又は条例に基づく委員会の代表者又は委員並びにその委任又は嘱託を受けた者に対し、説明のため出席を求めようとするときは、議長を経てしなければならない。

　（秩序保持に関する措置）

第１９条　委員会において市町村自治法（１９５３年１月１２日立法第１号）会議規則又はこの条例に違反し、その他委員会の秩序を乱す委員があるときは、委員長はこれを制止し、又は発言を取り消させることができる。

２　委員が前項の規定による命令に従わないときは、委員長は、当日の委員会が終るまで発言を禁止し、又は退場させることができる。

３　委員長は、委員会が騒然として整理することが困難であると認めるときは委員会を閉じ、又は中止することができる。

　（公聴会開催の手続）

第２０条　委員会が、公聴会を開こうとするときは、議長の承認を得なければならない。

２　議長は、前項の承認をしたときは、その日時、場所及び意見をきこうとする案件その他必要な事項を公示する。

　（意見を述べようとする者の申出）

第２１条　公聴会に出席して意見を述べようとする者は、文書であらかじめその理由及び案件に対する賛否を、その委員会に申し出なければならない。

　（記録）

第２２条　委員長は、職員をして議会の概要、出席委員の氏名等必要な事項を記載した記録を作成させ、これに署名又は押印をしなければならない。

２　前項の記録は、議長が保管する。

　（会議規則への委任）

第２３条　この条例に定めるもののほか、委員会に関しては、会議規則の定めるところによる。




　　　　　附則

　（施行期日）

１　この条例は、公布の日から施行する。

　（関係条例の廃止）

２　那覇市議会委員会条例（１９６３年１月１１日条例第１１号）は廃止する。

　（経過規定）

３　この条例施行前に行なわれた手続きその他の行為は、この条例の規定により措置されたものとみなす。









決議案第４号




Ｂ５２機と核基地の即時撤去、原潜寄港の即時取り止めを要求する決議




　このことについて、別紙のとおり議会の議決を得たいので提出する。




　　　１９６８年１２月１９日




提出者

那覇市議会議員

喜舎場盛一

金城吾郎

真栄城嘉園




賛成者

那覇市議会議員

大浜長弘　　　又吉久正

黒潮隆　　　　金城重正

宮良永昌　　　高良一　

大山盛幸　　　比嘉佑直




（提案理由）

　嘉手納飛行場でのＢ５２機の大爆発、および原子力潜水艦の入港により沖縄近海が放射能に汚染されていることは住民に非常な不安と恐怖を与えている。よつて、Ｂ５２機と核基地の即時撤去、原潜寄港の即時取り止めを要請する必要があるので本案を提出する。




Ｂ５２機と核基地の即時撤去、原潜寄港の即時取り止めを要求する決議




　去る１１月１９日未明嘉手納基地から発進しようとしたＢ５２機戦略爆撃機が墜落、大爆発を起し、周辺の嘉手納村民はもとより全県民に戦争と核爆発の恐怖を与えた。Ｂ５２機が核搭載機であり、墜落現場の至近距離にある弾薬倉庫には核爆弾が貯蔵されているといわれるだけに、沖縄が全滅しかねない危機に直面していることに戦慄を覚える。

　Ｂ５２機は従来の基地被害、爆音、航空機燃料流出事件にさらに拍車をかけ、基地周辺の住民生活を破壊し、学校教育にも重大な影響を与えている。基地被害はそれだけに止まらず、那覇港の原子力潜水艦の入港によつてコバルト６０が異常発生し、近海漁業は県民の異常放射能汚染に対する恐怖で、漁類の買い手がなく漁民の生活問題にまで発展してきた。また、具志川市一帯は原因不明の海水汚染や奇型カエルが発見されるなど、基地から派生する問題で沖縄県民の生存が脅かされている。

　那覇市議会は、Ｂ５２機移駐後の去る３月９日「那覇市民の総意を体し全県民の生命と財産を守り、戦争の危機から解放するため、Ｂ５２戦略爆撃機の移駐に抗議し、その即時撤去を要求すると共に、出撃基地化に反対し、沖縄を戦争に巻き込む一切の戦争行為を即時取り止めるよう」強く要求した。

しかしながら、米軍当局はわれわれのこの切実な要求を無視し、今日までＢ５２機を常駐させ、ベトナム戦争に出撃させてきた。その結果、ついに今回の大事件を引き起したのである。この墜落爆発事故は、起るべくして起つたものであり、怒りのためいまさらいうべき言葉を持たない。基地が存在する限り、このような事故はなくならないであろう。

　那覇市議会は、このたびの墜落爆発事故に厳重に抗議すると共に、県民の生命と財産を守るためＢ５２機をはじめ、核基地の即時撤去、原子力潜水艦の寄港を即時取り止めるよう強く要求する。




　　　１９６８年１２月１９日







那覇市議会












第107回那覇市議会会議録




定例会




上程案件

処理結果







第１０７回那覇市議会（定例会）処理結果




開催年月日　１９６８年１２月１８日～１２月２１日

会期　　　　　　　　４日間







　　　１９６８年１２月１８日（初日）

１．本会議

　　　　　　本日の会議事件並びにその結果下記のとおり



	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	68

	12

	18

	


	会議録署名議員の指定

	議長

	５番　議員

７番　議員




	


	


	


	


	会期の決定

	〃

	４日間




	


	


	


	86

	助役選任同意について

	市長

	同意




	


	


	


	87

	議決内容の一部変更について

	〃

	建設委員会付託




	


	


	


	88

	議決内容の一部変更について

	〃

	〃




	


	


	


	89

	議決内容の一部変更について

	〃

	〃




	


	


	


	90

	１９６８年度那覇市水道事業会計決算について

	〃

	〃




	


	


	


	91

	専決処分した事件の承認について

	〃

	〃




	


	


	


	92

	専決処分した事件の承認について

	〃

	〃




	


	


	


	93

	専決処分した事件の承認について

	〃

	経済民生教育委員会付託










	　

	　

	　

	94

	那覇市議会会議規則制定について

	４番議員

外１０名

	総務委員会付託




	


	


	


	95

	那覇市議会委員会条例制定について

	〃

	〃











～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～







　　　　　１９６８年１２月１９日（２日目）

　２　本会議

　　　　　　　本日の会議事件並びにその結果下記のとおり






	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	68

	12

	19

	


	会議録署名議員の指定

	議長

	８番議員

９番議員




	


	


	


	


	B５２機と核基地の即時撤去、原潜寄港の即時取り止めを要求する決議

	４番議員

外１０名

	原案可決




	


	


	


	


	一般質問

	


	一般質問











～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～







　　　　１９６８年１２月２１日（３日目）

　３　本会議

　　　　　　　本日の会議事件並びにその結果下記のとおり






	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	68

	12

	21

	


	会議録署名議員の指定

	議長

	１０番議員

１１番議員




	


	


	


	87

	議決内容の一部変更について

	市長

	原案可決




	


	


	


	88

	議決内容の一部変更について

	〃

	〃




	


	


	


	89

	議決内容の一部変更について

	〃

	〃




	


	


	


	91

	専決処分した事件の承認について

	


	承認




	


	


	


	92

	専決処分した事件の承認について

	〃

	〃




	


	


	


	93

	専決処分した事件の承認について

	〃

	〃




	


	


	


	


	若松市場移転料の請求について

	


	採択




	


	


	


	90

	１９６８年度那覇市水道事業会計決算について

	市長

	継続審査




	


	


	


	94

	那覇市議会会議規則制定について

	４番議員

外１０名

	〃




	


	


	


	95

	那覇市議会委員会条例制定について

	〃

	〃




	


	


	


	陳情

	軍用地の課税評価について

	


	〃




	


	


	


	〃

	公会堂建設に対する陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	久米町土地返還に関する陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	寄宮地区土地区画整理に関する陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	道路潰地保障に関する陳情

	


	〃










	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	


	


	


	陳情

	区画整理地区指定の取消し陳情

	


	継続審査




	


	


	


	〃

	非細分地料の一部を区画整理の費用に充当することについて陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	王冠工場をポリエチレン工場に変更する件について

	


	〃




	


	


	


	〃

	横断橋架設の必要性について

	


	〃




	


	


	


	〃

	国場地内排水溝設置について

	


	〃




	


	


	


	〃

	古島地内排水溝改修方について

	


	〃




	


	


	


	〃

	道路改修および側溝設置について

	


	〃




	


	


	


	〃

	小又原道路改設に関する陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	壺屋地内道路開設並びに補修について

	


	〃




	


	


	


	〃

	「竜宮神」拝所用地確保についての陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	鳥堀町～汀良町境界（新橋）河川沿いの災害護岸工事施工方について

	


	〃




	


	


	


	〃

	市外バス路線及び停留所変更に関する陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	下水道工事による井戸の水涸れに関する陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	下水道工事施工に伴う損害補償について陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	沖映通り道路工事による損害金の要求について

	


	〃










	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	


	


	


	陳情

	那覇都市計画地域指定内の末吉風致地区の一部取消について変更（陳情）

	


	継続審査




	


	


	


	〃

	石嶺公営住宅建設に伴う都市計画認可申請について

	


	〃




	


	


	


	〃

	水道料金引き下げ陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	プール使用水道料金の値下げ方について（陳情）

	


	〃




	


	


	


	〃

	沖映通り被害に対する損害補償要求について

	


	〃




	


	


	


	〃

	沖映通り損害補償要求の陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	沖映通り道路工事に伴う損害補償要求について

	


	〃




	


	


	


	〃

	道路両側の排水溝の蓋設置に関する陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	沖映通り損害補償要求について

	


	〃




	


	


	


	〃

	沖映通り損害補償要求について

	


	〃




	


	


	


	〃

	沖映通り損害補償要求について

	


	〃




	


	


	


	〃

	　下水道工事による損害補償早期実現要請に関する陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	宇栄原団地造成に伴う損害補償要求方の陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	崎山町と赤田町境界道路のタール舗装工事並びに排水溝と暗渠整備方について陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	横断地下道建設に伴う道路地下の占用許可に関する陳情

	


	〃










	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	


	


	


	陳情

	字栄原地内排水溝改修について

	


	継続審査




	


	


	


	〃

	上間排水溝の改修に関する陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	天久、樋川地内道路拡張についての陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	庁舎管理事務契約についての陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	政府及び地方自治体等における島産品の優先購入に関する法制化について陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	国場農道橋架設についての陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	那覇市青協に対する補助金増額要請について

	


	〃




	


	


	


	〃

	那覇市青協への援助要請について

	


	〃




	


	


	


	〃

	市町村青年団に対する運営資金の補助増額に関する陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	墓地潰壊に対する補償について陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	貿易振興奨励補助金について陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	魚粉工場撤去方について陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	魚撈用刳舟揚場建設に関する陳情

	


	〃




	


	


	


	〃

	原潜入港のため鮮魚介類売上減少に伴う市場使用料免除方の陳情

	


	〃
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１９６８年第１０７回那覇市議会定例会議事日程第１号

１９６８年１２月１８日（水曜日）午前１０時開議




第１　　　会議録署名議員の指名

第２　　　会期の決定

第３　　　助役の選任同意について

（市長提出議案第８６号）

第４　　　議決内容の一部変更について

（市長提出議案第８７号）

第５　　　議決内容の一部変更について

（市長提出議案第８８号）

第６　　　議決内容の一部変更について

（市長提出議案第８９号）

第７　　　１９６８年度那覇市水道事業会計決算について

（市長提出議案第９０号）

第８　　　専決処分した事件の承認について

（市長提出議案第９１号）

第９　　　専決処分した事件の承認について

（市長提出議案第９２号）

第１０　　専決処分した事件の承認について

（市長提出議案第９３号）

第１１　　那覇市議会会議規則制定について

（議員喜舎場盛一ほか１０名提出議案第９４号）

第１２　　那覇市議会委員会条例制定について

（議員喜舎場盛一ほか１０名提出議案第９５号）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○会議に付した事件

　（議事日程と同じ）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○議長（高良　一君）

　これより、１９６８年第１０７回那覇市議会定例会を開会いたします。これより、本日の会議を開きます。本日の日程は、お手元に配付してある議事日程第１号のとおりであります。諸般の報告をいたします。

　１２月１４日付、那総総第７，６０４号「議案の送付について」、那総総第７，６４８号「議案の説明者について」市長から文書が送付されておりましたので、それぞれお手元に配付してあります。１２月１７日付、議員喜舎場盛一君ほか１０名から議案の提出がありました。議案は、お手元に配付してあります。

１０月１９日付、議員渡口麗秀君から辞職願いが提出されておりましたので市町村自治法第６６条の規定により、１０月２１日付これを許可いたしました。

１０月２２日付、那監第６４号「１９６９年度９月分公営企業水道事業会計例月出納検査の報告」、

１０月２９日付、那監第６６号「１９６９年度９月分一般会計および区画整理事業特別会計、下水道事業特別会計の例月出納検査の結果報告」、

１１月２７日付、那監第６９号「１９６９年度１０月分公営企業水道事業会計例月出納検査の結果報告」および１２月５日付、那監第７１号「１９６９年度１０月分一般会計および区画整理事業特別会計、下水道事業特別会計の例月出納検査の結果報告」書が那覇市監査委員中山興忠ほか３名から提出されておりました。写は、それぞれお手元に配付してあります。

１２月２日付、「Ｂ５２と核基地の即時撤去、原潜寄港反対に関する決議要請について」、沖繩市町村議会議長会会長金城香助から文書が送付されておりました。写は、お手元に配付してあります。

１２月１３日付、「沖繩並びに北方領土返還に関する意見書」について、京都市議会議長木俣秋水から関係大臣あて進達した旨、文書が送付されておりました。

１０月３日付、陳情第５５号「農連市場東側道路舗装に関する陳情」、陳情第５７号「烏堀町、弁ヶ岳間の道路舗装について」は、それぞれ陳情者から「陳情取り下げ届」が提出されておりますので、会議規則第１９条の規定により、取り下げることを御了承願います。

１２月１８日付、那覇市牧志町１丁目７８４番地大城鎌吉からの「横断地下道建設に伴う道路地下の占用許可に関する陳情」、

那覇市字宇栄原２７８番地宇栄原自治会長上江田仁太郎ほか１１名からの「宇栄原地内排水溝改修について」、

那覇市上間自治会長下田良成ほか２６名からの「上間排水溝の改修に関する陳情」、

那覇市天久樋川１１７４番地、仲西智徳ほか４９名からの「天久樋川地内道路拡張についての陳情」

以上４件の陳情は、会議規則第８７条の規定により、その審査を建設委員会に付託します。

１２月１８日付、那覇市字国場１１６番地、国場自治会長金城光栄からの「国場農道橋架設についての陳情」、

那覇市壺川３８番地、田中靖馬ほか８１名からの「漁撈用くり舟揚場建設に関する陳情」

以上２件の陳情は、会議規則第８７条の規定により、その審査を経済民生教育委員会に付託します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○議長（高良　一君）

　日程第１．「会議録署名議員の指名」を行ないます。

会議録署名議員は、会議規則第１１６条の規定により議長において山川正平君、瀬長フミ君を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良　一君）

　「会期の決定」を議題といたします。

おはかりいたします。

今期定例会の会期は、本日から１２月２１日までの４日間といたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）






○議長（高良　一君）

　ご異議なしと認めます。よつて、会期は４日間と決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良　一君）

　おはかりいたします。委員会審査のため１２月２０日、１日間は休会いたします。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）




○議長（高良　一君）

　ご異議なしと認めます。よつて、１２月２０日、１日間は休会することに決しました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良　一君）

　日程第３「助役の選任同意について」、市長提出議案第８６号を議題といたします。提案者の説明を求めます。






○市長（平良　良松君）

　議案第８６号の提案理由をご説明申しあげます。

本案は現在欠員になつていますところの助役に稲嶺成珍並びに前田武行を選任いたしたいので議会の同意を求めているわけでございます。両人とも那覇市政の民主的な発展と那覇市が当面している都市問題の正しい解決を促進するための行政手腕もあり、人格においても本市の助役として適任であると思料いたしますので、ここにご提案申しあげた次第であります。よろしくご審議の程お願い申しあげます。




○議長（高良　一君）

　ただいまの説明に対し質疑に入ります。






○金城　重正君

　ただいま日程第３の助役の選任同意について提案されておりますけれどもこの助役の選任同意の問題は新しい平良市長になりまして、向こう４年間市政を遂行していく上において、その補助機関たる助役の選任問題というのは非常に重大な意義をもつているわけでございます。そういう意味におきまして、いろいろ検討が必要でございますので１０分間の休憩をしていただきたいという動議を提案いたします。

（「賛成」という者あり）




○議長（高良　一君）

　ただいま２１番議員から出されました助役選任同意の議案について１０分間休憩して研究したいという動議は成立しております。

　おはかりいたします。本動議のとおり１０分間休憩することにご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）




○議長（高良　一君）

　ご異議なしと認め１０分間休憩いたします。




	（午前１０時２０分休憩）

	（午前１０時３０分再開）







○議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。

質疑討論終結し採択に入ります。

　日程第３、議案第８６号、助役の選任同意について、同意することにご賛成の方ご起立を求めます。






○議長（高良　一君）

　全員賛成でございます。よつて本案は同意されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良　一君）

　日程第４．第５．第６．は関連しておりますので一括上程いたします。

日程第４、議案第８７号、議決内容の一部変更について、日程第５、議案第８８号、議決内容の一部変更について、日程第６、議案第８９号、議決内容の一部変更について、以上３件を一括議題として説明を求めます。






○建設部長職務代理者

　庶務課長（宜野座　朝恭君）

　議案第８７号から議案第８９号議決内容の一部変更について関連しますので一括してその提案理由をご説明いたします。

　１９６７年９月定例議会におきまして原案可決になりました那覇市牧志公設市場建築工事ならびに同電気設備工事と同設備工事は１９６８年１２月２３日までに完成する予定で工事を進めてきたのでありますが、敷地内にある製菓工場の既設建物を１９６７年１２月３１日までに撤去することになつていましたが、新旧正月をむかえ製菓業者の忙しいかき入れ時期であり、また、移転先の土地の賃貸借の問題で地主との折りあいがつかなかつたため、１９６８年３月６日まで既設建物の撤去が遅延し、既設建物撤去遅延に伴ない地下工事が雨期に入つたのであります。

　市場周辺の排水設備は松坂屋裏、開南、国映館方面から流れてくる雨水、汚水は市場敷地内の既設排水溝と市場東側の既設排水溝に２分して処理していたが、市場敷地内の既設配水溝は市場建設に支障をきたしたので撤去し、仮設排水溝を設置して敷地内の浸水防止に努めてきたのでありますが、３方面から流れくる雨量は相当量なもので処理することができなく、また、市場敷地が低地帯であるため現場に流れこみ、土砂崩壊により土ドメシートパイルの倒壊による復旧工事と被害対策に相当の日数を要したのであります。また、開南通りの下水道工事による交通止めにより工事用車両が国際通りから浮島通りを通るためいちいち警察署の許可を得るため時間が制限され、特に浮島通りは巾員が狭く交通量の多い道路で予定どおりの資材の搬入に相当の時間を要し、工事の進捗に多大の支障をきたしたのであります。

　以上の理由により１９６９年５月２２日まで１５０日間の工期延長はやむを得ないものと考えます。

　なお、電気設備工事と設備工事は主体の建築工事が既定工期内に完成しないので、建築工事と同様工期を延長する必要が生じたのでそれぞれ提案した次第であります。よろしく御審議くださいますようお願いします。

（「質疑討論なし委員会付託」という者あり）






○議長（高良　一君）

　質疑、討論終結します。日程第４、議案第８７号、議決内容の一部変更について、日程第５、議案第８８号、議決内容の一部変更について、日程第６、議案第８９号、議決内容の一部変更についての３件はその審査を建設委員会に付託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良　一君）

　日程第７、第８、第９は関連しておりますので一括上程いたします。

　日程第７、議案第９０号、１９６８年度那覇市水道事業会計決算について、日程第８、議案第９１号、専決処分した事件の承認について、日程第９、議案第９２号、専決処分した事件の承認についての以上３件を一括議題として説明を求めます。






○水道局長職務代理者

　総務課長（渡久地　敬正君）

　議案第９０号１９６８年度那覇市水道事業会計決算についてご説明申し上げます。

　１９６７年７月１日から市町村公営企業法の適用を受け、従来の現金主義官庁会計から発生主義による企業会計方式に大巾に変更された最初の決算でありまして同法第２９条第２項の規定により議会の認定に付すものであります。

　先ず内容につきましては

　　　１９６８年度那覇市水道事業決算報告

　　　　　　　　〃　　　　　　損益計算書

　　　　　　　　〃　　　　　剰余金計算書

　　　　　　　　〃　　　　　　貸借対照表

の４件の認定事項と、

　　　１９６８年度那覇市水道事業剰余金処分計算書

の１件の議案となつております。

　なお剰余金処分につきましては同法第３１条第２項の規定により減債積立金または利益積立金以外は議会の議決を経て定めるものでありまして、当年度総収益１，６９２，０３３ドル７１セントから当年度総費用１，５３６，１３５ドル０７セントを差引いた当年度純利益１５５，８９８ドル６４セントのうち減債積立金８，０００ドル、建設改良積立金に１３９，０１７ドルを処分したいと思います。

　よろしくご審議の程お願いいたします。

　議案第９１号、専決処分した事件の承認を求めることについて、提案理由を説明いたします。

　本件は、水道局で保管中の、コンクリートシリンダーパイプとその付属品を、琉球水道公社が目下施行中の工事用資材として早急に購入したい旨申し入れがあつたので１１月１５日同公社と売買契約を締結したものであります。

　売買した物件はコンクリートシリンダーパイプ等１５０点で売買価格２５，７００ドル２０セントとなつています。この売買契約を締結するにあたつては、議会の議決を必要としますが、急を要し議会を召集する暇がなかつたので専決処分としたものであります。よろしく御審議下さいますようお願いいたします。

　議案第９２号、専決処分した事件の承認を求めることについて提案理由を説明いたします。

　本件は１９６９年度配水管工事に使用する資材の購入契約についてであります。

　政府補助金、起債を財源とする事業執行に当つては債務負担行為に先だつて、決定、許可の指令をうけなければなりません。政府補助金については、８月２０日に交付申請して、９月２５日に交付決定をうけ、起債については７月３０日に申請して８月１６日に許可をうけましたので９月３０日入札を行い、１０月２日に専決処分により契約を締結したものであります。

　配管工事の資材は本土発註のため入荷までに４カ月を必要としますので、入札後直ちに契約発註しなければ、工事の年度内執行の見通しがたたないので急を要し議会を招集する暇がなかつたので専決処分を行つたのであります。

　よろしくご審議下さいますよう、お願いいたします。

（「質疑討論なし委員会付託」という者あり）






○議長（高良　一君）

　質疑、討論終結します。日程第７、議案第９０号、１９６８年度那覇市水道事業会計決算について、日程第８、議案第９１号、専決処分した事件の承認について、日程第９、議案第９２号、専決処分した事件の承認についての３件はその審査を建設委員会に付託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良　一君）

　日程第１０、議案第９３号、専決処分した事件の承認についてを議題として説明を求めます。




○経済民生部長職務代理者

　商工観光課長（小橋川　秀義君）

　議案第９３号、専決処分した事件の承認について、提案理由のご説明を申し上げます。児童福祉の増進と、市民生活の向上をはかる目的で日政援助により年次計画に基き保育所が設置されてきましたが、本案は１９６８年度において建設計画されました松山保育所が、１９６８年１１月２０日に工事完成し、１２月３日に最終検査終了し開所する段階にきましたが、本案につきましては営造物の設置について那覇市保育所設置および管理条例の一部を改正するため、議会の議決を得る必要がありますが、事業の開始に当つては保護者よりの早期開所の積極的要請もあり、急を要しましたのでやむを得ず市町村自治法第１１４条第１項の規定により専決処分をしたわけでございます。

よろしくご審議のほどご承認下さるようお願いいたします。

（「質疑討論なし委員会付託」という者あり）




○議長（高良　一君）

　質疑、討論終結します。日程第１０、議案第９３号、専決処分した事件の承認についてはその審査を経済民生教育委員会に付託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良　一君）

　日程第１１、第１２は関連しておりますので一括上程します。

　日程第１１、議員喜舎場盛一ほか１０名提出議案第９４号、那覇市議会会議規則制定について、日程第１２、議員喜舎場盛一ほか１０名提出議案第９５号、那覇市議会委員会条例制定についてを一括議題として提案者の説明を求めます。






○喜舎場　盛一君

　ただいま議題になりました日程第１１、那覇市議会会議規則制定について日程第１２那覇市議会委員会条例制定についてを一括して提案理由を説明いたします。

　現行会議規則並びに委員会条例は１９６３年準則に沿つて、制定したものでありますが、その後１９６６年準則の大巾改正をみております。

　その概要を申しますと

　従来、委員会の議事手続については、個々具体的に謳われてなく、委員会条例第２８条の規定により、本会議の手続に準ずる形をとつておりましたが、この改正により委員会の議事手続についても会議規則の中に委員会の章を設け、本会議同様個々具体的に規程し、議事の円滑化をはかつております。

　また、公聴会については、従来、委員会条例の中に網羅してありましたがこの改正は、公聴会の議事についても会議規則の中に規定し替えております。

　以上が会議規則並びに委員会条例準則の改正点であります。

　したがいまして、この議案第９４号、第９５号は、この改正準則を基に本市議会の実情とも相照し、事務局において検討させ、且つ、条文の整備を行ない提案した次第であります。よろしくご審議下さいますようお願いいたします。

（「質疑討論なし委員会付託」という者あり）






○議長（高良　一君）

　質疑、討論終結します。日程第１１、議案第９４号、那覇市議会会議規則制定について、日程第１２、議案第９５号、那覇市議会委員会条例制定についてはその審査を総務委員会に付託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良　一君）

　以上をもちまして本日の日程は全部終了いたしました。明１９日は一般質問を午前１０時より開議いたします。






（午前１０時５５分散会）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




　上会議録を調整し署名する




１９６８年１２月１８日




議長　　　高良一　　㊞

署名議員　山川正平　㊞

署名議員　瀬長フミ　㊞












第107回那覇市議会会議録




定例会







１２月１９日（木曜日・第２日目）





１９６８年第１０７回那覇市議会会議録（定例会）




○１２月１９日（第２日）

	（午前１０時　５分　開議）

	（午後　２時５８分　散会）






○出席議員（２７名）








	　１番
	安見福寿君
	１６番
	仲本安一君


	　２番
	椿秀義君
	１７番
	金城吾郎君


	　３番
	大浜長弘君
	１８番
	大山盛幸君


	　４番
	喜舎場盛一君
	１９番
	又吉久正君


	　５番
	山川正平君
	２０番
	赤嶺慎英君


	　７番
	瀬長フミ君
	２１番
	金城重正君


	　８番
	黒潮隆君
	２２番
	赤嶺保三郎君


	　９番
	友利栄吉君
	２３番
	喜久山朝重君


	　１０番
	吉浜朝一君
	２４番
	平良真次郎君


	１１番
	真栄城嘉園君
	２５番
	高良一君


	１２番
	金城庄瑞君
	２６番
	比嘉佑直君


	１３番
	仲宗根昌弘君
	２８番
	平良亀助君


	１４番
	宮良永昌君
	２９番
	辺野喜英興君


	１５番
	久高友敏君










○欠席議員（２名）








	　６番
	儀間真祥君
	２７番
	比嘉朝四郎君










～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○説明員






	市長

	平良良松君




	市長公室長職務代理者

秘書課長

	伊礼孝君




	総務部長職務代理者

総務課長

	新垣弘君




	財政部長職務代理者

主計課長

	平山登君




	経済民生部長職務代理者

商工観光課長

	小橋川秀義君




	建設部長職務代理者

庶務課長

	宜野座朝恭君




	土木部長職務代理者

土木課長

	具志堅友信君




	水道局長職務代理者

総務課長

	渡久地敬正君




	消防長職務代理者　次長

	具志清一君




	人事課長

	宮平洋君




	民生課長

	武村盛秀君




	建築課長

	浦崎安昭君




	経理課長

	比嘉良男君








～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○事務局出席者





	事務局長
	義永栄善君


	庶務課長
	玉城三郎君


	調査係長
	亀島美一君


	議事係長
	永山盛広君


	　
	　


	記録係長
	山城正信君


	記録係
	徳村政保君







～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






１９６８年第１０７回那覇市議会定例会議事日程第２号




１９６８年１２月１９日（木曜日）午前１０時開議




第１　　会議録署名議員の指名




第２　　Ｂ５２機と核基地の即時撤去、原潜寄港の即時取り止めを要求する決議

（議員喜舎場盛一ほか１０名提出議案第４号）




第３　　一般質問




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○会議に付した事件

（議事日程に同じ）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○議長（高良一君）

　これより、本日の会議を開きます。本日の日程は、お手元に配付してある議事日程第２号のとおりであります。諸般の報告をいたします。

　１２月１８日付、議員喜舎場盛一ほか１０名から「Ｂ５２機と核基地の即時撤去、原潜寄港の即時取り止めを要求する決議」案が提出されておりました。決議案は、お手元に配付してあります。

　１２月１９日付、国際ビル管理株式会社代表取締役伊佐真義からの「庁舎管理事務契約についての陳情」は、会議規則第８７条の規定により、その審査を建設委員会に付託します。

　１２月１９日付、那覇市牧志公設市場鮮魚販売組合長、我那覇生吉からの「原潜入港の為鮮魚介類売上減少に伴う市場使用料免除方について陳情」は、会議規則第８７条の規定により、その審査を経済民生教育委員会に付託します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良一君）

　休憩いたします。




（午前１０時　７分休憩）

（午前１０時１２分再開）






○議長（高良一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。

　日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。会議録署名議員は、会議規則第１１６条の規定により議長において黒潮隆君、友利栄吉君を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良一君）

　日程第２「Ｂ５２機と核基地の即時撤去、原潜寄港の即時取り止めを要求する決議」、議員喜舎場盛一ほか１０名提出、決議案第４号を議題といたします。

　提案者の説明を求めます。






○喜舎場盛一君

　Ｂ５２機の移駐に対しまして、われわれ那覇市議会は去つた３月定例議会で強くその居座わりに対する抗議声明をやつたのでございますが、今日に至るまでわれわれの目的とする、すなわち即時撤去がなされずまだ居座わつておることに対し、怒りを倍にするものでございます。

　さらには先日のＢ５２機の爆発事故とともに、また那覇港における原潜の放射能異常発生の問題からいろいろと県民の生活に不安を与えてまいつております。よつて即時寄港のとりやめとＢ５２機の撤去、核基地の撤去要求をわれわれ那覇市民２７万の総意により、この際決議をしたいということで一昨日の議会運営委員会で各派の話し合いによりまして、全会一致でこの決議をやるべきだという意見に達したわけでございます。お手元に配られております決議案を朗読いたしまして趣旨説明に替えさせていただきます。

　なお全会一致で決議された点におきまして、全員提案にきり替えたいと思いますのでよろしくご承諾をお願いいたします。

　Ｂ５２機と核基地の即時撤去、原潜寄港の即時取り止めを要求する決議、去る１１月１９日未明嘉手納基地から発進しようとしたＢ５２機戦略爆撃機が墜落、大爆発を起し、周辺の嘉手納村民はもとより全県民に戦争と核爆発の恐怖を与えた。Ｂ５２機が核搭載機であり、墜落現場の至近距離にある弾薬倉庫には核爆弾が貯蔵されているといわれるだけに、沖繩が全滅しかねない危機に直面していることに戦慄を覚える。

　Ｂ５２機は従来の基地被害、爆音、航空機燃料流出事件にさらに拍車をかけ、基地周辺の住民生活を破壊し、学校教育にも重大な影響を与えている。基地被害はそれだけに止まらず、那覇港の原子力潜水艦の入港によつてコバルト６０が異常発生し、近海漁業は県民の異常放射能汚染に対する恐怖で、漁類の買い手がなく漁民の生活問題にまで発展してきた。また、具志川市一帯は原因不明の海水汚染や奇形カエルが発見されるなど、基地から派生する問題で沖繩県民の生存が脅かされている。

　那覇市議会は、Ｂ５２機移駐後の去る３月９日「那覇市民の総意を体し全県民の生命と財産を守り、戦争の危機から解放するため、Ｂ５２戦略爆撃機の移駐に抗議し、その即時撤去を要求すると共に、出撃基地化に反対し、沖繩を戦争に巻き込む一切の戦争行為を即時取り止めるよう」強く要求した。

　しかしながら、米軍当局はわれわれのこの切実な要求を無視し、今日までＢ５２機を常駐させ、ベトナム戦争に出撃させてきた。

　その結果、ついに今回の大事件を引き起したのである。この墜落事故は、起るべくして起つたものであり、怒りのためいまさらいうべき言葉を持たない。基地が存在する限り、このような事故はなくならないであろう。

　那覇市議会は、このたびの墜落爆発事故に厳重に抗議すると共に、県民の生命と財産を守るためＢ５２機をはじめ、核基地の即時撤去、原子力潜水艦の寄港を即時取り止めるよう強く要求する。１９６８年１２月１９日、那覇市議会。

　あて先は米国大統領、同国防長官、同上下両院議長、高等弁務官、第３１３軍指令官、内閣総理大臣、衆参両議院議長。主席、立法院議長にはかがみを付けて送付するようにしたいと思います。

（「質疑討論なし」という者あり）




○議長（高良一君）

　質疑、討論終結し採決に入ります。

　日程第２、決議案第４号、Ｂ５２機と核基地の即時撤去、原潜寄港の即時とりやめを要求する決議についてただいまの説明のとおり可決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）






○議長（高良一君）

　ご異議なしと認めます。よつて本案は原案どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良一君）

　日程第３、一般質問を行ないます。１９番議員の発言を許可いたします。






○又吉久正君

　平良市長、両助役初議会に際しましておめでとうございます。

　去る那覇市長選挙におきまして圧倒的大多数の支持によりまして第２０代平良那覇市長が誕生し、初議会におきまして本員が第一番目に一般質問をすることを光栄に存じております。

　ご承知のとおり那覇市には幾多の難問題が横たわつております。それぞれ難問題を一つ一つ解決して、全市民を幸せにするには市当局と市議会とが一体になつていかなければならないと思うのでございます。市町村議会においては、各議員とも市民の幸せを願う気持ちは同じでございまして、また共通の広場でもございます。

　従いまして平良市長は歴代市長よりも、より多く那覇市の事業をやらなければいかないんじやないかと思うのでございます。もしできないとする場合は、尻を叩いてでもさせていきたい、けつして反対せんがための反対者は一人もいないと思うのでございます。本員も一にも二にも市民という立場に立つて、是々非々主義をいつまでも堅持していきますので平良市長も那覇市民の福祉のために、手腕力量を大いに発揮してがんばつて下さるよう要望を付しまして、次の質問に移ります。

　１つ、平良市長の市政に対する基本方針について、１つ、安謝地先第４次埋立事業の執行について、１つ、安謝新港の開発事業の推進について、１つ区画整理事業の推進について、この４点を取り上げて質問をいたします。

　１番目に平良市長は沖繩社会大衆党公認、革新共斗会議推せんで立候補いたしまして、圧倒的多数で当選をいたしたのでございます。社大党や革新共斗会議の指示に従つて、今後の市政を運営していくお考えでございますか。市町村自治体におきましては、政党政治の介入は好ましくないと言われておりますが、平良市長は超党派で平良市長自身の政策において市政を運営していくお考えであるのか。この点明確にご答弁をお願いいたします。

　次に安謝地先の第４次公有水面埋立事業でございまするが、当初予算の６月議会において議決を得まして、請負業者も集めて現場説明までやつて早速入札をする段階にまできていたのでありますが、銀行融資が思わしくいかないで未だに入札がなされておりません。本員は、この埋立事業を早くやらなければ安謝港湾の建設にも支障を来たすんじやないかということで、９月の定例議会においてもこの埋立事業の入札についての質問をいたしたのでございますが、当局の答弁によりますと、早速金融関係とも話合つて入札に付する、というようなお約束があつたのでございまするが、６カ月を経た今日まだ入札の見通しがない。これを如何ように速かに埋立事業を執行していくのか。この問題について新市長であられまするが、すでに十分ご検討なさつておられると思いますのでご答弁のほどお願いいたします。

　次に安謝新港の開発事業の推進についてでございまするが、那覇市の港湾問題はもう一日でも早く解決しないといけないという立場に追い込まれておるのでございます。これは重大問題でございまするので、西銘前市長の手腕力量によつて安謝港の開発事業を１，８１１万７，０００ドルの費用をかけまして、日政援助が７５％、琉球政府の負担が１５％、市の負担がわずか１０％となつておりますが、すでに６９年度より７２年度までに完成をして開港する計画になつております。

　この新港問題をどういうふうな方法で、この計画どおり進めていくか。平良新市長のこの計画におきまして明確なるご答弁をちようだいいたしたいと思います。

　次に那覇市の区画整理事業でございまするが、那覇市の区画整理事業は完全に壁にぶつかつておるような現状でございます。区画整理なくして市の発展は望めないことは市長もよくご承知のことと存じます。まず寄宮地区、真嘉比、古島地区、そういうすべての事業が執行不能になつておる現状を如何にして打開していくか。あるいは寄宮地区なんかは訟訴問題にまでなつて、今裁判の係争中でございます。この訴訟を平良市長の手腕力量によつて、あるいは取り下げをさせて速に執行できるかどうか。この問題は平良市長の立候補のときの政策にも大部分織り込んであるとみておりますので、一日も早く区画整理事業が執行できまして住みよい那覇市の住宅難の解消もさせてもらいたいということを希望いたしまして、ご答弁によりまして自席において質問をいたすことにいたします。






○市長（平良良松君）

　お答えいたします。ただいまは１８番議員から那覇市政を思う熱意あふるるご質問をいただきまして感激をいたしております。簡略にお答え申し上げたいと思つております。市長の施政方針についてどうかということでござますが、かねて立候補の際にもお約束を申し上げておりますとおり権力政治、あるいは権力迎合の市政を廃して市民との対話による明るい明朗な民主的な市政を打ち出すことに努力をする。さらに今日、那覇の市政を見ました場合に、住民福祉の問題があまりにも疎かにされておるので、市民福祉を最優先に取り上げる態度で臨みたい。さらに那覇市の建設事業遂行に当つてはその形態、あるいは遅れの大きな原因はやはり那覇市の貧困財政にあり、この那覇市の建設事業推進のための財源確保に大きな努力をはらわなければいかないが、それを他府県の都市と比べましたときにやはりここに沖繩の置かれておる宿命的な政治情勢、その中からくる大きな問題があると思います。この点につきましては行政主席とも力を合わせて、根本的な解決をはかる、いうなれば戦災復興特別措置法といつたようなものの適用も導びき出して抜本的な解決に取組んでいきたいと考えております。

　ご質問の中で、社大党公認であり革新共斗会議の統一候補で当選したからそうした背後の団体の指示によつて市政を運営していくかというご懸念もございましたが、そういうことはあり得ないと思つております。もちろん私どもは７つの政治目標を掲げて市民に訴えておりますが、この７つの目標というものは県民の最大公約数とも言える基本的な目標でございまして、これを踏み外すことは私の政治信念としてはできないわけでございます。そうかと申しましてもいちいち細部に亘るまで指示を受けるというようなことは、地方自治体の運営の中にはあり得ないということでございまして、どこまでも市民との対話の中から民主的な市政を打ち出していきたい。こういうふうにご理解願いたいと思つております。

　安謝地先第４次埋立事業の執行について、安謝新港の開発事業の推進について２つとも大きな関連事業でございまして、特に安謝港の問題につきましては、私、立法院議員であつた当時も、自分の選挙区の問題でございまして陰に陽に協力してこの事業の推進に当つてきたわけでございます。もちろん今日、直接私が市政をあずかる段になりまして、前任者西銘市長が計画されたこの建設事業は当然遂行していかなくちやいけない。こういうふうに考えております。しかもご指摘のとおり安謝港の新設は焦眉の急であり、これは寸時でも停滞させればさせるほど市民、県民に大きな不利益を与える問題でございます。ただ何と申しましても膨大な予算が必要な事業でございますので、この予算操作についてはいろいろな困難が伴ない、現在またいろいろな支障を来たしておるように聞いております。就任間もないことでございまして、予算操作の具体的な措置についてはまだご説明を申し上げる用意ができておりませんけれども、全力をつくしてこれらの隘路打開に努力したいと考えております。

　それから区画整理事業の推進についてでございますが、これも革新共斗の市長に対して一部には大きな誤解があるやに聞いております。野党は区画整理事業に反対だということでありますが、私どもはそうじやない、区画整理事業というものは都市建設の上で絶対に不可欠の要件でございまして、これに反対する理由はないわけでございます。問題はそれを実施に移す場合の態度、その事にあるんじやないか。これは私寄宮、あるいは真嘉比、古島の区画整理事業の執行の際に、いろいろ自分としても直接関係のある問題であるということで見にまいつたわけでございますが、あまりに関係者の意図を汲まない、あるいは納得させないで関係地主が了解しないままに早急に手を付けようとしたところに大きないき違いの最初の原因があつたんじやないか。さらに強圧的に進めようとしてますます感情のこじれを生じさせたのではないかと考えられます。

　私、就任後早速この問題につきましては今一度最初からやりなおしまして関係地主とも利害関係者ともじつくり話し合いをやりましてこの打開に努めていきたい。そうして早急に区画整理事業を軌道に乗せて大きな都市づくりの基礎を早く固めたいと、こう念願いたしております。以上簡単でございますがひととおりご質問にお答えいたします。




○又吉久正君

　ただいまの平良市長のご答弁によりますというと、基本態度としまして、いちいち党の指示を受けて市政をやらない、自分独自の施政をやつていくつもりであり、市民福祉の立場に立つて施政を行なつていくというご答弁でございましたが、もちろん施政におきましてはそういう態度がなければいかないんじやないか、どこまでも市民党であるという覚悟の上に立つて市政を行なつていくことによつて、すべての難問題も解決されると感じております。次に安謝の埋立地の入札の問題でございまするが、これは先ほど本員が質問いたしましたが未だに見通しがついていない、この問題について今、部長はいらつしやらないので課長のほうから今までのいきさつ、今後の見通しについてもう一ぺん詳しくご説明を願いたいと思います。




○市長（平良良松君）

　お答えいたします。市長の施政方針についてのお答えについては十分なご理解をいただいたことと思いまして感謝を申し上げます。先ほども安謝の埋め立ての問題、安謝新港の開発事業の問題につきまして簡単にお答えを申し上げましたが、実情を申し上げてさらに詳しくは係の課長に現状を説明させることにいたします。私自身からご説明を申し上げなくちやいけないことでございますが、ご承知のように就任未だ１０日に満ちません。それと関係部長がそれぞれ引き込もつておりまして、事情聴取にも非常に不便をかこつておるような状態でございますので、その点ご了承いただきまして課長より説明させることにいたします。






○財政部長職務代理者

　　主計課長（平山登君）

　お答えいたします。安謝の４次埋め立ての資金計画がどういうことになつておるかというようなご質問のようでございますけれども、これは去つた９月の定例会議におきまして部長からいろいろそれまでの経過についてご説明があつたと思いますけれども、その後も再三部長なり助役なりを通じて民政府のほうに折衝にまいつたわけでございますがはつきりした確答は得られなかつたわけです。その後１０月９日に琉銀から保障状をいただいておるわけでございます。それを、参考までに読み上げますと、西銘順治あてに琉球銀行の理事会長崎浜秀英からでございます。内容は保障状、那覇市から申請された安謝埋立事業に対する融資について、琉球銀行は継続的に援助することを保障いたします。同埋立事業に対する貸付けは工事進行に伴ない、その都度通常の貸付け手続きに従つて行ないます。なお同工事請負業者との契約については、琉球銀行の事前承認を得るものとし、さらに本件融資は那覇市土地開発事業計画に対する日本政府の補助金との関連において考慮されます。というような文書をいただいておるわけでございますけれども、どうもこの文書の内容がはつきりしなかつたために、再三琉銀に行きましてどういつたことであるのかすぐ着工していいのかどうかというようなことも話し合つたわけでございますけれども、はつきりした確答は得られなかつたわけでございますが、考え方としましては新しい港湾計画がスムーズにいけるという目途がついた段階で融資しようというような意図があつたと思いますけれども、まず今後はこういう問題についてなお折衝しなければならないと思いますが、６９年度の港湾計画は補助指令も出ております。ただこの事業は総経費で１，８００万ドル余りになりますが、その第１年度として約９０万ドルの事業計画を６９年度にもつておるわけでございますけれども、その後の１，７００万ドル余りの事業の目途というものがだいたいいつごろ立つかというようなこととも関連して、はつきりした答えが得られるんじやないかと思います。それで７０年度の援助がどういつた形になるのか、計画によりますと約６００万ドルぐらいの日本政府の援助がなければいけないということになるわけでございます。そういつた援助の見通しのついたあとで何とか検討しようじやないかというような琉銀の趣旨ではなかつたかと思います。以上報告に替えさせていただきます。




○又吉久正君

　ただいまの課長の説明によりますと、どうも見通しは明るくないような感じがしております。去る６月の定例議会におきましては、銀行の融資も見通しはついたと、そして予算措置を講じ議会の議決を経てすでに入札の間ぎわにもきているときかようなことになつたということは、実に遺憾に堪えない。この１０万坪余りの埋立事業ができないとなると、新港の着工もスムーズにいかないんじやないか、かように思うし、また３次埋め立てまで買収しておりますが、今までない資金を繰り出して向こうの土地を買つておる方々も、一日も早く港湾ができるのを待つておる。そういう方々に対しても遅れれば遅くれるほど不利益を与える。また那覇市の港湾事業においても、もう壁にぶつかっております。そこで一体その見通しがあるのかどうか。この覚書きにはその都度その都度ということですが、あるいは港湾に対する日本政府援助の７５％の目途がついたときに起債をさせるのかどうか。その点をもう少し具体的に説明願いたいのでございます。




○財政部長職務代理者

　主計課長（平山登君）

　お答えいたします。今も申し上げましたように、こういつた現在の折衝の過程では今申し上げたようなことでございまして、今後強く折衝することによつて、すぐにできるのかどうかというようなことになると思いますので、あとしばらく時間をいただきたいと思います。




○又吉久正君

　この件につきましては平良市長も十分ご検討なさいまして、その件について取組んで早く解決して埋め立てをさせてもらいたいと要望いたします。

　次に区画整理事業の問題でございまするが、区画整理なくして市の発展はあり得ないとこう考えております。この寄宮、真嘉比、古島地区の区画整理はいつごろできるのか、すでに反対陳情も出て解決できていない。特に寄宮地区は裁判ざたにまでなつております。今その訴訟をされておる方々はほとんど平良市長支持の方々じやないかとこう考えております。話合いによつてはうまく解決の目途がつかめるんじやないかこう期待しておりますので、速にこの問題にも取組んで早く区画整理をやつてもらいたいということを希望いたしまして質問を終わります。






○金城重正君

　まず平良市長に対する初の一般質問でございますけれども、その前に平良市長のご当選に対しましてお祝を申し上げます。向こう４年間は本員といたしましては、平良施政にとつてもつとも厳しいものがあると思いますので、特に自重自愛されて一つがんばつていただきたいと思います。

　さてご承知のとおり那覇市にはなさねばならない問題が山積しております。これと取組む平良市政は本員といたしましては、前途洋洋たるものではないかとかように考えておるわけでございます。その理由は、平良市長と結ぶところの屋良政府は最早、皆さん方マスコミによつて報じられておりますとおり歳入面で１，４００万ドルの穴があきそうだということであります。また砂糖の買上げについてもマスコミの報道からしますというと、失敗をしており、農民から不満の声が出ております。その中におきましてきのうの助役の承認につきましては、全会一致私どもは同意いたしました。これは武士の情といたしまして、私たちは良識をもつて同意をしたのでございますけれども、きようは向こう４か年間の平良市長の基本市政について質してみたいと思います。

まず一つは、平良市長は圧倒的多数をもつて当選をしたわけでございますがこれは共斗会議という組織に則つて当選はいたしましたけれども、その中にわれわれ沖繩県民が一日も祖国に早く帰りたい、そういう本土への復帰の意思に燃えまして、この選挙戦も戦つてきたとは思いますが、その中において革新共斗は即時無条件復帰ということを打ち出したわけでございますが、平良市長としては即時というものに対する解釈をどのようにしていらつしやるか。これを明確に答弁をしていただきたいと思います。

　次は那覇市の財政はご承知のとおり、依存財源が４７％、自己財源が５３％でございまして、本土と比べますというと非常に貧困財政である。その貧困財政をどのようにして強化していくか、これを具体的に答えていただきたいと思います。これが２点目でございます。

　３点目は現在、市民の中で〝物価が非常に高くなりつつあるんだと、またなつているんだ〟ということが言われておるが、この物価対策についてどういうふうな基本態度で臨むか。さらに平良市長は立候補の際に市税の減税をするということを言つております。これを具体的にどういうようにしていくか。これが３点でございます。

　４点目に那覇市の建設というものは、本員はあくまでも日米の援助によつてしか達成できないんだと、かように考えております。そのことからいたしまして援助の獲得について、大巾の援助についてどのような姿勢で臨むか。どう進めていくか、これを具体的に示していただきたいと思います。この４点を質問をいたしまして答弁によりまして自席からいたしたいと思います。






○市長（平良良松君）

　金城重正議員のご質問にお答えいたします。行政主席の対日折衝は失敗である。それから屋良革新行政はすでに１，４００万ドルの赤字を出してアップアップしているんだがこれをどう考えるかというようなご質問のようでございますが、結論とは私と少し見解を異にするようでございます。屋良行政府の１，４００万ドルの歳入欠陥というものは、前任任命主席の残して行つた土産でございまして、これは何も革新行政主席ができたのでとたんに、予算に穴があいたということにはならないと思います。

　それから砂糖、パイナップルの買上げの問題につきましても、これは私、立法院在職時代も大部手をかけてきた問題でありますが、今、貿易自由化の波が押し寄せまして第１次産業は世界各国とも同じような苦境に立つておるわけです。あながち沖繩のパイン、砂糖だけの問題ではなく、本土自体柑橘類、青果物、農産物なんかには相当のしわ寄せがきている。本土政府においてもこの対策に苦慮している実情でございまして、もちろん沖繩の基幹産業である砂糖、パインに対して、もつとわれわれは日本経済の一環としての沖繩産業を育成してもらいたいということを本土政府に強く要求してまいつたわけでございますが、今後もまたそういう体制をとつていかなければならない。そういう姿勢の中から自然に私たちは、復帰につながる沖繩の第１次産業の育成ということは期待されるんじやないかとこう考えております。

　もちろん今回の場合は選挙のあおりを食つて、しかもその事務引継ぎの接点で起きておる現象でありますので、いろいろ住民の期待に反するようなでき事が現象として出てくることはまことに遺憾であり、また事情によつてはやむを得ないものがあると思います。そういつた一時的な現象にわれわれは目を向けずに、たゆまざる努力をこの方面に続けて行くことがこれは行政府、那覇市を問わず必要な態度じやないかと思つております。

　この次に即時復帰という意味は何かというお尋ねでございますが、これも２３年間アメリカが条約第３条によって居座わつております。この居座わつておる自体そのものは国連憲章の精神に照らしても、国際法上の慣行に照らしても世界人権宣言の趣旨に照らしても、いずれも違法であります。しかしながら私たちは力の関係でこの違法を押し付けられており、その中で住民が基本的な人権が奪われ生活権を無視されて苦しんでおるというのが今日の事態じやないかとも思うのであります。その中からわれわれ県民が日本国民として、当然あるべき姿を一日も早く回復しようということが、全県民の願いであるに違いありません。従いまして復帰という問題についてはだれもが反対する方はおられないと私は確信をいたしております。ただその方法について即時復帰ということを言つているんだが、即時というと、すぐ今だということになり、字のとおりになります。アメリカに対して何年も何回も催促してもなかなか返えさない、そういうものに対して私たちはもう出ていけ、すぐ返えせと、こう催促する側の主張としては当然じゃないか。また実際に具体的にそれじやよし返えすと言明されて、翌日目が醒めたらアメリカ人が一人もいなくなつていたということを想定するのは、これこそ非現実的な問題じやないかと思つております。この問題は日米琉政府という責任のある、しかも確固たる国家体制をもつておる国と国との交渉でありますので即時返えすと言つても、その中では行政措置として段階的に〟じや返えす〟となるならばまず何から返えしてくれるか、というふうな事務的な段階が踏まれてくるものと確信いたします。たとえば奄美大島の復帰に際しても返えすと言つて言明されてから数カ月の準備期間があつたように、２３年間沖縄を支配していたアメリカが、しかもあの膨大な軍事基地をかかえておるアメリカが返えすと言つたところで、魔法使いみたいに一夜明けたら軍事基地がなくなつてアメリカがいなくなつていたというような意味の復帰ではないと、そういうことを想定するのがむしろ非現実的な考え方じやないかと、こういうふうに私は受け取つております。

　従つて返えしてもらう側からはすぐ返えせという矢の催促をやるべきだという意味を含めたのが即時全面復帰という表現になつているんじやないかと考えております。

　３番目の那覇市の財源が非常に依存財源が多くて貧困財政である。これを打開する方法は如何んということでございますが、この点は那覇市だけじやなくして日本本土におきましても、地方自治体は３割自治だと言われておるほど現在の地方自治の財政というものは非常に貧弱になつてきておる。ところがそれに輪をかけたのが沖縄であり、そして那覇市じやないかと私は考えております。ご承知のように他府県におきましては、中央依存財源がほとんど予算の５０％から７０％占めており、もちろん富裕県についてはそうではありませんが、沖縄県とだいたい似たような条件にある県におきましては県財政においてもすでに５０％ないし７０％の中央依存財源になつております。しかし、沖縄の場合ご承知のように今年の琉球政府の予算が１億４，５００万ドルのうち１億ドルがわれわれの自己負担になつておりまして、本土、あるいはアメリカから寄せられる援助、財源というものは４，５００万ドルに足りない。そういつたことがしわ寄せされまして自然に個々の地方自治体の中でも非常な窮屈な財政操作をやらなければいけないということになつております。このことこそわれわれが全力をあげて打開していかなければならない沖繩の政治の根本的な矛盾じやないかとこう考えております。このことは逐年日本に訴え続けておりまして、当初５，０００万円から始まった日本の援助がわずか数年のうちに３００億円にまで増額されております。そして那覇市の建設につきましても、たとえば安謝港の埋立事業、あるいは公営住宅の建設というものは堂々と本土の予算から支出されるようになつてまいりました。この努力をわれわれは続けていくことによつて、那覇市の復興計画についての予算、あるいはその他の民生向上についての予算につきましても、本土政府をしてもつと祖国としての責任と義務を果たす体制を打ち出させていく、そういうことが可能だと思つております。それは遙か理想のかなたにあるとおつしやるかもしれませんが、最早これは時期的にもあまり遷延を許さない事態になつているんじやないか。私、早速このことにつきまして、行政主席とも十分な連絡をとつて那覇市の貧困財政の窮状も十分訴えていつて、本土の責任の下において本土の政府の義務を果す考え方を打ち出させていきたいとこう考えております。なお私、さし当つての財政操作につきましては先ほども申上げましたように、実際事務についてはまだ手をふれておりませんので内部的に改善されるもの、あるいは財政操作による隘路打開そういつたものは皆さんにもおはかりをいたしまして、逐次工夫改善してまいりたいと考えております。

　物価対策、租税の減税ということも、これは那覇市だけでできる問題、できない問題があると思いますが、このことにつきましてもそういう方向に向つて努力をすれば必ず可能である。今、具体的にどうこうということは少し急ぎ過ぎるきらいがありますので、ご説明を申し上げるわけにいきませんけれども、とにかく税負担の高率ということは本土と比べてもはるかに高いんだと、また基本的な矛盾から生じまして当然そのことが言えるのでありまして、先ほど申し上げましたように財政立直し、財源獲得の運動と合わせてこういうことも創意工夫をこらして改善していく決意であります。

　最後の那覇市の復興は日米援助を待たなければならないがその見通しはどかということにつきましても、先ほど申し上げました基本的な私の態度からどうしてももつともつと、今のように３０％の援助じやなくして少なくとも現状においてでも、この比率を逆にした７０％は日米の支出で３０％がわれわれの負担といった予算構成の形にもつていく努力をしなければならんと思つております。以上簡単にお答え申し上げました。




○金城重正君

　ただいまの平良市長の答弁は実にお粗末な答弁でございます。こういう考え方で向こう４カ年市政をやつていくとなると、どうも懸念されるところがございます。まず今の答弁が今度の砂糖買上げの問題にしても、政権が交代してまだ間もないので仕方がないんじやないか、とこういう答弁のやり方は革新市長らしくないのでございます。また革新主席らしくないのでございます。現在砂糖折衝の段階においても、それがほぼ決まるまで屋良主席は在京しております。未だに帰えつてまいりません。あちらこちらまいりましてちやほやされておりますが、その砂糖の問題というのはわれわれ県民、農民の特に零細企業である農民の重要な問題であります。そういうような重要な問題が決まるか決まらないかという重大な時点において、屋良主席はあちらこちらに行つてちやほやされております。これこそ県民不在の政治だと私は申し上げたい。こういう〝いたしかたない〟ということでは本当に革新らしくないのでございます。そういう姿勢というものは平良市長には私はないと思いますが、その面一つ姿勢を正していただきたいと思います。

　まず私の質問の第１点に対して。即時というものの解釈がございましたがその即時の解釈でございますが目がさめてみたらアメリカさんはだれもいなかつたと、本土に復帰していたんだというようなことに解釈するのはこれは非現実的だというような答弁をされた。しからば即時というような意味を辞典で引つぱつてもわかるはずですが、即時というものはすぐだということである。平良市長が即時日本復帰ということを唱えておるならば、平良市長の即時日本復帰は非現実的であるのかどうか、そういうようにまだお考えになつておるのかどうか。さらに平良市長はただいまの答弁からいたしますと、即時に復帰はできないんだということを言明されており、また現在の国際情勢、極東情勢、沖縄の情勢からいたしまして、無理ということをおつしゃつている。しからばいつ日本に帰えるのか平良市長としてはそれに対しては答弁できないと思う。しかし即時日本復帰ができないというならばどういうようなことをやるのか、本土に帰えるまでにどういうことをやるか平良市長として住民福祉のことを考えるならば復帰の目途が、今つかないということをはつきりおつしやつておる。であるならばその復帰するまでどうするか、そのことについての平良市長の基本的な考え方をお答えしていただきたいと思います。

　次は財政の強化でございますが、これはただいま就任した時期でございますのでいろんな面を考えていきたいというような答弁でございますので、それはけつこうだと思いますが物価対策と市税の減税についてはまだ答弁されておりませんので、それについてもご答弁をお願いいたします。




○市長（平良良松君）

　ご高説まことにありがたく拝聴いたしましたが、屋良施政が非常に県民不在の政治だというお説ですがこれは見解の相違で一晩中議論しても、金城議員とは接点を見出せないようでございますのでそちらのご見解にお任かせしておきます。それから即時復帰の問題でございますが、私は沖縄県民であつて、復帰を要求する側であります。しかし私が要求したからといつてアメリカがいつ返えすかはこれは予測できない、しかし私はすぐ返えしてもらいたいとこういう主張をいたしております。国際情勢上無理だと私は考えておりません。アメリカがそういう腹になればいつでも返えせる問題であつて、問題はアメリカの返えすか返えさないかの考え方に立たなくちやいかない。しかし、そうはいつても、アメリカはいつまでたつても〝いやこつちの都合が悪いから返えさない〟と言つてしまえばいつまでも返えさないということでございます。そこいらがわれわれの運動、あるいは要請に大きな任務がかかつているんじやないか。私どもはあくまでもそれが実現するまで今すぐ返えせという要求の声を続けるべきだと思つております。しかし復帰が実現するまでに一体何をなすべきかということでありますが、これは那覇市としてはやるべきことがたくさんあると思います。しかし施政権が返えつたからといつて一部に懸念されるような経済界の混乱というものがすぐに起きるとは考えておりません。その混乱をなくしてスムーズに復帰事務を引き継ぐということは、それはやはり住民に責任をもつ独立国政府が両方責任をもって、ちやんと引き継いでもらえるものと私は確信いたしております。その点について何ら不安を抱いておりません。

　それから物価、税金の問題でございますが、この点は抽象的に申し上げますならば流通機構をよくして物価の引き下げをやるとか、あるいは諸経費を削減して減税をはかるといつたような言い方ができると思いますけれども、そういうことではあまりにも誠意がなさすぎる問題であり、また具体的に申し上げようといたしますと、ご承知のように私は今実際の財政操作というものをまだわかつておりませんし、また租税の徴収状況そういつたこともこれからでございまして、心構えとして先ほど申し上げましたように物価対策についてもこれは私一人の考えじやなくして、婦人連合会あるいはその他の民主団体の中から物価を下げろという要求が出ておりますので、その要求に従つてその方向に努力をしなければいけない。これは市政をあずかる者の当然の責務だと私は考えて物価対策にも努力をしたい、あるいは減税の運動についても努力したいこう申し上げているわけでございます。以上その点についてはそういうふうにご理解をいただきたいと思つております。




○金城重正君

　どうも平良市長の答弁からしまして解釈ができかねますけれども、私が第１点に申し上げました本土復帰というものがいろいろな客観情勢の都合上、平良市長としてもどうということは言えない、ただし返えせ返えせというような声で要求するんだということはけつこうでございます。われわれも要求いたします。ただ私がお聞きしたいのはいつ返えるんだということは、日本の佐藤総理大臣は両１年以内に目途をつけると言つておる、その間那覇市政をどのようにやつていくか、ただわれわれは日本に返えせ返えせということだけでは那覇市政はできないはずです。その根本になる、本土に返えるまでの間、平良市政としてはどのように財政を大巾に増やして、住民福祉を図かられるのかその点を私は聞きたいのでございます。ご答弁をお願いいたしますと同時に、物価対策と市税の減税の問題についてはっきりした答弁が得られなかつたんですが、物価対策については婦人連合会やその他の団体が要請しているんだということでありますが、平良市長としては市長に立候補した場合にも物価を下げるんだと、さらに減税をするんだと公約しておる。それで本当に平良市政の４か年の間に、責任をもつてその物価対策というものができるのかどうかお尋ねしたいのでございます。




○市長（平良良松君）

　お答えをいたします。復帰が実現するまでの間、どのような準備をしなくちやいかぬかというご準備でございますが、先ほど申し上げましたようにその事については摩擦、矛盾が生じないように双方の責任者たちが段階的に事務の移行ができるものと安心をいたしておりますが、那覇市としてもたとえば今のような予算のあり方なんかというものはぜひ是正してもらわなければいけない、そのためには努力をしていかなくちやならない。あるいは社会福祉面におきましても、日本にある諸制度を沖繩県、那覇市という立場にあてはまるように努力をして、ただ佐藤総理大臣が両３年に目途をつけるということについて私はあきたらないと感じておりますが、両３年に目途をつけるということで何年後に返還が実現するという時期がはつきりさせられておるかどうか、その点にも大きな疑問が出てくるわけでございますが、今ただ漠然としていつ返えるかわからないものについてはおそらくこれはどなたにもどれから先に手をつけてどの順序で先にやつていくという手段、要するに復帰の青写真というものができ、そういう時期が明確にされてこないと出てくるものじやないんじやないか。ただ基本的には早急に較差を是正して、われわれが当然日本人としてあるべき姿を一日も早く回復すること、これが復帰に備える重要なことじやないか、しかしそれはタマゴと鶏のたとえのとおり施政権が返えらなければそういうことは実現できないが、その前にもできるものがあるんじやないか。そういうできるものにつきましては衆知を集めて本土政府ともアメリカ政府とも折衝して、その地均し工作と申しますか較差是正というものは努力していかなけれがいけないと、こう考えております。物価対策につきましては先ほどから申し上げておりますように、これは那覇市だけの問題ではなくして、やはり琉球政府とも政策に則つてやつていかなくちゃいけないが今、主導性がないんじやないかと思います。ただそう言つた市民の声、特に都市に集中する市民の生活費も高くなつております。従つてそうそうものも流通機関等を整備いたしまして、少しでも安くするというような方法で考えられるだろうし、またその点に努力をしなくちやいけないと思つております。ご質問のように私の在任４カ年の間にこうしたことはぜひお約束した以上、実現しなくちやならぬという責任を痛感するものでございまして、このことについては努力をお誓いするということでご理解を願いたいと思つております。




○金城重正君

　物価対策はそのままにいたしまして、市長は復帰するまでの間何をなすべきか、どうするというようなことについて、ただいま答弁いたしております。すなわち復帰する段階において摩擦、本土の国民と沖繩の県民が摩擦しないように矛盾しないようにそのときまでに、いわゆる本土政府の責任においてそういう援助獲得もやるんだと、すなわち較差是正をやるんだということを答弁いたしております。であるならば較差の是正ということは、私どもが本土に復帰する段階において本当に日本国民として、日本本土の人々とも肩を並べるようにすべての制度、すべての問題においてその較差を是正するというようなことが問題になるわけでございますが、いわゆる較差是正ということは一体化政策であると私は考えますけれども、平良市長は較差是正を要望するならば一体化政策にも賛成であるのかどうか。その面をご答弁をしていただきたいと思います。




○市長（平良良松君）

　一体化政策とか較差是正とかいうことは一つの表現であると思います。しかしそういう表現をかりてわれわれは２３年間騙され続けてきたのであります。その過去においてその実績がございます。ですから私たちは即時無条件全面返還というふうに、沖繩県民の要求をはつきりすべきであつてその間にいろいろなまやかし的な表現を用いてはいかぬと思います。もちろん実績的に復帰をすれば一体化になるんだということで一体化も較差是正もけつこうであります。けつこうであるがそれを借用して実際の問題を遅らしてきたのが今日までの実情じやないか、沖繩の政治の貧困じやなかつたかと思つております。そういうことで内容名実ともに一体化であつてほしいのであります。そういうことが見られなかつたところに、私は一体化という言葉表現にはあまり賛成しないということであります。




○金城重正君

　いわゆる実質的にはその較差是正とか一体化には賛成である。ただ言葉の表現がまずいんだというような平良市長の答弁でございますが、私はそれこそまやかしと考える。平良市長はただいまの答弁の中で較差是正は必要だと、またやるんだと言つております。さらに日本の総務長官は両３年に一体化政策を進めるんだとはつきり言つております。そういう面平良市長はどうお考えになるのか。それには賛成であるけれどもまやかしだと、ただ言葉の文をとつて一体化政策には反対ということこそが平良市政のまやかしだと考えますが、どういうように考えますか。




○議長（高良一君）

　休憩いたします。

	（午前１０時２８分　休憩）

	（午前１０時２９分　再開）







○議長（高良一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。２２番議員の発言を許可します。






○赤嶺保三郎君

　質問をする前に市良市長、稲嶺第１助役、前田第２助役おめでとうございます。それときのう万場一致で同意したことに対しては、まさに２１番議員の述べたとおりであります。

　市内の交通対策についてを第１点とし、それから財政質問についての２点だけ市長にお尋ねしたいと思います。日を増して増加を続ける車の氾濫で市内の各地、重点地点では車が列をなしている箇所を申し上げますと、泊交差点、久茂地交差点、旭町交差点、与儀公園前なんかで交通が本当に麻痺いたしまして、市民生活に不便を与え産業面にも不利益をもたらし大きな社会問題となつて発展しつつありますが、これについては１号線に結ぶバイパス線の開発が始まつておりますが、部分的工事の施行でございますので相当時間がかかる感じがいたしますが、那覇市内に結ぶ内間線から安里線、それから姫百合通り当りはほとんど完成に近い工事の施行がなされておりますが、それに結ぶ農連前から小祿に対しての橋の建設と内間教会から安謝橋に結ぶ線は先に述べました交通麻痺解消のための重点施策であると思いますが、市長はその工事の促進対策を立てているか具体的に明確にご答弁願います。

　それから財政問題については、市長は選挙の場合に西銘市政の税金が高いんだということを申されておりましたが、高いということで減税するんだということを明確に申されておると解釈いたしております。確かに税金は税法あるいは市町村条例の下で徴収されておりますが、平良市長は税金を減税すするためには、何らかの財源を確保しなければならないと思いますが、どのような方法で税金を安くされますか、それと税金は絶対上げないんだというご答弁をされておりましたが、税法、条例が改正されましても平良市長の任期中は税金は本当に上げないのかどうか。これをはつきりお聞きいたします。答弁によつて自席からまたご質問をいたします。






○市長（平良良松君）

　お答えいたします。市民の声切な声を反映してのご質問だと理解いたしまして、まず交通緩和についてのご質問にお答えいたしたいと思います。まことに日に日にはん濫する自動車の洪水で、今日では自動車があるためにむしろ市民の足が不便になつたというような矛盾した状態になつております。この現状を打開するために政府も、また民間におきましてもいろいろ苦労されておるわけでございます。その中で一番大切なことは道路網の整備ということでございますが、これもご承知のように人家が建て込んできた今日ではなかなかその用地の取得、あるいは立退き補償等で困難なことがたくさんございまして一朝一タでは実現できないという実情にあります。さらにお説のように今手をつけられておるバイパスの問題でございますが、せめてこれだけでも実現すれば若干の交通緩和はできるかと思うのでございますが、私が真和志の市会議員時代、あるいは真和志の合併の条件としてもあのバイパスを小祿に貫通するというところまで構想し、一部は合併の議定書にもそれが記入されておるわけでございまして、この実現についてはぜひ努力をしなければいけないと考えております。さらに緩和の方法についてでございますが、たとえば高良議長がかねて構想されておるようなモノレールの設置、久茂地川の上をふたをして交通路にするといつたようないろいろな方法が民間におきましても議論されております。しかしこれを取り上げて実現するためには、全くこれまたお説のとおり多くの財源を必要とするわけでありますが、この問題については抜本的な財源獲得を先ほど金城重正議員のご質問の際にお答えいたしましたような趣旨で財源獲得に取組んでいかなければならぬのじやないか。さらに大きくは那覇の都市復興計画、建設計画とも関連させまして交通網の適切妥当な整備ということにも十分力を尽していかなくちやいけないとこう考えております。

　それから税金の問題につきまして平良市長は任期中に絶対に、税金を上げないかというご質問でございますが、これは税金の額とその額の上下と、税金が高いんだ安いんだという観念とは少し違つてくるんじゃないかと思います。できるだけ税金を上げないように努力をいたしますと申し上げるしかないと思います。さらにこの点につきましては、政府の税制改革なんかも生じてくるはずでありまして、そういうものともにらみ合わせまして市民の負担の軽減ということに一層の努力をはらつていきたいと考えております。




○赤嶺保三郎君

　交通問題についてはいろいろ家が建ち並んでおり、那覇市の財政ではどうにもならなという答弁でございますが、もちろん那覇市の財政ではどうすることもできないのですが、高良議長のモノレールとかいろんなのが出ておりますが、私が市長に聞きたいのは那覇市の財政でできなければ日本から道路公団でも導入いたしまして、有料高速道路でもつくる計画はないかどうかを強く聞きたいのであります。それから税金が高いとか下げるとかいう問題は、それはもちろん今市長がご答弁になつたとおりにしかできないと思います。西銘市長は高く私が市長になれば安いんだということは、当選するためのただ演説であったということにしか私どもは考えてなかつたわけでございます。これはそのとおりしかいかないと思います。で今先き申し上げましたそういう道路公団を導入いたしまして、有料高速道路をつくる考えはないかということについてお尋ねいたします。




○市長（平良良松君）

　お答えいたします。道路網の整備ということにつきましてはお説のようにいろいろの構想が出てくると思います。有料道路の新設ということも非常にけつこうなご提案だと思います。ただ那覇市の場合には道路網を整備しただけでもいけない問題がたくさんございまして、基本的には石川栄一博士が発表されましたマスタープランによって１５カ年計画というものが執行されたわけでございますが、ご承知のようにこれも２２％しか進捗していないという実情でございまして、この際那覇の復興計画につきましては首都建設委員会、あるいは那覇市都市計画委員会、そういつた委員会もございまして改めて朝野の知恵をしぼつてこの計画の練りなおしをする必要があるんじやないか。その際にやはり道路網の整備ということも重点的に考案されていかなくちやいけないこう考えております。さらに那覇の復興計画の推進につきましてはお説のように大巾な財源獲得の方法を考えて、あるいは日本における道路公団そういつたものの側面的援助も導入するような方法も考えられてくると思いますが、いずれにいたしましてもこのことについてはここで大きな転機を迎えるような対策を樹立していきたいと私自身考えております。




○赤嶺保三郎君

　市長の答弁を聞くとむつかしい問題で、首都建設委員会とか都市計画委員会になにか責任をなすりつけるような感じがします。交通緩和に対しては市長としてはこれという基本方針はないのかどうかはつきり答えて下さい。




○市長（平良良松君）

　お答えいたします。責任転稼をしているとおつしゃいますが、今日では那覇市だけでいくらがんばつても根本的な解決策は持てないというのが実情じやないかと思つております。そしてこれを打開するためには、やはり政府、那覇市当局、それから学識経験のある人たちの知恵を借りて、この際抜本的な対策が立てなおされる時点にきているんじやないかこう私見を申し上げたわけでございます。




○赤嶺保三郎君

　市長自身の方針があつてはじめて学識経験者とか有志の方々との懇談会も実現すると思います。市長としての交通緩和に対しての実際基本方針はないわけですか、そういうふうに解釈していいわけでございますね。




○市長（平良良松君）

　交通緩和につきましては、ただいま現時点における市長の責任としては前任者が計画された道路計画なんかを着実に執行していって、当面は打開していく、ただお説のように日本から道路公団の導入をして有料道路の新設など考えていないかというご提案がございましたので、そういつた問題についてはもつと基本的に、各方面の意見を聞いてしかも那覇市長独走でなく政府とも有機的な連絡の下に、大きく構想を打ち変えていく時点に到達しているんだという私見を申し上げたに過ぎないのでございます。けつして責任を回避するわけではありません。






○友利栄吉君

　本員がお伺いすることは直接現市長に責任のある問題ではございませんけれども、今後の市政の進め方について検討を要する問題でありますのでお伺いいたします。

　ご承知のように下水道工事が進められ配管工事も終つた、区画整理のすんだ地域において、選挙戦のさなかにおいて急ピッチに道路舗装工事がなされました。ところが道路舗装工事の際に、せつかく配管工事の終わったあとをブルで敷いたためにマンホールとか、あるいは取付ワクなどが無数に壊わされております。去る９月の議会において大浜議員から質問をしたときに、金城部長がマンホールは２．３箇所壊われて土砂が流れ込んだのはお説のとおりであります。しかしこれは横の連絡が不十分なためではなく、ブル運転者の不注意によるもんだ、というような答弁をしております。その後調査したところによりますと、マンホール２．３箇所どころではない、取付ワクにいたつては２、３００も壊わされており、復旧工事に要する経費もまた莫大な予算が予想されるわけでございます。しかもこの工事は市の直営工事であります。市の直営工事がそのように市民を誤魔化して、下水道工事をした、道路を舗装をした。しかしまたそれを復旧するためには莫大な費用をかけなければならない、あまりにもずさんな工事の進め方であります。そういうことは現市長には関係ないといたしましても、その実情について、その復旧計画について責任ある課長の答弁を聞きたいと思います。あとの点は自席から質問をいたします。






○下水道課長（安里一郎君）

　お答えいたします。下水道工事が始まりまして５年になろうとしておりますが、その間旧区画整理地域におきましてはほとんど施設が完成しております。そのために道路工事を行なうにしましても、非常に困難な状態になつておりまして、非常に注意をしなければ工事ができないと、つきましては道路工事その他あらゆる工事をやる場合には非常な注意を必要とします。現在行なわれておりますタール補償工事の路盤造成工事におきましても、同じように非常に困難性を生じております。まだ工事になれていないせいもございまして、この下水道施設を破損した箇所が約１，２００箇所ございまして、費用としましても約２万ドル必要とする状態になつておりますが、今後その予算措置が必要でありますけれども、工事の方法につきましても土木部内で横の連携をよくいたしまして、調整をしてやつていきたいと思つております。また今後はお互に研究いたしまして、工事の方法などについても速度は多少落ちるかもしれませんが、十分注意をいたしまして損壊を少なくするような方法を研究し合つていきたいと思つております。




○友利栄吉君

　下水道の配管工事について各家庭への引っ込み工事が１２月末ごろ、遅くとも１月ごろは着工される予定だというふうになつておりましたけれども、未だに何の準備もなされていないように聞いております。そのことは今の道路工事に伴なう、下水道施設の棄損によるものであるのか、ほかの原因によるものであるのかということをご答弁を願いたいと思います。




○下水道課長（安里一郎君）

　これにつきましては先ほどの施設の破損も原因しておりますが、そのほかにも取付け工事その他をするための諸準備ですね、下水道運営をするための諸準備がちよつと遅れておることも原因しております。そして今後は施設を十分運営できるような、予算措置なども講ずる必要があるというふうに考えております。




○友利栄吉君

　この点につきましてはこれで質問を終わりますが、次は市長にお伺いしたいと思います。今取りあげました問題は内部体制の弱体の現われであると、このように私はみております。また今市民が那覇市役所にまいりまして、職員の執務状況を見ております。その市民の声は非常に厳しいものがあります、一体市の職員は仕事はあるんだろうか、非常に遊び過ぎておる、というふうな印象を市民に与えております。果してこれはどこに原因するものなのか、市の職員が多過ぎるのか、仕事が少ないのか、機構が悪いのか、もしそうであれば、新市長はそのようなことをどのようにとらえておられるのか。この点についてどのような機構改革、人事行政をしていかれるつもりであるのか、内部の体制はこれでいいのかどうかこの点についての所信をお伺いしたいと思います。






○市長（平良良松君）

　お答えいたします。ただいまのご質問についてまことに市長としても、責任を痛感するわけでございます。ご承知のように今年はまれにみる選挙の当り年でありまして、主席、立法院選挙、那覇市長選挙という選挙が行われました。しかも本年２月１日の立法院定例議会において、戦後初めて主席の公選が実施されるということが発表されて以来、政治に携わるものがみな浮足立つていたということが言えると思います。特に那覇市におきましては首脳部のほとんどが選挙に立候補いたしまして、しかもその側近がすべて選挙運動に没頭したというきらいがございます。それも長期に亘つて行なわれましたために、必然的に市政の空白というものも生じてきたし、また下部職員の監督指導ということにも大きな手ぬかりを生じたことだと思つております。幸い私就任いたしまして滞りなく助役選任も同意していただきました。不日部長人事も発表申し上げる段階にきておりまして、いわゆる市政の首脳人事を整える段階にまいつております。そういつた人事が充実いたしました場合、直ちに各下部職場の強化指導ということに専念したいと考えております。

　ご指摘のような工事の疎漏などにつきましても、工事監督を厳重にすることと、技術指導を強化することないしは職員間の連携を密にすることによつて、十分そういうことのないように、また発生しないようにやつていきたいと思います。そうした一応の内部体制を整えたのちに、各職場で明朗な職場づくりをして職員が十分に機能の発揮ができるような体制にもつていきたいと考えております。




○議長（高良一君）

　休憩いたします。




	（午前１１時５９分　休憩）

	（午後　１時　７分　再開）







○議長（高良一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。４番議員の発言を許します。






○喜舎場盛一君

　平良新市長は革新共斗会議の統一候補として立候補なされ、また当選してきたのでございますので向こう４カ年間、やはり革新共斗会議の方針に乗つて那覇市政を運営するものだと本員は確信してやまないのであります。よりまして東京都の美濃部スマイルとか、あるいは屋良スマイルとかいうふうに表現されておりますが、このたびの平良市長のすなわち革新共斗会議の革新カラーという一つの何ものかがあるんじやないかと思つております。その革新カラーなるものを一つ具体的に、どういうものでやつていくんだというのを答弁していただきたい。一つには市民に対して従来と違つた革新カラーなるものをどのような方向で、いわゆる革新カラーを表現していくか。２番目に市職員に対して革新市政というものはこういうものだといつたところを、どういう方法で行なつていくのか。それから３番目に、革新共斗の統一候補でございますので、革新共斗の皆さんも従来市政に対する態度というのは一貫した行動がございました。そこで現年度の予算の中にも、すなわち革新の皆さんの一部の方々は市の事業に対しましても反対をとつてきたものがあります。これは申し上げるまでもございませんが、下水道工事に対してはある政党所属の議員は最初から反対を唱えてまいつたのでございます。そこで新しいニユアンスをもつた革新カラーをもつた市長が誕生したのであるから、早速この統一革新共斗会議の考え方を市政に反映させなければいかないんじやないかと思います。よつて現年度の予算もこれは更生をいたしまして、あるいは共斗会議の皆さんの考えが下水道事業に反対であるならば、そういった事業もストツプをいたしまして、予算の更正もしなければいかないんじやないかと思うのでございますが、この予算の更正もやるのか、あるいはやらとしたらいつごろやるのかはつきり答弁してもらいたいと思います。

　４番目に対米姿勢についてでございますが、先ほど申し上げましたようにアメリカの補助事業に対してはほとんど反対の態度をとつてきたのが革新共斗会議の皆さんの考え方でございます。そこで今後、平良市長は対アメリカ民政府に対する姿勢をどのような態度で臨むかお伺いしたいわけでございます。

　５番目に先ほど２１番議員、あるいは他の議員からも質問がございましたがが、平良市長は選挙の際に減税をするという一つの公約をしてまいつたのでございます。この減税について２、３答弁がございましたけれども、これというしつかりした答弁がなされておりません。どのようにして減税をするんだということをはつきり答えてもらいたい。以上でございます。






○市長（平良良松君）

　お答えいたします。革新カラーをどういうふうに打ち出すのかというお尋ねでございますが、これは先ほどご説明申し上げたかと思いますけれども、抽象的に申し上げますならば市民との対話による民主的な市政を打ち出すんだと申し上げております。じや、その市民との対話による民主的な政治ということはどういうことか、具体的にと言われますと、これはやはり今後の私の行動によつて示す一つ一つの市長としての行動をご覧に入れるほかございません。

　内部体制についてどうかと言いますが、これもやはり市民福祉を優先するあくまでも市職員としては市民の公僕であるという精神を高揚し強調し、そういう方面を指導いたしましてサービス面に努めて、市民の公僕としての態度にはずれないように指導を強化していきたいというふうに考えます。窓口業務の改善等についても意を用いていきたいとこう考えております。

　革新陣営の中でも今まで市のいろいろの政策に対して、真つ向うから反対してきたのがあるし、そういつた面は早速にも予算を打ち変えて、方針を切り換えるべきかどうかというご質問でございます。過去においてそういうこともございましたし、私は努めて私の方針に沿つて市政を運営していきたいと考えております。ただご指摘のように年度途中で、前任者の行なってきた事業を途中から打ち切るということは、これは市民に対して迷惑をかけるだけで何ら利益がないと考えております。たとえば下水道工事にいたしましても、発足当時はなるほどいろんな事情から反対もございましたが、すでに立法院におきましても下水道法、あるいは下水道公社法というようなものが立法化されまして、ちやんと政府としての指導方針、あるいは制度が確立されておりまして、それに則つて運営されていくわけでございますので、今日ではすでに決められた方針であり、しかも着手された問題について、いつまでも反対を固持する必要もないかと考えております。

　従いましてこの事業も予算等を更正するんじやなくて、むしろ予算の操作によつてこの事業がスムーズに遂行されるように意を用いていきたいとこう考えております。

　対米姿勢についても私ども何も反米を目的にしているわけじやございません。ただ従来、あまりにもアメリカが植民地的支配を押しつけてきた。これに対して私らは批判し抵抗してまいつたわけでございます。けつして反米のための反米じやなくして問題によつて強くアメリカの反省を促すという態度を取つてきたまでのことでございまして、その態度は今後とも堅持して、やはり主権在民、沖繩の政治は沖繩の民意を十分にくみ取つてやつていけということを強く要求していくつもりでございます。余計なことを申し上げるわけでございますが、早速那覇地区における琉米親善委員会からどうするかという申し込みがありましたので、私はそのような私の決意を申し述べて従来どおり、那覇市民として一つ那覇市民に対する親善を続けていただきたいということを要請してございます。

　減税につきましても、減税のほうは住民負担の軽減ということが目標でありまして、そのためには税額が少なかつたから住民の負担が軽くなつた、高くなつたから重いという税額面だけでは即断できない面もあるかと思います。もちろん景気がよくなり世間が非常に賑やかになつてまいりますれば、税額も従つて上つてくるのが必然であります。しかし国民所得の上昇に伴ないまして、機械的に税率が上つていくのじやなくして、やはり国民所得が高くなつていつても税率をすえ置いて、あるいは引き下げていつて市民の負担を軽くする。そういった方向に努力していきたい。しかも財政需要のギャップをどうするかということは先ほど申し上げましたように沖繩の自治体に対する日本政府の義務の不履行、そのためにわれわれは重税にあえぎなやんでいるんだと、このことは那覇市民はもちろんでございますが、全県民的な立場から本土政府にも交付税等の要求をするほか、琉球政府に対しても交付税の増額要求、そういうことを他の市町村とも連絡いたしやつていきたい。そうして地方財政の強化は政府、市町村を挙げて努力していきたい。こういう体制をつくつていきたいと考えております。




○喜舎場盛一君

　減税については何ら具体的な説明ができないようでございますが、私が聞いていますのは減税をすると公約しておりますので、現時点における那覇市の市民税、あるいはその他の税金を値下げをするんだということが減税であるということであるだろうと思います。ですから市民税をどのようにして幾ら減税をするといつたような具体的な案がなければいけないんじやないかと思います。この点についてもう一度答弁をお願いします。




○市長（平良良松君）

　お答えいたします。具体的な問題を今明示しろとおつしやいますけれども、これはしばらく時間をかしていただきたいと思つております。先ほど申し上げました根本的な理由からいたしまして当然減税をしなくちやいけない、これは如何なる市長が実現いたしましても絶対命令ではないかと私は考えております。ただこれを具体的にということになりますと、さて市民税を安くするか、その外の固定資産税を安くするのか、あるいはどこに凸凹があるのということにつきましては事務担当者と十分打ち合わせし、また財政需要の面も勘案いたしまして随時そういう方面に努力していきたい。こう抽象的に今の段階では申し上げる以外にはないのでございます。ご了承願います。




○喜舎場盛一君

一つそのように努力していただきますようお願いいたします。もう一つ、先ほど下水道事業に対しては市長の方針どおり、下水道工事もやつていくんだという決意を披瀝されております。当の平良市長の与党議員である、すなわち人民党所属の皆さんはずっと反対をしてきてまいつております。６名が与党議員と称されておりますが、そういつた自分の与党議員が市長の目標とする市政に対しまして反対をしていくということは、大変市民に対してもこれから心配をかけ、あるいは市の行政もスムーズにいかないことははつきりしております。今後こういつた市長の下水道工事を遂行していくという方針に沿つて、現在の与党議員の皆さんを市長の考えどおりに納得させきれる自信があるかどうか、一つお答えをいただきたいと思います。




○市長（平良良松君）

　ただいまのご質問にお答えいたします。市長の与党議員である人たちが、この下水道問題では反対されたが、今日これを説得して協力させる自信があるかというご質問のようでございましたが、私はどういう条件でどういう趣旨で反対されたか、非常に申しわけないことでありますが詳しくは知つておりません。またその後この問題について意見の調整をしたこともございませんけれども、問題は先ほど申し上げましたようにちやんと琉球政府で立法化がなされ、その法に則つてする仕事でございますので、あるいはその立法当初においていろいろ論議があつたかもしれませんが、しかし民主主義の社会は多数決の原則でございます。すでに那覇市において多数決によつて工事施行が決定され、しかもそれが着手され工事半ばにきているということになりますと、今さら昔反対したからまた反対だというようなことじやいけないんじやないかと考えております。そういう見解に立ちまして、おそらく今日下水道工事を中止して予算を編成替えしろといつたような意見は出てこないんじやないか。こういうふうに考えます。

十分その点につきましては意見を調整しスムーズに工事が完遂するように努力したいと考えております。






○宮良永昌君

　革新市政の核心に触れてみたい。こういうことを冒頭に申し上げます。しかしこの革新政党の核心に触れてみたいとかということは非常にむずかしいようですが、具体的に申しあげてみたいと思うんです。従って〝拝啓平良市長様〟というように手紙を書くような気軽るな気持ちで申し上げます。ご安心下さい。従つて総括質問をいたしますので１つ、２つ、３つ、４つ、５つという在来のいき方ではなくして一括して申し上げますので、その中で重要なものをセレクシヨンしてより取りされましてそれもおまかせしましよう。大部譲歩します。そうしましてお答え願いたいと思います。

　戦いがすみまして日が暮れたんじやなくて夜が明けたわけでございまして夜があけるということは目が醒めたということであります。目覚めたということでありましてふり返えつてみますと、非常にあとぐされの悪い感じがいたしまして、なぜ兄弟が鎬をけずつてかくまで泥試合をしなければならなかつたか。目標は那覇市の発展のため、市民福祉促進のためと目標はみんな決まつておるのに、そこに見解の相違がなぜあるかという問題でございまして、いずれも党の選んだ目標も期するところは一つであつたわけです。そういう問題を全部済ませまして目が覚めてみますと、平良市長が忽然としてそこにデビユウしたと、こういうふうな心境でございます。

　そこで申し上げたいことは選挙戦でるる述べられ公約された問題がですね、実際に実現するという前提で言われたもんか、在来の選挙戦で勝たんがための一つのジエスチヤーであつたかどうか。たとえばですね、西銘市長がやつたことは全部悪政であり罪悪であつたか、功罪両天秤にかけたとき褒めるところはなかつたか。しかし西銘市長を褒めておつたんじや選挙には負けるからやむを得ずくさしたという心境があったかもしれないと思います。そういうことで決着するところはわれわれ市会議員としては、１９６９年度の予算を議決した責任があるわけです。そのためには議決した予算を忠実に収支のバランスをとつて執行してもらいたい。今後のわれわれ議員の課題はそれを監視して、美しい意味の監視であります。本当の平良市政のカラー色にぬりつぶすということは来年の７月１日以降でなければ現われてこないということは間違いない。日本復帰が即時できないということは、おつしゃつたように、革新市政を今１０日からすぐやれということは無理であろう、それはよくわかります。

　そこで申し上げたいことは、それじやそれに対する心構えなんです。どういう心構えを持つてやつて行かれるか。革新という意味ですね、私は革新という意味が本当にはつきりわからないんです。一切を新らしく改革して、場合によつては革命を起こすというようなもんであるか、あるいは形にとらわれますと赤旗を立てて抗議デモをしていくという、赤旗の波、これが現象的に現われたのが革新のシンボルであるかどうか。保守党の今までやつてきた行為は全面的に蹴つ飛ばすのかどうか。いい面は取つて、つまり古きをたずねて新しきを知るという、温古知新の心境で市政に臨むのかどうか。もう少し飛躍的に申し上げますと、革新共斗会議というもんにとらわれることなくそういう義理だとかをいうような小さいものにとらわれずに超党派で市政を運営していかれるかどうか。そして西銘市長に対して褒める言葉が一つや二つあるかどうか、俺は勝つたんだからというわけで市長の椅子に着かれるかどうか、座わるときに居ごこちはどうであつたかどうか、ああ済まなかつたなあ、と、織田がつき、羽柴がこねて、喰うは徳川、という見方も人によつちやあるわけです。大きな所帯をお膳立てをしていただいて、さあ味はおいしかつたかまずかつたかどうか。感激して涙が出なかつたかどうか、感謝いつばいであつたかどうか、市長の人間性をお尋ねしたい。とかく創作というものはむずかしいのです。人の作つた本を使用したり、人の作つた作文を訂正することはだれでもできます。実際それを創造していくもののあとを受けていく人は楽なんですね。同時に那覇市というところの大きな世帯、台所の所帯主になるということは、世帯主になつてはじめて世帯の切盛りということにぶつかってきます。その時自分が世帯主でなかつた場合、未経験であつた場合、現在の心境において多少のずれはないかどうかその点。

　さらに、よくきれいなまちづくりをする、明るい那覇市をつくる、これはすばらしい言葉です。きれいな那覇市をつくるということは道路の汚れた所を掃除するだけではなくして、市民の心の浄化も大事だと思うんです。今、そうしたしこりを速かに浄化しなければいかぬところの方法、その心構え。もう戦いは済んだんじやないか割り切つて、どうぞ皆さん一緒にやりましよう、という積極的な方法、何かそこにお考えはないかどうか。よく官公労、あるいはあっちこっちの事務所に行きますと、机の上は実に混沌たるものでありまして、〝Ｂ５２撤去〟、〝原潜寄港反対〟、〝打倒佐藤〟というようなポスターがいつぱい並らべられております。これは気持ちは実によくわかりますがみつともない話、その手近なものから浄化していかなければ、事務所でそうした斗争心、反抗心そういうものを持つておりますと、その心理は事務所に置いて家に帰えるんじやないんです。そのまま家へ帰えつても夫婦げんかのもとになる。これは心理学上説明できます。そういうわけで机の上の浄化をする運動が先決問題じやないか。精神面において、市長の仕事は微に入り細に亘りなかなか忙しいのでございまして、まあ段々おわかりになると思いますが、そういう高度の立場で市政を運営していかれるという意味において具体的な方法を教えていただきたいと思います。

最後に、市役所には二つの組合があり第１組合、第２組合おのずからお互い個性があると思いますが、この個性を十二分に認めて２つの組合に公平に指導、激励をして育成していかれるかどうか、あるいは変わつた形でやっていかれるかどうか。以上申し上げまして、また市長のご答弁によりまして必要ならば質問をしたいと思います。

　以上であります。ありがとうございます。






○市長（平良良松君）

　お答えいたします。酸いも甘いもかみ分けた非常に苦労人としては宮良議員のご質問に対しまして、感謝を申し上げながら簡単にお答えを申し上げたいと思つております。平良カラー、革新カラー、革新の意味はこう考えるんだというお説でございます。ご尤もなことだと思いますが、革新という意味はいろいろにとられてくると思います。私の場合はご承知のように沖縄の置かれておる現状から発生した７つの政治目標を取り上げて、この目標のもとに結集されたものが、いわゆる革新勢力ということになつておりますが、その内部につきましてはまたそれぞれ１０人１０色、いろいろと考え方、立場の相違した方々もあります。ただ置かれておる沖縄の実情から一致させるべき点を一致させて、一つの体勢をつくり上げていつたものであると考えております。

　さて、その市政の問題でございますが、選挙のときに西銘前任市長をぼろくそに言つたんだが何か褒める言葉はなかつたかということであります。議員にいたしましても市長にいたしましても政治に携わる者は、その任期中みな誠意をつくして精一ぱい住民の付託に応えようと努力をなさつたことには間違いがないと思います。しかしながら人間のやることでございますので毀誉褒貶相なかばする、これが社会の実情じやないか、そういつた場合に選挙に際して住民の信を問うということでございますが、頭に被つた埃を払つて顔を洗いなおして住民の前に出て検査を受けるこれが選挙じやないか、ある場合はくさされ、ある場合は褒められることを覚悟をしなければいけない問題でございます。しかしそういうしこりをいつまでも残し、あるいはそのことによつて人の人格を全面的に否定するということがあつては許されない、またそういうことでは民主主義社会というものは成り立たたないと考えております。そういうことにつきまして西銘市政にも大いに褒められるべきたくさんの点があつたんじやないか、ただこの席上でいちいちご披露することは適当じやないと考えておりますので、そのように私は考えておるということを申し上げておきたいと思います。

　組合が２つあるんだがどうかと、これは私も選挙当時も申し上げましたように１つの機構の市長が使用者の代表になつておりますが、使用者が２つの組合に分かれること自体が不自然で、労働者の組合は１つの職場で一つあつていいんじやないかと考えております。ただいろいろ聞きますというと、こうなるまでにはいろいろないきさつがあつたように聞いております。そういうことを一つ一つ解除していつて、明るい職場づくりのためにもまた市民の公僕としての精神を徹底させるためにも、こうしたものは早目に解除する方向でもっていきたい。ただ私といたしましては、あくまでもこれは労働組合の問題でございまして、市長としてあまりこれに介入することもまたよくないんじやないか、極めて自主的に解決して仲なおりをして職場の中で融和が保てるような方向に指導していきたいこう考えております。

　革心市政の核心となる心構えをどうするかということですが、誠心誠意市民との対話により明るい民主的な市政を打ち出す、そしてあくまでも市長以下、下部組織に至るまで市民の公僕であるという精神に徹して働いていきたいと考えております。






○瀬長フミ君

　平良市長の政治姿勢についての基本的な面は、今までの各議員のお話の中からだいたい私もわかりました。もちろんいろいろな要求やいろいろな問題はございますけれども、私が掲げております３点の問題について要点だけお話し申し上げ、そしてご意見をお伺いしたいのでございます。１つは衛生行政についてでございます。衛生行政の面でもいろいろな問題がございます。その中でごみ処理の問題を一つ重点に取り上げてお伺いしたいのでありますが、西銘市政が衛生行政についておざなりであつた点は現在はつきりしてきております。もちろんコンポスト工場を作つたり、焼却炉を作つてもそのごみの収集がうまくいかなければならないわけでございます。ごみの収集がうまくいかなければ、結局山に捨てたり、川に捨ていろんな空地に捨てていろいろな問題が出てきております。私たちは多くの市民がいろんな不満を持つていることを聞いておりますが、この問題が非常に大きいのであります。毎年ごみの廃出量も多くなるにもかかわらず、車はふえないでむしろ、今年４台のポロ車が出て配車が少なくなつておりますし、しかも委託車が２トンか２トン半の小さなトラックのためすぐ一ぱいになつて、あとは素通りして行つてしまうという状態です。もうサービスも悪い上に主婦たちが文句を言つたりするというふうな状態でございまして、市民の中で非常に不満がございます。こういう問題があり、当局の統計では１日１６０トン内外の排出量という計算でございますが、２トン車が１日２回往復するとしましても４０台ぐらいの車は必要だと私は計算しております。現在那覇市では１４台の直営車と１２台の委託車でごみ収集しておりますが、これだけでは私たちの計算からしますと絶対に不足であるということがはつきりしております。そういう不足の中から市民の不満が非常に大きいのじやないかと思います。そういうことで平良市長が今度の予算の中でも早目に更正予算を組んで直営車、あるいは委託車でもふやしてこのごみ処理の方法をもつと改善さす必要はないかと考えますが、ご意向をお伺いしたいのであります。

　さらに私たちが街を歩いておりますと、道路が立派にできあるいは立派な排水溝ができましても、その溝を掃除しまして道路の上にごみが置かれておるわけですね。地域的人たちが掃除して道の上に放つたらかしているわけです。本当にまちを美しくするためにはこれも取除くべきじやないか、地域の人たちは掃除してもこれを持つていく場所がなくそのままにしてあるわけです。ですから衛生パトロ一ル車でも設置してこのパトロ一ルが拾つていく方法はないものかどうか。その点市は考えるべきじやないかと思うわけです。今ごみの問題でいろんな問題をかかえておりまして、たとえば最近は稼ぎの人たちの留守家庭が多く一週間に１回、２回きましてもごみを車に積んで持つていつてもらうような方法じやないわけです。そういう留守家庭のためにもある一定の日日にあるいは一定の場所に置いておけば、市の職員がそれを積込んで持つていくという方法ですね、つまり留守家庭でそこにいなくても職員が車に積んでいつてもらうような方法が今後必要じゃないかと私たちは考えておりますが、そういう点を将来やつていかなければならないんじやないかと思いますが、市長の将来の見通しについてお伺いしたいのであります。

　次ぎに水道行政でございますが、この２、３カ月水道料金が倍以上徴収されているということで問題が起こつております。市民の中でも今度の水道料金はどうしたことかという不満が多く出ております。そういうことで私たちも調べましたらこの水道料金の徴収、検針が委託されているわけです。その検針でもしろうとがやつているということであり、あるいはアルバイト生がやつているわけです。たとえばきのうも私の家におばさんのような人が来て水道の検針をしましたら、メーターが８５立方というふうなことでうちの人が非常にびつくりしていました。このおばさんは「これは間違いかもしれませんから私ではわかりませんので、市の方にお願いしましよう」と言つて帰つたそうですが、いくら私たちがたくさん使つても１５立方以上使つたことはないわけです。しかも８５立方上つたというような実情でございます。これは一般にも通用することでございまして、那覇市一般でも２倍以上の料金を取られているという不満がたくさん出ております。そういう面でも水道は公共性を帯びておりますし、料金を徴収するとか、あるいはメーターの検針をするとかそういうことは市が直接やるべきじやないか、これは西銘市政がやつたことでありますけれども、今後どういうふうにやつていくか。これは市がやるのか、あるいはそのまま集金センターに委託をするのか、会社というのはやはり利潤を追求するものでございますからどうしても市民にしわ寄せがくるわけです。そういうことで今後は直営でやるのか、あるいは集金センターにそのまま引き継がしてやるのか。予算の面とか人件費の節減ということでこの集金センターに委託させているということも私たちは聞いておりますけれども、それもよくわかります。そういう予算の面とかいろんな面をよく検討して、今後どういうふうにやつていくかということをお伺いいたします。

　あと１点は保育所の問題でございますが、最近保育所がふえてきております公立にしましても、私立にしましても、あるいは未認可保育所にしましても段々ふえてきておりますが、この保育所問題は専門的に研究していく時期にきているんだと私は感じております。たとえば保育所の中に保母さんの要求とか、あるいは入園児の父兄の要求、市当局の立場といろいろそういう３者の問題が出てきておりますし、そういう問題を解決するためにも、あるいは法的な面からも研究してそれを指導するとか、あるいはそれをどう解決していくかということの問題を市のほうが考える時期にきているんじやないかと私は考えております。そういう保育所間題を専門的に研究するためには、やはり専門的な指導者がいてそこに保育課というのを新しくつくる、その保育課の中で研究し指導してそして運営していくことが将来必要じやないかと考えておりますが、そういう面についても平良市長は就任間もないことでありますので、今すぐどうということのご返答はできないかもしれませんが、しかし基本的な問題、いうなればそういうふうにやつていくにはどうあらねばならないという意向はあられると思いますので、そういう点についてお答えをお願いいたします。






○市長（平良良松君）

　お答えいたします。那覇市は婦人有権者が男子の有権者に比較いたしまして、１万数千人も多いということでございますが、その婦人の意見を代表する議席が３０議席のうち瀬長議員お１人でございます。従いまして瀬長議員のご発言に対しては、那覇市の全婦人のご意見として尊重する必要があろうかと思つております。ご指摘のように衛生行政につきましては、この市民憲章の中でも〝まちをきれいにしましよう〟ということがうたわれておりますけれども、なかなかまちはきれいになつておりません。これにつきましては抜本的な対策を必要とする部面も多々ございますけれども、しかし末端事務の指導、監督によつて是正されていける部面もたくさんあると考えております。

　ごみ処理の問題でありますが、これもご指摘のように現在２６台しかないが４０台ぐらい必要じやないかということですが、私の居住する地域におきましても非常にごみ収集が遅いということを絶えず聞かされております。この点につきましても研究をしてまいりたいと思います。

　また水道の委託事業と申しますか、徴収の方法、検針の方法ということがご指摘のような問題であるとすれば非常に重大に問題だと思つております。十分現業職員にも指示をいたしまして、その実態を究明し改善すべきところは早急に改善していかなければいけないと思つております。

　保育所の増設に伴ない保育課の設置というご要望でございますが、この問題もこの環境衛生等とも関連いたしまして、今那覇市の当面する大きな問題だろうと思います。いろいろな大工事もやらなければいけない、大巾な建設事業も推進させなければいけない。そこで多額の予算が必要になつてくる、いきおいこうした、ものを言わない、黙つている方面への対策が遅れがちでありまして、他の府県の都市などと比較しても、たとえば小公園とか子供の遊び場、育児所、託児所そういつた児童福祉の面に関する施設が非常に劣弱だということを私も痛感いたしております。そういう点につきましてもまた抜本的な対策を講じなければいけないことでございますが、問題は機構の改革ということになりますので十分これも関係者と検討いたしまして、ご要望にそうような措置をとつていきたいと考えております。

　環境衛生、あるいはこうした市民福祉の面、あるいは児童福祉の面につきましては私も選挙当時、あるいは就任以来これは重点施策として施行しなければいかない重点目標だと考えておりますので、今後とも十分研究、検討していきたいと思つております。




○瀬長フミ君

　ごみ処理の問題ですけれども、これは早速予算をふやしてもらわなくてもできると思います。もちろん直営は今すぐということはむずかしいかもしれませんが、委託車をふやしてもらうことはできると思いますがその点について




○市長（平良良松君）

　この点につきましても十分考慮していかなくちやいかぬことでございますが、ただこうした面はいろいろ利害を伴う問題でございますので、できたら市の直営によつて直接職員でもつて指導監督していく方法をとつたほうがいいのじやないかと私は考えておりますが、なおどういう方法でやるかということについては関係職員と十分、もう一度検討いたしまして措置したいと考えております。御了承お願いいたします。



○久高友敏君

　本員は市政の民主化について、委託事務についてと両方またがつております。今日まで過去７カ年に亘つて西銘市政に対する批判をしてまいりました。さらに私は本員だけの問題ではなくして市民多数から多年の民主党政治に対する不満の現われだと、私は理解しております。そういう意味にたつて今度革新平良市長が当選したということは市民の期待も大きいものがあるということを考えておりますが、今日までいろいろ那覇市の行政を運営するに当つて幾多の支障があり、また事業執行の面にも幾多のトラブルがあつたということはすでに皆さんご承知だと思います。さらにむずかしい問題になると最終的には、警察権の導入、こういつたのがたくさんあつたわけでございます。しかしながら私たちは政治はあくまでも話し合いによつてしなければならないというふうに考えたあげく、幸いにして平良新市長が誕生して市民との対話の政治を行なうんだということを打ち出されているわけでございます。私たちは今日までそれを叫び続けて参いりましたが、しかし市会においてでも、このような一部の方々、あるいは場末におる人たちの声が市会に反映されないで今日に至つております。私が申し上げたいことは、現在那覇市の行政を運営するに当つては小祿、真和志、首里の３支所があります。しかしながらこの３支所の庁舎の管理は条例では支所長が管理するようになつていますが、実情は管理されていない現状であります。つまりビル管理株式会社の一労務者が管理しているような状態でございます。しかるにこの中で特に申し上げたいことは、肝心なる市民の戸籍、あるいは住民登録こういつた重要書類があるにもかかわらず、連休が３日も４日も続いて休みになつた場合、一体そういつた営利会社に任していいのかどうか。また公印のごときでも庶務の係が監理するようになつておるようですが、しかしながらこの公印も支所に置いただけで、実際にだれが保管してだれが管理しているかそれもあいまいであります。さらに申し上げたいことは、那覇市役所支所事務分掌規則にありますとおり埋火葬の許可の取扱いも支所の権限になつておりますが、しかしながら平日、つまり月曜日から金曜日までは支所がなるほど取扱つておりますが、土曜日とか日曜日の場合はこの事務規則に違反して、本庁まで歩かされておる実情でございますたとえば小祿でも真和志、首里でも人間は必ず月曜日から金曜日までに死ぬとは限りません、わざわざ首里、小祿、真和志から本庁まで足を運ばなければならないという不便さがある。この条例○制定が市会で多数決で押し切られて、今首里、小祿、真和志の地域住民が非常に不便をかこつておるという事実があります。で、こういつたようなものを実際に市民と対話の政治によつて引き出すべきだと考えます。首里、小祿、真和志の都心部から離れた地域住民が自分の役所との連携、いろいろの事務の手続きが容易にできるような仕組みにしなければならないというふうに考えておりますが、今までの那覇市の条例、いろいろな規則の制定によつていちいち本庁まで足を運ばなければならないという不便さが多々あるわけでございます。その中でも今申し上げましたとおり埋火葬の許可、こういつたのが平日は支所でできるが土曜日、日曜日の場合は本庁まで足を運ばなければならないという不便さ、さらに農水課の問題でありますが、小祿、真和志、首里地域にしかほとんど農業者はいないが、農水課の係が本庁に集結されて各支所にいないということであります。だから事務能率を越えて市民の不便さを全然かえりみていないのが今日までのあり方であつたが、平良市長は市民との対話をモットーとされておりますので、今後そういつた面の声あるいは首里、小祿、真和志、そういつた場末におる市民の声を聞いて今後このような条例、規則の改廃などを考えていかれるかどうか。この点について一応お尋ねしたいと思います。以上であります。






○市長（平良良松君）

　お答えいたします。ご指摘の点最もだと考えております。なるほどこのいろいろな届出ものをわざわざ本庁まで持つてこなくちや、用事が済ませないというような市民の不便につきましては、これをどうしても改善する必要があると考えますが、問題は予算、定数などの関係もございますし、末端事務改善については実情を把握し検討して改処いたしますので、もうしばらくの余裕を与えていただきたいと思つております。

　農水課の配置につきましても、農水係は支所にも置いてあつたと承つております。予算等が本庁に集中管理されて現在の状態になつていて、ご指摘のとおり一利一害と申しますか一方に非常に不便が生じてきております。問題は如何にすれば市民本位の行政配置になるかということでございますので、この点につきましても機構配置替えをしたために、市民に多大の不便を与えたとするならば、その部面の改善については十分努力をしなくちやいかぬと考えております。この問題も機構配置に関する問題でございますので、朝令暮改といつたような誤りを受けないように末端事務をもうしばらく十分勉強をいたしまして、改善措置を講じたいと考えております。




○久高友敏君

　ただいまの市長のご答弁は、そういつた面は今すぐはできないが、時間をかけて逐次研究していきたいということでありますが、私が申し上げておるのはこの那覇市役所事務分掌規定にはつきり明示されております埋火葬の許可は、各支所で取扱うということがはつきり規定されておるにもかかわらずなぜ土曜、日曜日は本庁でやらなければならないのか、どういう理由でそうなっているのかということです。さつき申し上げましたとおり、土曜、日曜は役所の職員が休みであるから、本庁のみに守衛がおる、守衛は役所の吏員ではないけれどもその他の職員になつておる、これも非常に問題ではありますけれども、一応まがりなりにも吏員であり、その他の職員が公印を取扱つているという事実でありますが、それにしても首里のみ、小祿、真和志のみが土曜、日曜だけは本庁に来なければならないという条項はどこにも見出せないわけです。あくまでも支所で取扱うという規定があるにもかかわらず、今まで土曜、日曜のみは本庁で取扱っているという事実、これはけつして市の事務運営において必ずしも人件費を増すとかという方法じやなくても、電話連絡でもできるはずであります。今までくり返えし説明があつたとおり市長は新任早々で、そういう事務面については十分検討されていない、また前任者の各部長がすでに辞表を提出してまだ受理もされてないままに引つ込んでおるので、その内容はおわかりじやないかもしれませんが、いずれ新しい部長が選任されるでしようが、こういう予算のかからない問題は速かに、市民に不便をかけないようにしていただきたいということをお願いしておきます。






○黒潮隆君

　市政の明朗化と内部体制の強化について平良市長にお尋ねしたいと思います。平良市長が市民に公約した中で、非常に重要なものがあります。これは那覇市政を明るくしていくというふうな基本政策を打ち出し、それが支持されたわけでございます。そして今度の市長選挙においても約４万票も引き離して当選するというふうに、圧倒的な勝利を挙げております。これは主席選挙のときにも言えると思いますが、屋良主席が誕生すればすぐイモ、ハダシの生活になるんだというまやかしの宣伝にもだまされなかつたわけです。

　さらに市長選挙においてもあと４、５日というときに、平良という同じ姓で候補者が出てきたわけです。そのときもわずか４日間で平良というふうに投票すると結局両方にその札が比例安分されるんだということで、徹底して宣伝を行なつたために、１１万票余の中でわずか８００しか平良と書いたのがなかったということは、選挙民がそれだけ自覚の高い判断をしてきたというふうなことが、これははつきり言えるんじやないかというふうに考えます。

　市民の審判は厳しゆくなものであるということだと思います。したがつて平良市政を運営するに当つては、やはり自信をもつて、これだけの圧倒的な市民の支持にこたえるような市政を運営していただきたいということ。

　もちろん自信過剰になつてワンマン振りを発揮すると前市長みたいに陥つてまいりますので、もちろん自信はもちながらも市民との対話を深かめていくということが言われておりますので、その点は心配ないと思いますが、私がお尋ねしたいのは、この市民から支持された政策をほんとうに市民のために実現していくのには、やはり内部体制の強化というのが非常に重要だと、こういうふうに考えるのであります。

　その場合には適正な人事の配置がなされなければならないと思います。もちろん平良市長を支持しなかつた職員の場合でも、まじめで有能な職員については、やはりそれだけの部署に配置すべきであるし、あるいはこれまで有能な職員が、たとえば大学の法科を出て非常に有能な職員が集金係に回されているというふうないやがらせ人事配置、人事管理がなされてきているわけです。そういうものについてもやはり正しい市民に奉仕する政策を実現していくという立場から、正しい人事の配置を行なわなければならないと、こういうふうに考えます。そういうふうなものについての基本的な姿勢についてもお伺いしたいんですが、私が一番指摘したいのは、これまで議会の中でも一貫して西銘市政を追究してきたし、選挙民にも私たちはそれを訴えてきたわけなんです。その中でだだしていかなければならないのは、汚職腐敗を一掃していくということであります。これは７カ年間に亘って西銘市政の中でなれ合い人事と結びついて税金横領、同僚の賃金を横領着服したこと、あるいは市営住宅の家賃を集めてゴロゴロ模合に注ぎ込んだとか、あるいは冠婚葬祭費を喰つてしまうという一連の汚職事件、これが毎年発生したわけです。それをそのたびに追究してきましたが、西銘市政は温情主義でそういうふ敗、汚職をかばつてきた、そのためにますますひどくなつてきたし、さらに市営住宅の入居についてもまつたく条例を無視し、貸家を持つている市民を入れたり、これは選挙期間中でわかりましたが、現職検事を入居させているという事実があるわけなんです。そういつたものも、やはり条例にのつとつて私たちは正しく処理していかなければならないんじやないかというふうに考えるわけであります。また自分の可愛い職員にはそういう能力もないのに一挙に６号給も給料を引き上げた事実もございます。入つて４、５年しかならないのに１０年も働いていた、同じ内容の仕事をしていた職員よりも１０ドルも給料が高いという事実もございます。それを平良市長が明朗な施政を作りあげていくという努力がなされても、そういうふうなものが正しく解決されない限り職場に明るい空気は出てこないと考えます。

　またそういうものを一掃しなかつた場合には平良革新市政にブレーキをかけ、足をひつぱつていくということにもなりかねないと思います。

したがつて適正な人事配置の面からそういう汚職ふ敗一掃という点は重要視されると思います。もちろん報復人事は許されないと思いますが、逆に市民の財産を喰いあらし、市民に大きな不利益を与えるものはけつして許されてはならないし断固とした措置を取らなければならないと考えます。

　琉球政府においてもタクシー汚職事件、大きな汚職事件を生み出してきておりますが、そういう汚職事件も小さな問題であると考え、足の裏にできた水虫ぐらいといつてみたり、重箱の片すみをほじくるようなもんだというふうに、逆に野党に攻撃をかけるようなことが行なわれたために、県民の批判を受けたわけです。

私たちは、やはり市民に明るい那覇市政をつくらなければならないというふうな、圧倒的な支持にこたえるためにもそういうふ敗汚職はまず一掃していくということがたいせつであります。そのような中で正しい人事の配置、適正な人事配置ということが基本になつてくるかと思います。そういつた面についてですね、これは必ず平良市政が軌道に乗る中で、こういつた汚職ふ敗は次々と明るみに出てくると思います。

　したがつてそういうものにも勇気をもつてですね、正しく措置していかなければならないというふうに考えておりますが、平良市長のそういうものに対する態度についてお尋ねしたいと思います。






○市長（平良良松君）

　お答えいたします。ただいまのご指摘につきましては就任以来人事配置について、今慎重に検討しているさなかでございます。ご指摘のような具体的な事実については、私まだ承知しておりませんけれども、かりにもそのような公務員にあるまじき行動がある場合には、厳重にこれは処罰しなければならないと考えております。

　またご注意のような報復人事というものがあつてはいけないということでございますが、もちろん私就任当時も私の方針を申し上げたのであります。すなわち公務員というものは市長の公務員でもなければ政党のための公務員でもない、あくまでも市民のための公務員であるから、市民に奉仕する態度に徹してもらいたいということを要求しております。そして役所の機構全体といたしましても、市民に奉仕する体制をいかに合理的に作り上げていくかということが重要な課題であろうかと思います。職場の明朗化、職員間の融和というものに意をもちいることにしておりますけれども、しかしご指摘のような問題につきましてはけつして温情主義にかられない、情実にひかれてあやまつた温情主義ではいけないと思つております。

綱紀の弛緩した中ではけつして明朗な職場は生まれてこないし、また適正を欠いた不公平な人事の中からはけつして明朗な職場というものは生まれないということでございます。適正な人事の配置と適材適所をもつて、十分に職員一人一人がその機能を生かすような人事を行なつていきたいのであります。が、しかしそのなかでこのような不純なできごとがあるといたしましたならば、これは厳重に処置しなければならない、そのなかから、したがつて市民にも忠実な施政が期待できるし、職場も明朗で職員間の融和もとれて、十分な機能を発揮できる職場が生まれてくると思いますので、この点につきましては十分注意したいと考えております。さらに今一つ一つかなりくわしくご指摘のあつた問題につきましては、よく内部の事情を調査いたしまして、今後そのようなことが二度と起きないように、またそうしたあやまちを犯した者についての所遇についても十分検討していきたいと、こう考えております。




○黒潮隆君

　誤解のないように付け足しておきたいと思いますが、去つた６月の、いや９月の議会で二人の汚職職員の件について私は追究したわけです。６月議会でした、そのとき第二組合の役員と思いますが、そういう汚職事件の追究に対して取りかこまれたことがございます。議会が終わつてから、その指摘したあと、選挙戦に入る前か、入つた時点だと思いますが、同僚の給料一カ月分、９月分の１カ月分、これは１０月初旬でありますが、本土出張の同僚の給料１３０ドルを着服した事件がございます。これは本会議でまだ追究していない事件です。そのためにその職員はやめてしまいましたが、その職員の責任を負つて宮平消防本部長も選挙の結果とかかわりなく、その責任を負うというふうな立場から辞表が出されたということを聞いております。

　そういうふうにこの事件についても正しい措置はなされていないわけです。依願退職、この職員は、職員から集めたお茶代、これはマチャグワーには払わないで、かけで買つてその茶代を横領着服したということが言われております。そういうなれ合いで、その穴埋めをさせるために退職金の支給をなれ合いで措置したということも聞いております。したがつて、この一連の汚職事件について申し上げましたのは、これは西銘市長がそういつたなれ合い人事によつて採用された者ばかりでございます。そういつた点で今後やはりそのような者がそのまま残るとなると、もちろんやめてしまつた事件については、これはどうすることもできませんので、今後そういつたものは、私はこれはごく氷山の一角に過ぎないと考えております。

　したがつてそういつたものにはよく気を付けていただきたい、屋良主席が誕生してから汚職の殿堂、あるいはウサギムンが山のように琉球政府に積まれている建設局では、そこにそういうお歳暮は受け取らないというふうに申しし合せされて非常に明るい、むしろ業者も喜んでいるというふうに新聞紙上から知って喜んでおりますが、やはりそういう明るくするためにもそういつた一連の汚職横領についてはよく気を付けて市政を運営していただきたいと思います。

以上






○金城庄瑞君

　市長は就任されて間もないので、細いことについてはまだ煮詰つてないようでありますので、のちほどお尋ねすることにいたしますが、さきほど１２番、１９番議員から安謝新港の問題、埋立の問題で質問がございましたので、それで了解を得たものと解釈いたします。

　ただ簡単に市役所内部の体制についてでございますが、これをお尋ねしたいと考えております。平良市長は市民多数の支持を得まして、このたび市長に就任きれました。また全会一致で両助役も承認されまして、ほんとうにおめでとうございます。さきほども多数の支持を得た市長は自信をもつてすべてを執行してもらいたいという要望がございましたが、そのほかにも市長にお願い申し上げたいのは、別に４万余の有権者のおることもお忘れないようにお願いしたいと思います。

　次に市役所内部の体制についてでございますが、助役、部長、一部課長は欠員でありますので当然後任を考えなければいけないのでございますが、残る課長職員に対しても適材適所という意味で、すぐ人事の配置替えを行なわれると考えておられるかどうか一点。

　それから特別に今までと変わつた方法で市民のサービスを改められる構想をお持ちかどうか、その二点。

　それから交通問題は２２番議員からございましたが、特にお願い申し上げたいのは市役所の車置場でございますが、そこに特定の車が朝から晩まで長時間占拠されておりまして、市役所へ用件で来られる市民にあつては使用で来ず、とても迷惑をかけておりますので、その善処方をお願いしたいと思います。それから道路の問題でございますが、那覇市の人口は毎年一万人余りも増えて、都心に人口が集るようになったために、郊外に人家が伸びてきて、現在の建築基準法では２メートル巾の道がついておればどこえでも建築できるようになつて、無計画に建築物が増えて、密集すると排水の問題、道路の問題も解決されない所が多くありますので、衛生的にも問題があるので次々にスラム街が多くなるおそれがあると思います。そういつた人家の密集してくる場所は事前に道路の新設をなし、立退きや用地買収のときに問題を少くするためにも、また個人が作る細部街路の整備を指導する意味においても急務を要するが、市長は明るい住みよい町づくりといわれておりますが、そのようなお考えをもっておられるかどうか。

　また今の建築基準法に不備があると思いますが、その法の整備促進を必要とお考えになつておられるかどうかお尋ねいたします。






○市長（平良良松君）

　お答えいたします。まことにご懇篤なるご忠告とも受け取つておりますが圧倒的な票差で市長に就任したけれども、まだ４万人の支持しない有権者がいるということでございます。私はもちろんこの事実を肝に銘じております。圧倒的な勝利によつて就任したればこそ、ますます反対者の意見というものは尊重しなければならない。また常に私を監視している４万人の鋭どい目があるということを十分に肝に銘じて、これから片寄らない市民の奉仕者としての精神に徹し那覇市政を行ないたいというふうに心掛けております。

　また人事の配置につきましては、昨日御承知のように両助役を選任する運びに至りまして、さらに次は有能な人材を何とか那覇市の行政スタッフに招いてきたいと苦心し物色中でございます。

　大体煮詰つていると申し上げても差支えない段階でございますが、ただ発表の時機は２、３日余猶をもちたいと考えております。さらにそれが済みまして、今度は各部内の人事につきましては、先ほど黒潮議員からご指摘もありましたし、かつ第一組合、第二組合、あるいは選挙後のしこりもございまして、いろいろな問題もございますて、課長移動の人事につきましてはそうとう意をもちいなくてはいけないんじゃないかと考えております。今しばらくこの点については十分内部の事情調査等検討いたしまして、市政運営に支障を来たさないよう細心の注意を払つて善処したいと考えております。それから車置場の問題でございますが、これもご指摘の点ごもっともだと思つております。市役所に用事のある市民が車を乗り付けても置く場所がなくて不便を感ずるということでございますが、市職員といえども今日ではみな自家用車を持つようになつておりますので、この置場についてはあらためて考えなくてはいけないんじやないかと思つております。

　しかしこれはまだまだ計画立案、あるいは実現するためには各方面の検討を必要といたしますので、そういう方向に善処していきたいと考えております。

　町づくり、道路網の建設ということにつきましては先ほど来いろいろ申し述べてまいりましたが、特に建築基準法の不備の点、そういつた点につきましてはこれからの町づくりということもかみ合わせて、行政府とも十分な連絡を取つて検討していくたいと考えております。






○仲宗根昌弘君

　私のお尋ねしたいと思つていたことは、前の議員のみなさんがお尋ねしているので、ごく簡単に２点ばかりお尋ねしたいと思つております。

　昨年１１月の佐籐、ジヨンソン会談において沖縄返還は両三年以内に目途をつける、という共同声明がなされ、同声明に基づいて日米琉諮問委員会が発足したのでありますが、市長はこの日米琉諮問委員会をどのように評価しているか。

　さらにまた日米琉諮問委員会を市長は沖縄県民のために存続させるべきだと考えているか、または廃止すべきだと考えているか明解な答弁を願いたい。

　第２点は、物価対策問題ですが、物価値下げ問題はどのようなすばらしい市長であつても容易に解決できないものと思います。しかしながら公共料金の値下げを行なうことによつて他の物価にも影響していくものと思いますが市長は公約の中に、水道料金の値下げを断行するとともにその経営も再検討するといつておりますが、どのようにして水道事業の経営を合理化し水道料金の値下げを断行していくか具体的にご答弁をお願いします。






○市長（平良良松君）

　お答えいたします。第一問につきまして、佐藤、ジヨンソン会談後日米琉諮問委員会が設置されたが、これに対する評価はどうかということでございます。たいへん慎重を要する問題でございますが、率直に申し上げまして私はこんなものはいらないというふうに考えております。またその法的根拠もあいまいでございまして、これをまた設置する問題につきましてもそうとう日米の法律家の間で問題になつているようでございます。問題はその日米琉諮問委員会が果して沖縄の復帰問題に対し、あるいは沖縄の住民福祉の向上に対しどれだけの役割りを果してくれるだろうか、またこういうものがなければ日米琉の責任者が具体的に沖縄の問題を検討することができないのかということを考えました場合、私たちはこういつた機構の屋上屋を置くような機構の創設によつて期待するよりも、むしろ日米琉政府の首脳者が沖縄に対する認識と熱意をもつと高めることによつてできてくるんじやないかと、こう考えております。

　次に物価問題につきましては、具体的に水道料金の問題を取り上げてのご質問でございますが、統計資料によりますと、那覇との類似都市における水道料金が那覇市の半分ぐらいにしかなつてないということが言われております。この問題は沖縄の政治の根本的矛盾につながる問題でございまして、少なくともこのような高い水を那覇市民が飲まなくてはいけないというこの状態を改善しなくてはいけないと思つております。しかしそれはホラを吹くだでは改善できませんが、また根本的な問題をきようあすに解決できるわけでもありませんが、那覇市長としてできる問題といたしましても、先ほど瀬長議員からご指摘がありましたように、水道の検針もしないで料金を課すといつたようなことは、実情実態を調査して、もつと市民が納得のいくような水道料金の課し方、あるいはその他のサービスの改善による実質的な料金の値下げといつた点につきましても十分配慮していきたいと考えております。






○喜久山朝重君

　本員はかねて平良市長の今後の那覇市政に対する方法について４点ご質問するつもりでございましたが、すべてほかの議員がやりまして、重複しますのでごく簡単に衛生行政と道路行政について、２点について簡単に質問したいと思います。

　第１番目に環境衛生、すなわち衛生行政の問題でございますが、市長は選挙中にテレビ対談または演説等で、衛生問題に対しては塵かい処理、し尿処理等の事業については委託事業を廃して直営にするといつておりましたが、そのことについて具体的にご説明いただきたいと思います。もしそうなつた場合には、既設業者は職を失いますがその保護対策をどうするか。その件についても承りたいと思います。

　それからもう１点は道路行政に関しては、他の議員からも質問がありましたが、私は地元であります開南の下水道工事につきまして、これは市長じやなくして下水道課長でようございますから、現在の開南通りの工事の進行状況並びに工期についてご説明をお願いいたします。

　以上質問を申し上げさらに自席からやりたいと思います。






○市長（平良良松君）

　お答えいたします。衛生行政につきましては先ほど来、しばしば問題になつておりまして、那覇市の場合非常にその不行届きの点があるということを指摘されております。そういつた欠陥が奈辺にあるかということについてはもつと直接末端事務のほうを検討していかなくちゃ責任のあるお答えはできないわでございますけれども、要するに改善をしていかなくちやいけないということでございます。また環境衛生については、既設業者をなくして全部直営にするということを言つたがその通りかということでございますが、これは少し違うように思います。なるほど那覇市の場合は現在の衛生業者がずつと以前から、まちの環境衛生について貢献してまいつております。またそれを業として今日までやつてきた事例も私は知つておりますし、現に私は組合の方とは昵懇でございます。そういつた急激な改変ということはもちろんできないことでございますが、ただ環境衛生整備、そういつたものが発達するにつれまして、どうしてもいろんな不備不便がきて個人業者じゃなかなかゃつていけない部面もございます。できれば直接市が指導、監督をしてやつていくような方向にもつていきたい。また既設業者に請負させる場合におきましても、市が責任をもってもっと積極的に指導、監督をしなければいきおい市民から絶えず不平不満が起きてくる。今全くそういつた不平不満が起きている状態でありますので、この点は十分監督していきたいと考えます。

　また既設業者の生活をどうするかということでありますけれども、こういう業者につきましては業者が十分立ちいくように対策を取らなくちやいけないし、必ずしも急激にその全部を直営にするといつたような考え方でもないということをご了承いただきたいと思います。

　それから開南方面の道路問題につきましては担当課長に詳しく説明させることにいたします。






○下水道課長（安里一郎君）

　お答えいたします。開南通りに関係する下水道工事の工期は、琉球政府の指令には着工の日から６０日間になつております。それで着工が１０月２０日ですから６０日間で１９６９年１月２０日までというふうな工期になつておりますが、市の契約ではそれを早めまして１２月２０日までと契約しております。しかし最近雨がふりました関係で路盤の仕上げが順調に進まなくて、結局２０日までに完了することができない状態になつております。それで交通関係の各方面との協議会で要望がありました１２月２１日からは交通を再開できるような、そういうふうなことを考慮しまして２０日までに路盤の仕上げをいたしまして、２１日からは通し、残りの工事の第２工区、つまり開南の大丸パチンコから那覇高校に通ずる区間については夜間工事でもつてやり、その後の舗装仕上げもやむを得ない場合だけ昼間工事において仕上げると、それから第一工区の大丸パチンコから与儀方面に向つてでございますが、これは道路工事と関連する舗装工事でございますので、２０日以降の１月５日から工事を再開しましてできるだけ交通のストップする期間を短くして仕上げると、これもできるだけ夜間工事を用いるというふうな事になつております。

○喜久山朝重君

　課長の説明を聞きまして市長さんにちよつと忠告を申し上げたいと思います。市長は開南工事の件につきまして、ご用新聞の記者を連れて行つて２日間に亘つて新聞で宣伝をしております。この新聞には革新市長は初仕事として工事を１カ月繰り上げて２０日までにしたと、ごていねいにきのうは写真入りでやつておりましたが、こういうことは通り会の役員も相当市と折衝して協力するために大変苦労したことでございますが、こういう発表を聞いて役員の方には大変怒つておる人もおりますので、平良市長がいつもいうように明るい清潔な市政をやるということからこういう嘘は今後言わないように、正直にものごとを発表していただくように注意するよう忠告を申し上げまして、私の質問を終わります。






○大山盛幸君

　内部体制の強化については去る６月の定例議会で質疑を行ないましたが、その中で特に部長以上の方々の定刻出勤の問題を取り上げ、その励行方を強調したのでありますが、その後勤務態度に反省する色もなく、要望に応えようという誠意も全然見受けられませんでした。それどころか職員の中には、「大山議員はこんな小さな問題をほじくり出してけしからぬ」と批判する者もあつたと聞いております。私は勤務時間を守ることを強調することはけつして小さな問題ではなく、市民の税金で賄われておる職員が市民に奉仕するという公僕精神の基本的な表現の一つであると思いますので、あえてこれを取り上げたのでありまして、こういう批判はまことに心外に堪えないことであると考えております。

　こういうことは１時間とか２時間以上も遅刻しても何とも思わない、マンネリズムが部下職員にも影響した結果だと思います。このたびの選挙で大敗を期した潜在理由の一つがここにもあつたのではないかと思料するものでございます。そこで栄冠を勝ちえた平良市長にお尋ねいたします。市民福祉を第１に清潔な政治を打ち出した平良市長でございましても、スタートが最も肝要でございます。２人の助役はすでに誕生し、やがて部長クラスも顔を揃えると思います。部長クラスは法や市条例などでも示されておりますとおり市長の補助機関たる職員であります。職員である以上は彼らに条例や規則に示されておることを遵守させるべきことは当然だと思いますが、平良市長は乗用車で送り迎えされるでありましよう、腹心の部下の部長クラスの出勤時刻を定刻励行、定時励行させるように市民にお約束できるかどうか、簡潔なご答弁をお願いしたいと思います。






○市長（平良良松君）

　お答えいたします。ただいま大山議員のご指摘になつた点、まことに遺憾ながらそういう点があつたことにつきましては、行政府、あるいは市の職員の中にも厳重に反省しなくちやいかぬところがあつたと考えております。もちろん私が今後採用いたします部課長、一般職員につきましては十分に公務員としての、先ほど来申し上げております市民の公僕としての精神に徹するよう、その精神を徹底させて十分にこういつた服務規律を実践させていきたい、厳重な指達をしたいと考えております。




○大山盛幸君

　部長以上の方々の自宅には訪問するお客もたくさんあると思います。しかしそのために定刻に遅れてよいとは言えないと思います。公的問題の話し合いは市役所でやるのが建前であり、私的問題の話し合いは朝の出勤時間ごろには遠慮するように、市民を指導する責任も市長にはあつてよいと考えます。公私のけじめを明確にしないことから〝黒い霧〟のうわきも起こりますし、また起つたとも思われます。沖縄のことわざに〝チブルヌンジチワル、ジユーンンジユチユル〟ということもございます。

　コザ市の市長さんの朝の出勤は実に見事で立派な見本だと聞いております。市長、助役などの定刻出勤は市の条例や規則では拘束されないと思いますが、市役所の内部体制強化のために、また清潔な市政、明るい市政にしてより一層の市民福祉をはかるために、公僕精神を発揮して特別職である市長、助役、収入役が定刻出勤の励行を率先垂範をしようというフアイトを披瀝なさることを期待するものでございますが、これに対する平良市長のご見解を承りとうございます。




○市長（平良良松君）

　お答えいたします。十分にご期待にそうように努力をいたします。




○議長（高良一君）

　以上でもつて一般質問を終わります。これをもつて散会いたし２１日の午前１０時開議いたします。






（午後２時５８分散会）




　上会議録を調整し署名する




１９６８年１２月１９日




議長　　　　　高良一　　　㊞

署名議員　　　黒潮隆　　　㊞

署名議員　　　友利栄吉　　㊞
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１９６８年第１０７回那覇市議会定例会議事日程第３号







１９６８年１２月２１日（土曜日）午前１０時開議







第１　　　会議録署名議員の指名




第２　　　議案第８７号　議決内容の一部変更について

（建設委員長審査報告）




第３　　　議案第８８号　議決内容の一部変更について

（　　　　〃　　　　）




第４　　　議案第８９号　議決内容の一部変更について

（　　　　〃　　　　）




第５　　　議案第９１号　専決処分した事件の承認について

（　　　　〃　　　　）




第６　　　議案第９２号　専決処分した事件の承認について

（　　　　〃　　　　）




第７　　　議案第９３号　専決処分した事件の承認について

（経済民生教育委員長審査報告）




第８　　　若松市場移転料の請求について

（　　　　　　〃　　　　　　）




第９　　　議案第９０号　１９６８年度那覇市水道事業会計決算について

（建設委員長審査報告）




第１０　　議案第９４号　那覇市議会会議規則制定について

（総務委員長審査報告）




第１１　　議案第９５号　　那覇市議会委員会条例制定について

（　　　　〃　　　　）




第１２　　軍用地の課税評価について

（　　　　〃　　　　）




第１３　　公会堂建設に対する陳情

（総務委員長審査報告）




第１４　　久米町土地返還に関する陳情

（　　　　〃　　　　）




第１５　　寄宮地区土地区画整理に関する陳情

（建設委員長審査報告）




第１６　　道路潰地補償に関する陳情

（　　　　〃　　　　）




第１７　　区画整理地区指定の取消し陳情

（　　　　〃　　　　）




第１８　　非細分地料の一部を区画整理の費用に充当することについての陳情

（　　　　〃　　　　）




第１９　　王冠工場をポリエチレン工場に変更する件について

（　　　　〃　　　　）




第２０　　横断橋架設の必要性について

（　　　　〃　　　　）




第２１　　国場地内排水溝設置について

（　　　　〃　　　　）




第２２　　古島地内の排水溝改修方について

（　　　　〃　　　　）




第２３　　道路改修および側溝設置について

（　　　　〃　　　　）




第２４　　小又原道路開設に関する陳情

（　　　　〃　　　　）




第２５　　壺屋地内道路開設並びに補修について

（　　　　〃　　　　）




第２６　　「竜宮神」拝所用地確保についての陳情

（　　　　〃　　　　）




第２７　鳥堀町～汀良町境界（新橋）河川沿いの災害護岸工事施工方について

（建設委員長審査報告）




第２８　市外バス路線及び停留所変更に関する陳情

（　　　　〃　　　　）




第２９　下水道工事による井戸の水涸れに関する陳情

（　　　　〃　　　　）




第３０　下水道工事施行に伴う損害補償について陳情

（　　　　〃　　　　）




第３１　沖映通り道路工事による損害金の要求について

（　　　　〃　　　　）




第３２　那覇都市計画地域指定内の末吉風致地区の一部取消について（陳情）

（　　　　〃　　　　）




第３３　石嶺公営住宅建設に伴う都市計画認可申請について

（　　　　〃　　　　）




第３４　水道料金引き下げ陣情

（　　　　〃　　　　）




第３５　プール使用水道料金の値下げ方について（陳情）

（　　　　〃　　　　）




第３６　沖映通り被害に対する損害補償要求について

（　　　　〃　　　　）




第３７　沖映通り損害補償要求の陳情

（　　　　〃　　　　）




第３８　沖映通り道路工事に伴う損害補償要求について

（　　　　〃　　　　）




第３９　道路両側の排水溝の蓋設置に関する陳情

（　　　　〃　　　　）




第４０　沖映通り損害補償要求について

（　　　　〃　　　　）







第４１　沖映通り損害補償要求について

（建設委員長審査報告）




第４２　沖映通り損害補僕要求について

（　　　　〃　　　　）




第４３　下水道工事による損害補償早期実現要請に関する陳情

（　　　　〃　　　　）




第４４　宇栄原団地造成に伴う損害補償要求方の陳情

（　　　　〃　　　　）




第４５　崎山町と赤田町境界道路のタール舗装工事並びに排水溝と暗渠整備方について陳情

（　　　　〃　　　　）




第４６　横断地下道建設に伴う道路地下の占用許可に関する陳情

（　　　　〃　　　　）




第４７　宇栄原地内排水溝改修について

（　　　　〃　　　　）




第４８　上間排水溝の改修に関する陳情

（　　　　〃　　　　）




第４９　天久、樋川地内道路拡張についての陳情

（　　　　〃　　　　）




第５０　庁舎管理事務契約についての陳情

（　　　　〃　　　　）




第５１　政府及び地方自治体等における島産品の優先購入に関する法制化について陳情

（経済民生教育委員長審査報告）




第５２　国場農道橋架設についての陳情

（　　　　　　〃　　　　　　）




第５３　那覇市青協に対する補助金増額要請について

（　　　　　　〃　　　　　　）







第５４　那覇市青協への援助要請について

（経済民生教育委員長審査報告）




第５５　市町村青年団に対する運営資金の補助増額に関する陳情

（　　　　　　〃　　　　　　）




第５６　墓地潰壊に対する補償について陳情

（　　　　　　〃　　　　　　）




第５７　貿易振興奨励補助金について陳情

（　　　　　　〃　　　　　　）




第５８　魚紛工場撤去方について陳情

（　　　　　　〃　　　　　　）




第５９　魚撈用刳舟揚場建設に関する陳情

（　　　　　　〃　　　　　　）




第６０　原潜入港のため鮮魚介類売上減少に伴う市場使用料免税方の陳情

（　　　　　　〃　　　　　　）
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○会議に付した事件




　（議事日程に同じ）
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１９６８年１２月２０日




那覇市議会議長

高良一　　殿







建設委員会委員長

比嘉佑直




委員会審査報告書




　本委員会付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したから、会議規則第７３条の規定により報告します。




記



	事件の番号

	件名

	議決の結果




	議案第８７号

	議決内容の一部変更について

	可決すべきものと決定




	〃　第８８号

	議決内容の一部変更について

	〃




	〃　第８９号

	議決内容の一部変更について

	〃




	〃　第９１号

	専決処分した事件の承認について

	承認すべきものと決定




	〃　第９２号

	専決処分した事件の承認について

	〃
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１９６８年１２月２０日




那覇市議会議長

高良一　殿




経済民生教育委員会

委員長　大山盛幸




委員会審査報告書




本委員会に付託の事件は、審査の結果、下記のとおり決定したから、会議規則第７３条の規定により報告します。







記






	事件の番号

	件名

	議決の結果




	議案第９３号

	専決処分した事件の承認について

	承認すべきものと決定














陳情






	　１．若松市場移転料の請求について

	採択
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１９６８年１２月２０日




那覇市議会議長

高良一　殿







総務委員会委員長

平良真次郎







閉会中継続審査申出書




　本委員会は審査中の事件について、下記により閉会中もなお継続審査を要するものと決定したから、会議規則第７１条の規定により申し出ます。




記




１．事件

(1)　那覇市議会会議規則制定について（議案第９４号）

(2)　那覇市議会委員会条例制定について（議案第９５条）

(3)　軍用地の課税評価について

(4)　公会堂建設に対する陳情

(5)　久米町土地返還に関する陳情




２．理由




　上記５件については、なお慎重に審査をする必要がある。




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




１９６８年１２月２０日







那覇市議会議長

高良一　殿







建設委員会委員長

比嘉佑直




閉会中継続審査申出書




　本委員会は審査中の事件について、下記により閉会中もなお継続審査を要するものと決定したから、会議規則第７１条の規定により申し出ます。




記




１．事件

(1)　１９６８年度那覇市水道事業会計決算について（議案第９０号）

(2)　寄宮地区土地区画整理に関する陳情

(3)　道路潰地補償に関する陳情

(4)　区画整理地区指定の取消し陳情

(5)　非細分地料の一部を区画整理の費用に充当することについて陳情

(6)　王冠工場をポリエチレン工場に変更する件について

(7)　横断橋架設の必要性について

(8)　国場地内排水溝設置について

(9)　古島地内の排水溝改修方について

(10)　道路改修および側溝設置について

(11)　小又原道路開設に関する陳情

(12)　壺屋地内道路開設並びに補修について

(13)　「竜宮神」拝所用地確保についての陳情

(14)　鳥堀町～汀良町境（新橋）河川沿いの災害護岸工事施工方について

(15)　市外バス路線及び停留所変更に関する陳情

(16)　下水道工事による井戸の水涸れに関する陳情

(17)　下水道工事施行に伴う損害補償について陳情

(18)　沖映通り道路工事による損害金の要求について

(19)　那覇市都市計画地域指定内の末吉風致地区の一部取消について（陳情）

(20)　石嶺公営住宅建設に伴う都市計画認可申請について

(21)　水道料金引き下げ陳情

(22)　プール使用水道料金の値下げ方について（陳情）

(23)　沖映通り被害に対する損害補償要求について

(24)　沖映通り損害補償要求の陳情

(25)　沖映通り道路工事に伴う損害補償要求について

(26)　道路両側の排水溝の蓋設置に関する陳情

(27)　沖映通り損害補償要求について

(28)　沖映通り損害補償要求について

(29)　沖映通り損害補償要求について

(30)　下水道工事による損害補償早期実現要請に関する陳情

(31)　宇栄原団地造成に伴う損害補償要求方の陳情

(32)　崎山町と赤田町境界道路のタール舗装工事並びに排水溝と暗渠整備方について陳情

(33)　横断地下道建設に伴う道路地下の占用許可に関する陳情

(34)　宇栄原地内排水溝改修について

(35)　上間排水溝の改修に関する陳情

(36)　天久、樋川地内道路拡張についての陳情

(37)　庁舎管理事務契約についての陳情

２．理由

　上記３７件については、なお慎重に審査をする必要がある。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

１９６８年１２月２０日




那覇市議会議長

高良一　殿




経済民生教育委員会

委員長　大山盛幸




閉会中継続審査申出書




　本委員会は審査中の事件について、下記により閉会中もなお継続審査を要するものと決定したから、会議規則第７１条の規定により申し出ます。




記




１．事件

(1)　政府及び地方自治体等における島産品の優先購入に関する法制化について陳情

(2)　国場農道橋架設についての陳情

(3)　那覇市青協に対する補助金増額要請について

(4)　那覇市青協への援助要請について

(5)　市町村青年団に対する運営資金の補助増額に関する陳情

(6)　墓地涸壊に対する補償についての陳情

(7)　貿易振興奨励補助金について陳情

(8)　魚粉工場撤去方について陳情

(9)　漁撈用刳舟揚場建設に関する陳情

(10)　原潜入港のため、鮮魚介類売上減少に伴う市場使用料免除方の陳情

２．理由

　上記の１０件はなお慎重に審査をする必要がある。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～





○議長（高良一君）

　これより、本日の会議を開きます。本日の日程は、お手元に配付してある議事日程第３号のとおりであります。諸般の報告をいたします。

　１２月２０日付、総務委員会、建設委員会、経済民生教育委員会の各常任委員長から、会議規則第７１条の規定による「閉会中の継続審査申出書」ならびに建設委員会、経済民生教育委員会の各常任委員長から、会議規則第７３条の規定による「委員会審査報告書」が提出されておりました。写はそれぞれお手元に配付してあります。

　１２月２０日付、陳情第６２号「那覇市職員の生命と身体の安全保障に関する陳情」は、陳情者から「取り下げ届」が提出されておりますので、会議規則第１９条の規定により取り下げることを御了承願います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○議長（高良一君）

　日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。会議録署名議員は、会議規則第１１６条の規定により、議長において吉浜朝一君、真栄城嘉園君を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良一君）

　日程第２議案第８７号「議決内容の一部変更について」日程第３議案第８８号「議決内容の一部変更について」、日程第４議案第８９号「議決内容の一部変更について」を一括して議題といたします。

建設委員長の審査報告を求めます。






○建設委員長（比嘉佑直君）

　○議案第８７号「議決内容の一部変更について」

　○議案第８８号「議決内容の一部変更について」

　○議案第８９号「議決内容の一部変更について」

以上３件は関連しますので一括して審査の結果を御報告します。

　本件は現在建築中の牧志公設市場の建築工事並びにその附帯工事（電気、水道、その他設備工事）の工期を延長するために提案されております。すなわち、該建築工事の敷地内にある製菓工場の撤去が約２カ月間遅延し、かつ地下工事が雨期に入つたことと、さらに該市場敷地内の既設の排水溝が市場建設に支障をきたしたのでこれを撤去し、仮設排水溝を設置して敷地内の浸水防止に努めたが、該地の雨量は相当量のもので処理に困難をきたし、また該敷地は低地帯であるため雨が現場に流れこみ土砂の崩壊により土留シートパイルが倒壊し復旧工事と被害対策に相当の日数を要したこと、また開南通りが下水道工事のため交通止めとなり工事用車両が道路巾員の狭い、かつ交通量の多い割に道路使用時間が制限されている浮島通りを利用したために、資材搬入に手間どり工事の進捗に多大の支障をきたしました。等の理由から工期内で完成は無理であり、それぞれ議案にあります期間まで、工期を延長したいとの当局の説明が述べられております。

　以上の当局説明に対する質疑の主なるものは、現地の状況からして１５０日の工期では短か過ぎる。今後再度延長の恐れはないか、とただしましたところ、工期の延長については市は３月いつぱいを予定したのに対し、業者は５月２７日まで主張したが、調整の結課５月２２日までなら工期内完成は十分だということであり、従つて天災地変が起らない限り工期の再延長はありえないとのことであります。

　以上のほか、なお若干の質疑が交わされたのでありますが、本件については当局の説明を了承し、全会一致原案通り可決すべきものと決定いたしました。よろしく各位の御賛同を得たいのであります。

（「質疑討論なし」という者あり）




○議長（高良一君）

　質疑、討論を終結し採決に入ります。

　日程第２、議案第８７号、議決内容の一部変更についてはただいまの委員長報告どおり可決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）




○議長（高良一君）

　質疑、討論を終結し採決に入ります。

　日程第２、議案第８７号、議決内容の一部変更についてはただいまの委員長報告どおり可決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）




○議長（高良一君）

　ご異議なしと認めます。よつて本案は可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良一君）

　日程第３、議案第８８号、議決内容の一部変更については原案どおり可決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）




○議長（高良一君）

　ご異議なしと認めます。よつて本案は可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良一君）

　日程第４、議案第８９号、議案第８９号、議決内容の一部変更について、原案どおり可決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）






○議長（高良一君）

　ご異議なしと認めます。よつて本案は可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良一君）

　日程第５、第６を一括上程いたします。

日程第５、議案第９１号専決処分した事件の承認について、日程第６、議案第９２号、専決処分した事件の承認について一括議題として建設委員長の報告を求めます。






○建設委員長（比嘉佑直君）

　議案第９１号、「専決処分した事件の承認について」、議案第９２号「専決処分した事件の承認について」一括して審査の結果を報告します。

　まず、議案第９１号についての当局説明によると、琉球水道公社に売却したコンクリートシリンダーパイプは青小堀水源地の水源開発に使用する計画で購入した資材であるが、青小堀水源地の導水管布設工事は、用地の賃貸料の問題で一部地主の反対を受け、工事の一時中止を余議なくされ、現段階では工事再開の見通しがつかず、保管していた資材を琉球水道公社から目下施行中の工事資材として早急に購入したい旨の申し入れがあり、取得した価格で売却処分した。

　また、導水管布設工事には、コンクリートシリンダーパイプを使用するよりも、ダクタイル鋳鉄管を使用した方が工事費の軽減となり、青小堀水源地の工事計画実施の再開の見通しがついた時点では残余の部分については、ダクタイル鋳鉄管にきりかえて施行していきたい。ということであります。

　次に、議案第９２号については、１９６９年度の配水管工事に使用する資材の購入契約についてでありますが、配管工事の資材は、本土発註のため入荷までに４カ月を必要とするため、入札後直ちに契約発註しなければ工事の年度内執行の見通しがたたないので、９月２５日の補助金交付決定をまって９月３０日入札を行ない、１０月２日に専決処分により契約を締結したということであります。

　委員会は、以上の当局説明を了承し、議案「第９１号」ならびに議案「第９２号」については、それぞれ全会一致承認すべきものと決定いたしました。

　よろしく各位の御賛同を得たいのであります。




○議長（高良一君）

　ただいまの委員長報告に対して質疑に入ります。






○金城吾郎君

　議案第９１号について委員長にお伺いいたします。市の青小堀系からの送水管布設工事が地主の反対に合つて工事ができないので、その送水管を水道公社に売却処分したという専決処分でありますが、この資材はいつごろ購入されてどのくらい市が負担しておるかということですね。その売買価格において市が購入した場合と、今回水道公社に売却する場合とに価格に差があるのかどうか。






○建設委員長（比嘉佑直君）

　価格の差はございません。




○金城吾郎君

　そうしますと、水道資材はこれまで相当多額購入しておりますけれども、だいたい半年ぐらいで２割ないし３割ぐらい上つたこともあるわけです。相当のこれは金利もあるんで、何か月前からあるいは何年前かは知らないけれども、そういうことも配慮されておるかどうか。その点もご審議されたかどうかお尋ねいたします。




○建設委員長（比嘉佑直君）

　当局の説明では、絶対に損もなければ得もないということでございました。




○金城吾郎君

　同価格であれば金利の分だけは市としては損するわけですか。




○建設委員長（比嘉佑直君）

　委員会の中でもその価格の変動があつたんじやないか、ということを資疑しておりましたが、それに対してはつきりした明答はなかつたのであります。






○水道局長職務代理者

　総務課長（渡久地敬正君）

　お答えします。シリンダーパイプの売買価格でございますが、これはただいま委員長からご報告がありましたとおりに、製造会社から購入した価格と同価格でもつて水道公社に売つております。値上りの分など不利益を受けているんじやないかということでございますが、このコンクリートシリンダーパイプは６５年の３月に購入したものでございまして、現在まで保管しておつたわけでございます。これはご承知のとおり鉄板を内外からコンクリートでもつて巻いて作つたパイプでございますので、ある程度の損耗は現在まで考えられるわけでございます。その分も考えまして購入した同価格で売れるならば水道局としては、別に不利益も受けないということで同価格にしたわけでございます。




○議長（高良一君）

　それでは質疑討論を終結し採決に入ります。

　日程第５．議案第９１号、専決処分した事件の承認について、ただいまの委員長報告どおり承認することにご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）




○議長（高良一君）

　ご異議なしと認めます。よつて本案は承認されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良一君）

　日程第６．議案第９２号、専決処分した事件の承認について、ただいまの委員長報告どおり承認することにご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）




○議長（高良一君）

　ご異議なしと認めます。よつて本案は承認されました。




○議長（高良一君）

　日程第６、議案第９２号、専決処分した事件の承認について、ただいまの委員長報告どおり承認することにご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）






○議長（高良一君）

　ご異議なしと認めます。よつて本案は承認されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良一君）

　日程第７、議案第９３号、専決処分した事件の承認についてを議題として経済民生教育委員長の報告を求めます。






○経済民生教育委員長（大山盛幸君）

　議案第９３号「専決処分した事件の承認について」審査の結果を報告いたします。

　保育所の建設については、営造物の設置として議会の議決を得る必要がありますが、この度完成した松山保育所は１９６８年１２月３日に検査を終了し、保護者からの早期開所の要請があり、１２月９日開所するはこびになりましたが、議会を招集するいとまがなく、やむを得ず市町村自治法第１１４条１項の規定により専決処分がなされております。これに対し、委員会は現地視察を行い調査した結果、この松山保育所は、９０名収容の近代的コンクリート造り、２階建の園舎が建てられております。これまでの保育所は、政府の指示により安全性のある平屋園舎が建てられておりますが、この松山保育所だけ今回特に２階建が許可された理由、また、本市のように人口密度が高く、地価が高騰し、用地獲得困難な状況下において、今後の保育所建設は立体的２階建が良いと思慮するが当局は、どのように対処してゆくかとただしました。これに対し、当局の説明はこの松山保育所が特に２階建を許可されたのは用地が狭く９０名収容の園舎を建てるには立体的にするよりほかなく、特に政府にお願いし許可してもらつた。また将来の計画としては１９７３年度までに１２０名収容の５棟分の設置計画をもっておりますが、土地確保が困難な本市においては、このたびの松山保育所の例にならい狭隘な土地に関しては２階式にもつていきたいという説明がなされております。

委員会は以上の当局説明を了承し、本案は全会一致承認すべきものと決定いたしました。

　よろしく各位のご賛同をお願いいたします。

（「質疑討論なし」という者あり）




○議長（高良一君）

　質疑、討論終結し採決に入ります。

　日程第７．議案第９３号、専決処分した事件の承認について、ただいまの委員長報告どおり承認することにご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）






○議長（高良一君）

　ご異議なしと認めます。よつて本案は承認されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良一君）

　日程第８．若松市場移転料の請求についてを議題として経済民生教育委員長の報告を求めます。






○経済民生教育委員長（大山盛幸君）

　「若松市場移転料の請求について」審査の結果を報告いたします。

先ず、本陳情の概要を申し上げますと、若松公設市場建設については第１期工事、第２期工事に分けて施行されるのでありますが、第２期工事の立退者には移転料を支払つておるにもかかわらず、これと同様市に協力して先に立退いた第１期工事区の立退者には支払わないということは理解に苦しむ。同じ条件下にあるわれわれにも早急に移転料を支払つてもらいたいということであります。

　これに対する当局の見解は十分調査し検討した結果移転料を支払う事が適当と思慮し、各関係課とも予算等調整して、西銘市長在任中に執行する予定でありましたが、その時点にはすでに市長の辞任届が出されており、この件は、新市長が施行した方が良いと考え、１２月議会の追加予算に計上する予定であつた。ところがご存知のように今議会は助役選任同意が主であり、この人事が決定し各部長が決り次第追加予算は出すことになつておりますので、今期は提案しなかつたが、次の議会に提案したいということであります。

　委員会はこの当局説明を了承し本陳情は全会一致採択すべきものと決定いたしました。よろしく各位のご賛同をお願いいたします。

（「質疑、討論なし」という者あり）




○議長（高良一君）

　質疑、討論終結し採決に入ります。

　日程第８．若松市場移転料の請求について、ただいまの委員長報告どおり採択することにご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）






○議長（高良一君）

　ご異議なしと認めます。よつて本件は採択されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良一君）

　日程第９．議案第９０号「１９６８年度那覇市水道事業会計決算について」から日程第６０「原潜入港のための鮮魚介類売上減少に伴う市場使用料免除方の陳情」までを一括して議題といたします。おはかりいたします。

　日程第９から第６０までの事件は、各常任委員長から会議規則第７１条の規定より、それぞれ「閉会中の継続審査申出書」が提出されておりますので、閉会中の継続審査に付したいと思います。

　これにご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）






○議長（高良一君）

　ご異議なしと認めます。よって、日程第９　議案第９０号「１９６８年度那覇市水道事業会計決算について」から　日程第６０「原潜入港のため鮮魚介類売上減少に伴う市場使用料免除方の陳情」までの事件は、閉会中の継続審査に付することに決しました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良一君）

　以上をもちまして、第１０７回那覇市議会定例会の日程は全部終了いたしましたので閉会いたします。






（午前１０時２５分閉会）



















　上会議録を調整し署名する




１９６８年１２月２１日




議長　　　　　高良一　　　　㊞




署名議員　　　吉浜朝一　　　㊞




署名議員　　　真栄城嘉園　　㊞
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